
三
浦
郡
葉
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る
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の
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は
じ
め
に

0
葉
山
町
役
場
所
蔵
の
戦
没
者
に
関
す
る
記
録

②
戦
没
者
を
表
象
し
た
記
念
碑
等

③
戦
没
者
の
墓
標

お
わ
り
に

［論
文
要
旨
］

　
三

浦
郡
葉
山
町
と
い
う
］
行
政
区
を
範
囲
と
し
て
、
戦
没
者
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
、
そ
こ

か

ら
ど
の
よ
う
な
戦
没
者
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
を
探
っ
た
。
平
成

十
四
・
十
五
年
度
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
実
施
し
た
「
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資

料
調
査
」
で
、
筆
者
は
葉
山
町
に
お
け
る
戦
争
体
験
の
記
憶
と
語
り
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
今
回
は

戦
没
者
の
記
録
に
つ
い
て
、
町
役
場
文
書
・
碑
表
・
墓
標
等
を
対
象
に
、
葉
山
町
全
体
の
中
で
捉
え

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
葉
山
町
役
場
文
書
に
つ
い
て
は
、
町
役
場
が
軍
事
行
政
に
携
わ
っ
て
い
た
頃
か
ら
の
「
葉
山
町
戦

残
者
名
簿
」
や
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基
づ
く
遺
族
年
金
・
弔
慰
金
の
請
求
に
か
か

わ
る
「
戦
残
者
整
理
名
簿
」
、
恩
給
復
活
に
と
も
な
う
軍
歴
申
立
の
資
料
と
思
わ
れ
る
「
戦
没
者
履

歴

簿
」
、
扶
助
料
請
求
者
が
記
さ
れ
て
い
る
「
戦
争
殉
難
者
名
簿
」
な
ど
戦
後
の
遺
族
援
護
に
か
か

わ
る
資
料
が
あ
り
、
遺
族
や
援
護
の
状
況
と
と
も
に
、
戦
没
者
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の

か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
戦
死
者
を
表
象
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
形
態
か
ら
招
魂
碑
等
の
碑
表
、
神
社
形
式
、
塔
形

式
の
三

つ

に
分
け
ら
れ
た
。
ま
た
表
象
す
る
対
象
や
建
立
者
か
ら
、
町
が
建
立
し
た
「
葉
山
町
慰
霊

塔
」
、
旧
村
ご
と
に
地
区
団
体
が
建
て
た
碑
表
類
、
個
々
の
寺
社
が
建
て
た
碑
表
や
社
殿
形
式
の
慰

霊
施
設
が
存
在
し
、
例
え
ば
光
徳
寺
の
英
霊
碑
の
六
名
は
、
遺
族
の
供
養
の
他
に
地
区
の
招
魂
碑
や
、

更
に
は
葉
山
町
慰
霊
塔
に
も
刻
ま
れ
る
な
ど
、
四
層
の
重
層
し
た
慰
霊
・
供
養
の
体
系
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
県
レ
ベ
ル
の
「
神
奈
川
県
戦
没
者
慰
霊
堂
」
と
、
国
レ
ベ
ル
の
靖
国
神
社
を

加
え
る
と
、
六
層
の
体
系
と
な
る
こ
と
に
注
目
し
た
。

　
戦
没
者
の
墓
標
か

ら
は
、
戦
没
者
の
実
態
と
と
も
に
、
遺
族
が
ど
の
よ
う
に
死
を
受
け
止
め
、
慰
霊
・

供
養
し
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
百
名
の
墓
標
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」

等
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
相
互
に
デ
ー
タ
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
行
政
文
書
の
記
録
と
墓
標
の
記

録
の
違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

465



国立歴史民俗博物館研究報告

　第147集2008年12月

は

じ
め
に

1
、
調
査
研
究
の
対
象
と
契
機

　

こ
こ
に
、
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
に
お
け
る
「
戦
没
者
の
記
録
」
と
し
て
、
調

査
の
対
象
と
し
た
の
は
次
の
諸
資
料
で
あ
る
。
以
下
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
「
戦

没
者
」
と
表
記
し
た
場
合
は
、
戦
死
・
戦
傷
死
・
戦
病
死
を
含
む
も
の
と
す
る
。
①

の

葉
山
町
役
場
文
書
が
そ
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
こ
と
と
符
合
さ
せ
る
た
め
で
あ

り
、
戦
災
死
者
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

　
　
①
戦
没
者
を
記
録
し
た
葉
山
町
役
場
文
書
（
遺
族
台
帳
・
戦
没
者
履
歴
簿
な
ど

　
　
の
簿
冊
）

　
　
②
戦
没
者
を
表
象
し
た
記
念
碑
等
（
招
魂
碑
・
忠
魂
碑
・
慰
霊
塔
な
ど
）

　
　
③
戦
没
者
を
慰
霊
・
供
養
し
た
墓
標

　

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
も
と
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
①
は
行
政

事
務
の
処
理
の

た
め
、
②
は
戦
没
者
の
慰
霊
・
供
養
や
顕
彰
、
平
和
へ
の
祈
念
な
ど
、

建
立
者
の
意
図
に
よ
っ
て
異
な
る
。
③
は
遺
族
が
戦
没
者
の
慰
霊
・
供
養
の
た
め
に

刻
み
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
戦
没
者
を
記
録
し
た
体
験
記
等
に
つ
い
て
は
、
今
回

は

調
査
の

対
象
と
し
て
い
な
い
が
、
葉
山
町
に
は
遺
族
会
が
発
行
し
た
戦
没
者
の
記

録
が
あ
る
。
『
遺
族
会
二
十
五
年
の
あ
ゆ
み
』
〔
葉
山
町
遺
族
会
、
一
九
七
一
年
〕
、
『
葉

山
町
遺
族
会
会
員
名
簿
』
〔
二
〇
〇
三
年
作
成
、
他
年
度
の
も
の
も
あ
る
〕
や
「
は
や

ま
町
遺
族
会
通
信
」
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
本
文
で
適
宜
引
用
す
る
。
こ
の
他
に
、

編
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
戦
没
者
の
記
録
と
し
て
遺
族
宅
に
残
さ
れ
た
戦
死

資
料
も
あ
り
、
今
回
は
根
岸
房
良
氏
の
戦
死
資
料
を
調
査
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

本
文
で
適
宜
引
用
す
る
。

　
戦
没
者
の
記
憶
や
語
り
に
関
す
る
調
査
は
、
遺
族
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
き

た
。
特
に
葉
山
町
の
小
峰
ミ
サ
さ
ん
に
つ
い
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
平
成

十
四
・
十
五
年
度
に
「
戦
争
と
神
社
祭
祀
を
め
ぐ
る
資
料
調
査
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

実
施

し
た
資
料
調
査
に
、
筆
者
が
資
料
調
査
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
聞
き
取
り
調

査
を
実
施
し
た
。
そ
の
調
査
の
結
果
は
、
既
に
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す

る
資
料
調
査
2
』
〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
調
査
報
告
書
1
4
、
二
〇
〇
四
年
〕
で
報

告
済
み
で
あ
る
。
小
峰
さ
ん
の
夫
は
、
軍
属
と
し
て
戦
地
に
出
張
し
、
昭
和
十
九

（
一
九

四

四
）
年
二
月
六
日
に
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
戦
死
し
た
。
平
成
十
四
年
五
月

以
降
何
度
か
聞
き
取
り
を
続
け
、
小
峰
さ
ん
の
記
憶
を
裏
付
け
る
記
録
の
調
査
を
行

う
中
で
、
小
峰
さ
ん
の
夫
の
戦
死
を
葉
山
町
全
体
の
な
か
で
捉
え
て
み
よ
う
と
し
た

の

が
、
今
回
の
調
査
の
契
機
で
あ
る
。

2
、
調
査
研
究
の
概
要
と
ね
ら
い

　
葉

山
町
の
戦
没
者
に
つ
い
て
は
、
葉
山
町
が
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
十
月

に
葉
山
町
堀
内
二
一
四
五
の
葉
山
町
役
場
前
専
有
地
に
「
慰
霊
塔
」
を
建
設
し
、
そ

の
塔
舎
内
壁
の
名
板
に
戦
没
者
四
三
一
柱
の
氏
名
を
刻
ん
だ
こ
と
が
、
特
筆
す
べ
き

公
的
な
記
録
で
あ
る
。
そ
の
他
、
前
掲
の
葉
山
町
遺
族
会
が
作
成
し
た
『
遺
族
会

二
十
五
年
の
あ
ゆ
み
』
に
、
戦
没
者
の
氏
名
・
階
級
・
位
勲
功
・
戦
没
年
月
日
・
戦

没
場
所
等
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
戦
没
者
に
関
す
る
お
お
よ
そ
の

数
的
情
報
は
得
ら
れ
る
も
の
の
、
実
態
を
示
す
資
料
と
は
言
い
が
た
い
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
平
成
十
五
年
七
月
～
八
月
に
墓
標
調
査
を
実
施
し
た
。
寺
院
墓

地
・
共
同
墓
地
の
悉
皆
調
査
を
め
ざ
し
、
二
〇
〇
名
（
一
八
四
基
）
の
墓
標
デ
ー
タ

を
得
た
。
葉
山
町
役
場
文
書
は
、
同
年
八
月
～
九
月
に
葉
山
町
役
場
で
所
蔵
す
る
資

料
の
う
ち
、
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
・
「
戦
没
者
履
歴
簿
」
・
「
戦
残
者
整
理
名
簿
」
・
「
戦

争
殉
難
者
名
簿
」
・
「
將
校
名
簿
」
の
五
点
を
、
特
別
に
閲
覧
許
可
を
得
て
調
査
し
た
。

戦
争
記
念
碑
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
平
成
十
二
・
十
三
年
度
に
「
近

現
代

に
お
け
る
戦
争
記
念
物
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
実
施
し
た
「
非
文
献
資
料
の
基
礎

的
研
究
」
の
研
究
会
に
、
筆
者
も
参
加
し
て
調
査
し
た
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ

の

調
査
結
果
は
既
に
『
「
非
文
献
資
料
の
基
礎
的
研
究
」
報
告
書
　
近
現
代
の
戦
争
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に
関
す
る
記
念
碑
』
〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
〕
で
報
告
済
み
で
あ
る
。

今
回
は
墓
標
調
査
の
な
か
で
再
調
査
を
実
施
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
の
ね
ら
い
は
、
第
一
に
、
軍
事
行
政
や
遺
族
援
護
事
務
を
担
当
し

た
役
場
が
戦
没
者
を
ど
の
よ
う
に
記
録
し
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
戦
没
者
の
実
態

が
浮
か
び
上

が
っ

て

く
る
の
か
を
探
る
こ
と
、
第
二
に
、
戦
没
者
を
表
象
す
る
記
念

碑
等
を
通
し
て
、
地
域
が
戦
争
及
び
戦
没
者
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ど
の
よ
う
に

表
象
し
て
い
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
、
第
三
に
、
戦
没
者
の
墓
標
を
通
し
て
、
遺
族

が
戦

没
者
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
ど
の
よ
う
に
慰
霊
・
供
養
し
た
の
か
を
探
る

こ
と
で
あ
る
。

3
、
三
浦
郡
葉
山
町
の
概
要

　
三

浦
郡
葉
山
町
は
、
三
浦
半
島
の
西
北
部
に
位
置
し
、
北
は
逗
子
市
、
東
・
南
は

横
須
賀
市
に
接
し
、
西
は
相
模
湾
に
面
し
て
い
る
。
東
部
の
畠
山
（
二
〇
五
・
ニ
メ
ー

ト
ル
）
か
ら
二
子
山
（
二
〇
七
・
九
メ
ー
ト
ル
）
へ
連
な
る
山
々
を
分
水
嶺
と
し
て
、

森
戸
川
・
下
山
川
な
ど
が
西
流
し
て
低
地
を
形
成
し
、
相
模
湾
に
注
い
で
い
る
。
東

西

約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は
一
七
〇
・
〇
六
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
人
口
は
約
三
万
人
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
の
町

村
制
実
施
に
よ
り
、
木
占
庭
・
上
山
口
・
ド
山
口
・
一
色
・
堀
内
・
長
柄
の
六
村
が

合
併
し
て
葉
山
村
と
な
り
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
町
制
を
施
行
し
、
現
在

　
　
　
　
　
　
ユ
　

に

至
っ
て
い
る
。
旧
⊥
ハ
村
は
葉
山
町
の
大
字
と
し
て
、
現
在
で
も
町
内
の
⊥
ハ
つ
の
地

区
を
形
成
し
て
い
る
。

　
葉
山
町
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
艦
載
機
が
爆
弾
を
投
下
し
て
木
古
庭
で
一
名
死
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
、
漁
業
中
に
機
銃
掃
射
を
受
け
て
二
名
死
亡
す
る
と
い
う
被
害
は
あ
っ
た
が
、
大

き
な
空
襲
被
害
は
な
か
っ
た
こ
と
で
、
道
路
や
町
並
な
ど
に
戦
前
期
の
景
観
を
比
較

的
よ
く
残
し
て
い
る
。
ま
た
葉
山
町
の
近
代
史
は
一
面
で
保
養
の
町
と
し
て
歩
み
、

そ
の
象
徴
的
な
存
在
が
「
葉
山
御
用
邸
」
で
あ
っ
た
。
御
用
邸
の
他
に
も
、
有
栖
川

宮
（
高
松
宮
）
・
北
白
川
宮
・
東
伏
見
宮
・
秩
父
宮
な
ど
の
宮
家
別
邸
や
、
政
界
・
財
界
・

文
化
人
・
軍
人
な
ど
多
く
の
名
士
の
別
荘
や
居
宅
が
設
け
ら
、
昭
和
九
年
に
は
別
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
数
が
四
三

二
戸
に

及
ん
だ

と
い
う
。
戦
後
の
葉
山
は
、
海
水
浴
や
ヨ
ッ
ト
な
ど
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
町
と
し
て
、
ま
た
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
「
2
1
世
紀
の
緑
陰

滞
在
型
の
国
際
交
流
拠
点
」
と
し
て
湘
南
国
際
村
が
オ
ー
プ
ン
し
、
御
用
邸
と
併
せ

て

葉
山
町
の
象
徴
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

葉
山
町
を
調
査
地
と
し
た
理
由
は
、
ヒ
記
の
よ
う
に
小
峰
ミ
サ
さ
ん
の
聞
き
取
り

調
査
と
の
関
連
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
一
つ
に
は
葉
山
町
は
右
の
よ
う
に
空
襲
被

害
が
あ
ま
り
な
く
、
鉄
道
網
か
ら
は
ず
れ
て
お
り
、
他
地
域
に
比
し
て
開
発
が
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
景
観
や
歴
史
資
料
の
残
存
状
況
が
よ
い
と
思
わ
れ
た

こ
と
、
戸
日
等
が
昭
和
戦
前
期
か
ら
激
変
し
て
い
な
い
地
域
と
思
わ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
二
つ
目
は
戦
没
者
の
墓
標
悉
皆
調
査
を
め
ざ
す
上
で
、
行
政
区
域
と
し
て
適
度

の

広
さ
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

②
葉
山
町
役
場
所
蔵
の
戦
没
者
に
関
す
る
記
録

1
、
戦
没
者
に
関
す
る
簿
冊
の
概
要
と
そ
の
記
録

　
葉
山
町
役
場
に
は
、
昭
和
戦
前
期
か
ら
戦
後
の
昭
和
二
〇
年
代
頃
ま
で
の
戦
没
者

に
関
す
る
次
の
資
料
（
簿
冊
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
以
下
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
概

要

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
戦
没

者
が

ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て

い

る
の
か
を
探
る
。
な
お
、
こ

の

他

に
「
將
校
名
簿
」
〔
「
自
昭

和
二
十
一
年
七
月
施
行
　
將
校
名

簿
　
葉
山
町
役
場
」
の
表
題
が
あ

る
簿
冊
〕
を
調
査
し
た
が
、
戦

没

者
の
記
録
で
は
な
い
の
で
割

麗
婆
増

纏
．

戦没者履歴簿
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愛
す
る
。ω

「戦
没
者
履
歴
簿
」

ω

「戦
残
者
整
理
名
簿
」

⑧

「戦
争
殉
難
者
名
簿
」

ω

「
葉
山
町
戦
破
者
名
簿
」

（遺
族
台
帳
）

（
1
）
戦
没
者
履
歴
簿

　
白
厚
紙
の
表
紙
に
縦
書
き
墨
筆
で
「
戦
没
者
履
歴
簿
　
葉
山
町
役
場
」
と
記
さ
れ

て

い

る
。
黒
綴
紐
で
右
綴
じ
、
タ
テ
ニ
七
・
三
セ
ン
チ
×
ヨ
コ
一
九
・
三
セ
ン
チ
で
あ

る
。
本
文
は
、
ざ
ら
紙
に
ガ
リ
版
刷
り
し
た
B
5
判
タ
テ
の
右
端
に
「
切
取
線
」
が

あ
り
、
全
て
切
取
線
で
切
り
取
ら
れ
た
状
態
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
元
の
用
紙
は
B

4
判
ヨ
コ
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
書
式
は
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

右
に
「
履
歴
書
」
の
表
題
が
あ
り
、
空
欄
八
行
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
履
歴
が
記
載
さ
れ

て

い

る
。
こ
こ
に
納
め
ら
れ
た
履
歴
書
は
二
四
四
名
分
あ
り
、
い
ろ
は
順
に
綴
じ
、

検
索
し
や
す
い
よ
う
に
「
い
」
「
ろ
」
「
は
」
な
ど
の
ラ
ベ
ル
が
左
上
に
貼
ら
れ
て
い
る
。

履

　　戦歴

　　薯

　　階
　氏級書

生名

年
　
　
　
月
　
　
　
日

年

月

日

（空
欄
は
八
行
あ
る
）

入

隊
応
召
、
進
級
、
退
職
、
死
亡
、
死
亡
場
所
等
年
月
日
順
に
記
入
す
る

入
隊
か
ら
死
亡
迄
な
る
べ
く
詳
し
く
記
し
て
下
さ
い
、
書
き
切
れ
ぬ
場
合
は
他
の
用
紙
を
用
ひ
る
こ
と

死
亡

の

場
所
・
年
月
日
を
記
す
程
度
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
間
の
記
載
は
少
な
い
。

特

に
昭
和
十
九
・
二
十
年
の
頃
の
も
の
は
、
音
信
も
な
く
記
す
べ
き
材
料
が
少
な
か
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
履
歴
書

に
は
、
役
場
担
当
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。
「
軍
属
に

つ
き
不
要
」
、
「
兄
弟
に
て
請
求
権
な
し
」
、
「
遺
族
兄
弟
の
み
に
て
請
求
で
き
な
い
」

な
ど
は
、
軍
属
や
、
遺
族
が
兄
弟
の
場
合
に
は
請
求
権
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
「
扶
助
料
請
求
者
　
妻
△
ム
チ
ヨ
　
昭
和
二
十
九
年
一
月
五
日
」
（
姓
を

伏
せ
た
）
と
い
う
よ
う
に
、
戦
没
者
の
妻
が
扶
助
料
請
求
者
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し

た
、
右
の
書
式
に
よ
ら
な
い
履
歴
書
も
あ
る
。
ま
た
、
右
の
書
式
と
は
別
に
、
右
に

「
（23

号
書
式
）
　
履
歴
書
（
扶
助
料
関
係
用
）
」
と
記
す
活
字
印
刷
さ
れ
た
B
4
判
横

の

用
紙
を
使
用
し
た
事
例
も
二
件
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
履
歴
書
は
、

昭
和
二
十
八
年
入
月
一
日
に
法
律
第
一
五
五
号
「
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

と
し
て
公
布
、
即
日
施
行
さ
れ
て
復
活
し
た
軍
人
恩
給
に
係
わ
る
、
扶
助
料
請
求
の

た
め
の
軍
歴
申
立
の
資
料
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
戦
没
者
履
歴
は
二
四
四
名
分
あ
り
、
戦
没
年
・
戦
没
場
所
を
一
覧
し
た
も
の
が
表

1
で
あ
る
。
「
葉
山
町
戦
殼
者
名
簿
」
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
一
覧
表
を
作
成
し
た
が

（表
7
）
、
戦
没
者
履
歴
簿
は
昭
和
八
年
か
ら
始
ま
り
、
軍
属
を
対
象
と
し
て
い
な
い

こ
と
が
異
な
っ
て
い
る
。
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
に
登
載
し
て
い
な
い
戦
没
者
を

五

十
二
名
載
せ
て
い
る
こ
と
は
、
同
名
簿
を
補
完
す
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、
遺
族
が
記
録
し
た
戦
没
者
の
記
録
と
し
て
は
お
そ
ら
く
最
初
の
ま
と
ま
っ
た

も
の
で
あ
り
、
行
政
文
書
と
し
て
行
政
側
が
記
録
し
た
遺
族
台
帳
と
の
違
い
も
注
目

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
履
歴
書
は
、
戦
没
者
の
軍
歴
を
遺
族
が
記
し
た
も
の
で
、
記
載
欄
の
末
尾
に
「
入

隊
か

ら
死
亡
迄
な
る
べ
く
詳
し
く
記
し
て
下
さ
い
」
と
あ
る
。
入
隊
応
召
年
月
日
と
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表1　「戦没者履歴簿」にみる戦没年と戦没場所

昭和一≡一≡ 　8≡≡一≡一一 12■●一”≡ 13－＝≡≡■≡ 14

≡≡≡一一一

15－←≡←一一 16－一■≡≡＝ 17，，｝，，， 18－一一一一一 19－一一一一一 20－一一一一一

終戦前

　20－一一一一一

終戦後

21－一一一一一 22－一一一一一 23－一一一一一 24－一一一一一

合計

内地

陸軍一一一一

海軍

　1－一一一一一

一一一一一一 一一一一一一

　1－一一一一一

一一一一一一

　2

　1－一一一一一

一一一一一一

　1－一一一一一 　1－一一一一一

　1

　1－一一一一一

　2

　1－一一一一一

　1

　2－一一一一一 　1－一一一一一

一一一一一一

　1－一一一一一 陸軍一一一　

海軍
一
｝
！
．
6

17

本邦周辺海面

陸軍一甲一一

海軍
一，一一一一 ，一一⇔≡一 一一一一一← 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

　2

一一一一一一 一一一一一一

　1

一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

陸軍一一一一

海軍
一
旦
一
3

3

硫黄島

陸軍一一一一

海軍
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一ラ

　1－一一一一一

　1

一一一一一一 一一一一一一 一一一一A一 一一一’一一 一一一A－←

陸軍一一一≡

海軍
⊥
1
2

父島

陸軍一≡≡一

海軍
一一一一百一 一香一“’≡ ■一一一一一 一一一一一≡ ■一一一≡≡ 一■一一一一 ≡≡≡一一一 一一一一一一 ≡≡≡一，←

　1
，参一一一一 一≡■■一一 ≡一一一一一 一一，一一一 ，一一一一A 一｝一一一一

陸軍一一一一

海軍

⊥
0

1

沖縄

陸軍一一一一

海軍
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

　8－一一一一一

一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

陸軍一一　一

海軍
一
旦
一
〇

8

ソ連

陸軍一一一一

海軍
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

　5－一一一一一 　1－一一一一一

一一一一一一 一一一一一一

陸軍一一一一

海軍
．
三
一
〇

6

朝鮮

陸軍一一一一

海軍一⇒一一

軍属

一一一一≡≡

一一一一一一

≡≡≡一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一≡

一一一一一一

■一一一≡≡

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一≡≡一一一

一一一一一一

一一一一≡≡

一一一一一一

≡一≡一≡≡

一一一一一一

　1≡≡一一一一

一一一一一一

　1－≡一一一一

一一一一一一

　1

≡■一≡一≡

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一’

一≡一一一合

S－一一一一

≡一一一一一

一一一一一←

陸軍一←一一

海軍一’一一

軍属

一2．

’ ∫’

3

満州

陸軍一一←一

海軍
一≡≡一一一 一一一≡一一

　1≡≡≡≡≡≡

≡≡≡≡■一 一一一■≡≡ ■一一一一≡ 一一■一一一 一一≡≡≡≡ 一’一一一一

　1－一A≡≡≡ 　3－一一一一一 　7－一≡’一一

一●一←一｝ 一一一，一甲 一，一，一≡

陸軍牛一一一

海軍
一
！
2
．
0

12

中国

陸軍一一一一

海軍
一一一一一一

　2－一一一一一 　2－一一一一一 　1－一一一一一 　3－一一一一一 　4－一一一一一 　2－一一一一一

一一一一一一

　8－一一一一一 　8－一一一一一 　6－一一一一一 　5－一一一一一

一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

陸軍一一一一

海軍
．
｛
1
－
0

41

仏印

陸軍≡≡≡一

海軍
≡≡≡梧一一 ←←一一’一 s－A－一一 一一一一一一 一一一一’一 一一一一←一 一一一一←一 一一一一香一 ≡一一一一÷ 〔一一会A一

　1－一一一←←

一A香←一一 一一A－一一 一≡一←一一 一s－s－一

陸軍一一一≡

海軍
⊥
0
1

マレー

陸軍一一　一

海軍
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

　2－一一一一一

一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

陸軍一一一一

海軍
．
2
－
0

2

タイ

陸軍一P－一

海軍
一一≡≡≡≡ w．≡■“一一 一一’一一一 一一’一一一 “←一一A一 一一一一一一 一一一一一≠ 一A－←一一 ’一≡≡一一 ≡一’←一一 一一一一←一

　1－－s香A一

’”A－一 会一≡“一一 一一一“≡’

陸軍≡≡≡一

海軍
⊥
0
1

ビルマ

陸軍一舗←一

海軍
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

　1
－一一一一一

　2－一一一一一 　7－一一一一一

一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

陸軍一一一一

海軍
一
！
n
O

10

インド

陸軍一一一一

海軍
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

　1
－一一一一一 一一一一一， 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

陸軍一一一一

海軍
一
⊥
－
0

1

東シナ海

陸軍一一　一

海軍
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

　1－一一一一一 　2－一一一一一

　1

一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一

陸軍一一一一

海軍
一
3
－
1

4

ブイリピン

陸軍≡≡一←

海軍一一一≡

軍属

一一一一一一

≡一一一一一

一一一一一一

一会S－≡一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一曽●一一

一一一一一一

’一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

12

－一一一一一

　1
－一一一一一

48－一一一一一

　6－一一一一一

　1

　1
－一一一一一

　1
－一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

一一一一一一

陸軍一一一一

海軍一一　一

軍属

一〇！一

一
8
．
1

70
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昭和 8 12 13 14 15 16 17 18 19 20 20 21 22 23 24

一一≡≡ 一≡一，“一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 ’一一一一一 一一一一一一 一≡≡一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 方一“←一一 合計
終戦前 終戦後

陸軍 1 12 8 1 陸軍 22

ニユーギニア 一一AA 一一一一一一 一一P－一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一A一 一一一一一一 一一≡一 ≡一≡≡
22

海軍 海軍 0

陸軍 4 陸軍 4

マリアナ群島 一一一一 P，，一一一 一一一’一一 P－一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一｝一一一一 一一A－一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一｝一一、 ←一参■≡≡ ≡梧一≡ 一’一一
8

海軍 4 海軍 4

陸軍 陸軍 0
トラック島 一一←一 一s－一ラー 一香←一一一 一香≡一一一 一一≡一一一 一“一一一A 一A“香一’ S－一一一“ 一一一一一≡ ●←一一㌻÷ 梧一“一香一 一一一一一百 ■一■一一■ 一一≡A－一 ≡一一会香← 一A←A－一 一一一一 一一一一

2

海軍 1 1 海軍 2

陸軍 陸軍 0

メレヨン島 一　一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一 一一一一
1

海軍 1 海軍 1

陸軍 陸軍 0

中部太平洋 一’一’ 一≡一一一一 一’一A〔一 一’≡一≡≡ 一一■一一一 一一一一≡≡ 一一’梧一台 一一一’曽■ 一’一一一≡ ’〔会百●一 ≡一≡一“一 一一一一一一 輪≡一一一■ 一一≡⇔≡一 ≡≡一輪’一 一一A－一一 一一一　 一一一一
2

海軍 2 海軍 2

陸軍 陸軍 0

南洋群島 一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一≡≡ 一一一一 一≡一一
2

海軍 1 1 海軍 2

陸軍 1 陸軍 1

ブラウン島 一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一’一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一 一一一一
1

海軍 海軍 0

陸軍 1 陸軍 1

マーシャル群島 一≡一一 一一一■一一 一一≡■一一 一一‥一一一 一，一≡＝■ 合≡一一一一 一一一一≡一 ≡一一一一一 ≡一≡一一一 一一一≡一一 一一一≡一一 一一≡一一一 一■一一一一 一一一一，A 一一一一一一 一一≡≡≡一 ≡≡一≡ ≡一一一
1

海軍 海軍

陸軍 1 陸軍 1

ソロモン群島 一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一 一一一一
2

海軍 1 海軍 1

陸軍 1 陸軍 1

ガダルカナル 一一一一 一一一一一一 A－一一一一 一一一一一一 ⇒一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一A－一 旛’“≡一一 ←一一一一一 一一一一一一 一一一一 一一一一
3

海軍 2 海軍 2

陸軍 陸軍 0

≡≡～百 一≡≡一一一 一一会一一÷ 香●会一一■ 一一一一一一 一一香’一一 香ラー≠一A 一’一一〔A ←一一一S← ラーSA“一 梧一一会一÷ 一’”一’ ≡一一≡㌻一 ≡合一一≡■ 一一一一一一 一一香“≡一 A”一 ←一一’

ラバウル 海軍 海軍 0 2

一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一 一一一一

軍属 1 1 軍属 2

陸軍 1 陸軍 1

その他の外南洋 一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一A一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一香一香一 一一一一一一 一一一一一一 一一一　 一一一一
3

海軍 1 1 海軍 2

陸軍 1 陸軍 1

南方 一一一一 一一一■一≡ ≡’百A－一 一一一≡一一 一一““－w 一一A’A一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一香一 一一一一’一 ’一一一一← 一一A－’一 舗≡≡≡≡≡ 一≡一一一一 一一一一一一 一●÷≡一一 “一　一 一’一一
4

海軍 1 2 海軍 3

陸軍 1 2 2 陸軍 5

場所記載なし 一A←一 一P－一一， 一一一一一， 一一｝一一一 ←一一一’一 一一一≡←一 ≡≡一一一一 一一≡一≡一 一一■一一一 一≡≡一丙≡ 一一一一” 一一≡一’一 一一一一一一 一一一一一一 一一一AP一 A一一一←一 ←一一一 A－－A
8

海軍 1 1 1 海軍 3

場所・年月記載 陸軍 陸軍 1

一一　一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一←一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一 一　一一
1

なし
海軍 海軍 0

陸軍 1 2 3 2 3 5 6 3 46 88 16 20 2 0 1 陸軍 199

一一，一 一｝一“一A 一一，■一＝ “一一一一一 一一一，一一 ≡一≡≡≡一 ≡÷一一会A 一一≡一←一 一一“一一一 一㌻■一≡≡ ≡一一一’一 一一≡≡≡一 一一一一一一 一一一一一一 一，一，≡一 一参一一一一 一一≡一 A－●一

合　計 海軍 0 0 0 0 2 0 3 7 11 15 2 0 0 1 0 海軍 41 244

一一≡一 台一一一輪■ ’←一’一← 一一㌻’一一 一“’一⇒一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一SA一 〔一一一≡≡ ≡一一一一一 一一一一，一 一一一一丙一 ≡≡㌻≡≡梧 姪■一一’A 一’一’ 一一“一

軍属 1 1 1 1 軍属 4
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坂井久能［三浦郡葉山町における戦没者の記録］

（
2
）
戦
争
殉
難
者
名
簿

　
白
厚
紙
の
表
紙
に
縦
書
き
墨
筆
で
「
戦
宇
殉
難
者
名
簿
　
葉
山
町
役
場
」
と
記
す
。

黒
綴
紐
の
右
綴
じ
、
タ
テ
ニ
六
セ
ン
チ
×
ヨ
コ
一
八
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
本
文
は
、

B
4
判
横
の
「
海
軍
」
縦
罫
紙
を

袋
綴

じ
に
し
て
使
用
し
、
ペ
ン
書

き
で
地
区
別
に
ま
と
め
た
戦
没
者

及
び
遺
族
の
名
簿
で
あ
る
。
書
式

は
左
の
通
り
で
、
　
一
ペ
ー
ジ
に

十
二
～
十
三
名
を
載
せ
、
上
部
に

通

し
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

通

し
番
号
を
地
区
別
に
ま
と
め
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
・
木
古
庭
地
区

　
　
・
上
山
口
地
区

　
　
・
下
山
口
地
区

　
　
・
一
色
第
一
地
区
～
第
五
地
区

　
　
・
堀
内
第
一
地
区
～
第
十
地
区

　
　
・
長
柄
地
区

通

し
番
号
1
～
1
5

通

し
番
号
1
6
～
6
0

　
　
　
　
　
　
　

通

し
番
号
6
1
～
1
0

　
　
　
　
つ
リ
　
　
ロ
ひ

通
し
番
号
0
～
6

　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　

通

し
番
号
6
～
2

　
　
　
　
ユ
　
　
　
ヨ

通

し
番
号
2
3
～
6
7

　
　
　
　
つ
O
　
　
り
0

3
名
追
加

2
名
追
加

8
名
追
加

25

名
追
加

27
名
追
加

7
名
追
加

戦孚殉難者名簿

2 1

木 住
〃 古

庭
◇ △ 所
◇ △ 木

占
陸 陸 階
長 伍 級 庭

〃 昭 地

19

年
4
月
2
2

和
2
0
年
7
月
1
0

死
亡
年
月
口

区

口 日

○
○
◇
◇

○
○
△
△

戦
没
者

○
（
「
）

○
○ 遺

’
、
］
△

◇
◇
族

妻竺 続
柄

．扶提

助出
料者
関
係

　
「
戦
争
殉
難
者
名
簿
」
は
、
戦
没
者
遺
族
の
転
居
等
に
よ
る
移
動
で
削
除
が
多
く

み

ら
れ
る
が
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
の
死
亡
削
除
が
通
し
番
号
で
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
以
前
に
名
簿
を
作
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
扶

助
料
関
係
提
出
者
」
が
名
簿
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
前
年
八
月
の
軍
人
恩
給
復
活

に

よ
る
、
扶
助
料
申
請
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
名
簿
と
思
わ
れ
る
。

　
「
続
柄
」
欄
の
欄
外
に
「
・
扶
助
料
関
係
提
出
者
」
と
あ
り
、
続
柄
に
「
・
」
を

付
し
た
者
と
付
し
て
い
な
い
者
が
い
る
の
で
、
「
・
」
印
は
扶
助
料
申
請
者
を
示
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
追
加
さ
れ
た
人
た
ち
を
除
い
た
三
六
七
名
を

集
計
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
こ
の
資
料
は
加
除
訂
正
が
多
く
あ
り
、
台

帳
と
し
て
書
き
加
え
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
続
柄
も
当
初
の
も
の
で
集

計
し
た
。

　
・
印
の
あ
る
も
の
（
扶
助
料
提
出
者
で
あ
る
遺
族
）
二
六
二
名

　
　
　
父
八
五
名
　
母
六
六
名
　
　
妻
七
六
名
　
長
男
五
名
長
女
六
名
次
女
一
名

　
　
　
続
柄
記
載
な
し
（
男
）
＝
名
　
　
続
柄
記
載
な
し
（
女
）
＝
一
名

　
・
印
の
な
い
も
の
（
扶
助
料
提
出
者
で
な
い
遺
族
）
一
〇
五
名

　
　
　
父
一
八
名
母
一
二
名
　
　
妻
一
四
名
　
元
妻
一
名
内
妻
一
名
妻
の
夫
一
名

　
　
　
長
男
四
名
長
女
一
名
　
養
子
一
名
孫
一
名
　
兄
一
二
名
兄
の
妻
二
名

　
　
　
弟
　
八
名
妻
の
弟
一
名
姉
三
名
　
　
甥
七
名
　
　
叔
父
三
名
縁
故
者
二
名

　
　
　
続
柄
記
載
な
し
（
男
）
七
名
　
　
続
柄
記
載
な
し
（
女
）
六
名

　
扶
助
料
は
、
妻
が
第
一
順
位
で
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
扶
助
料

を
申
請
し
て
い
る
妻
は
申
請
者
全
体
の
二
卜
九
％
に
過
ぎ
な
い
（
続
柄
の
記
載
が
な

い

女
性
が
別
に
十
二
名
い
る
）
。
父
母
が
最
も
多
い
の
は
、
戦
没
者
が
妻
帯
者
で
な

い

若
い
兵
士
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
妻
が
扶
助
料
の
提
出
者
に
な
っ
て
い
な

い
の

は
十
四
名
で
あ
る
。
内
訳
は
、
夫
が
軍
属
で
あ
る
こ
と
か
ら
扶
助
料
に
該
当
し

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
者
六
名
、
「
転
出
」
と
あ
り
削
除
さ
れ
て
い
る
者
二
名
、
「
婚

姻

に
依
り
遺
族
な
し
」
と
あ
り
再
婚
に
よ
り
要
件
を
失
っ
た
者
一
名
、
「
住
民
登
録

無
し
」
と
あ
る
が
遺
族
台
帳
に
妻
と
し
て
載
せ
て
い
る
者
、
及
び
「
養
女
と
な
り
遺

族
で
な
く
な
る
」
と
あ
る
が
遺
族
台
帳
に
妻
と
し
て
乗
せ
て
い
る
者
が
各
一
名
お
り
、

何
か
し
ら
の
理
由
で
離
籍
し
た
と
思
わ
れ
る
。
理
由
の
記
載
が
な
く
不
明
は
三
名
で
、

う
ち
一
名
は
兄
妻
と
同
一
人
名
で
記
さ
れ
、
兄
と
再
婚
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
．
兀

妻
」
を
含
め
、
離
籍
に
よ
り
扶
助
料
請
求
者
の
資
格
を
失
っ
た
妻
の
実
態
の
一
端
を
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伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）
戦
没
者
整
理
名
簿

　
白
厚
紙
の
表
紙
に
横
書
き
墨
筆
で
「
戦

残
者
整
理
名
簿
　
葉
山
町
役
場
」
と
記
す
。

紙
紐
で
上

綴
じ
、
タ
テ
↓
九
・
五
セ
ン
チ

×

ヨ
コ
ニ
七
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
本
文

は
、
B
4
判
横
の
「
海
軍
」
縦
罫
紙
を
袋

綴

じ
に
し
て
ヨ
コ
に
使
用
し
、
ペ
ン
書
き

で
地

区
別
に
ま
と
め
た
戦
没
者
名
簿
で
あ

る
。
そ
の
書
式
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

者整理名簿

鼻 司ロ聯耳

台 誕挫巨

汁
吉
濠

じ
♪
じ

詳
ヨ

在
誹

○
○
じ
〉

舞
違
訣

○
○
◇
◇

巌

詩

＜ 》還署

〉

：㌣

ぽ

荏

ヌ

已 紗　令
蛍　丑

記 恒　己
糞　田

蒙
　
・
受
声

謬　t．

記 ≡
　呈旨

記

　
涛
ご

江

　
木
古
庭
地
区
か
ら
長
柄
地
区
ま
で
地
区
ご
と
に
表
を
作
成
し
、
遺
族
に
「
町
番
号
」

の
通

し
番
号
を
付
け
て
い
る
。
町
番
号
は
欠
番
が
み
ら
れ
、
追
加
の
記
載
も
多
く
、

町
番
号
が
付
せ
ら
れ
て
い
な
い
追
加
分
も
あ
る
。
地
区
ご
と
の
掲
載
状
況
は
次
の
表

2
の
通
り
で
、
合
計
四
〇
七
名
の
戦
没
者
遺
族
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
戦
残
者
整
理
名
簿
」
は
、
作
成
年
月
日
や
目
的
を
直
接
に
記
し
て
い
な
い
が
、

名
簿
中
に
「
該
当
セ
ズ
」
「
該
当
な
し
」
な
ど
該
当
者
で
な
い
こ
と
で
抹
消
さ
れ
て

い

る
事
例
が
三
十
例
以
上
あ
り
、
「
在
郷
死
亡
者
（
平
症
死
ご
で
「
非
該
当
」
と
い

う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
病
死
で
な
い
と
該
当
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
千

葉
で
手
続
」
「
金
沢
区
六
浦
町
に
て
請
求
」
「
本
籍
に
て
弟
請
求
」
「
東
京
に
て
弔
慰

金
請
求
済
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
右
の
書
式
に
も
「
年
金
」
「
弔
慰
」
の

表2　「戦残者整理名簿」掲載者数と町番号

合 長 1司1同・同1同・　　同・同1同1同‘同‘堀 同・同1同1同・一 下
上
’
．

木 地
柄 1　　：　　：　　1　　　　　：　　l　　l　　l　　　：内

‘　‘　1　’色‘　　　　‘　　　　　　　〔　　　　‘

山 lll 占 区
計 地 第1第・第1第・　　第1第1第・第1第1第 第1第・第・第・第 「｜ 1｜ 庭 名

区 十1九1八：ヒ1　六：五1四1ば　’：一
地1地1地1地・　地1地1地1地・地・地

1［1四‘三‘二‘－　　1　　　　‘　　　　　　　　　‘　　　　‘

地1地1地・地・地
地
区
地
区
地
区

区1区：区1区1　区1区1区1区1区：区
区，区1区‘区‘区　　1　　　　1　　　　　　　　　1　　　　1

238 239 ，23312261210‘2202061193‘179‘169‘1481130 115‘1061101‘89185 48 13 1 町
～ ：　～　1　～　1　～　1～　　～　1　～　1　～　1　～　1　～　1　～ llll～lll～ ～ ～ ～ 番
267 ‘238‘2311219・225209・2051189‘178‘1571145 126・1131105198187 84 47 12

号’

‘　　　　　　　　　I　　　　　　　　　I　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　1 「　　　　1　　　　‘　　　　1

169 241240 323　146‘286）324t232‘　　　311‘197‘185‘172‘1651321 129‘275‘881　‘301 273 297 268 追
欠 ・ ：　1・1・1　　・1・：欠：欠1・1・ 　　，　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘

． ・ ・ 加
賛
3
1
2

1581　　　1341・329・　　　3171198‘番　‘　番　‘166　1281’l　l　l’1　　」欠：’：　’：’1’

159］　　　　　　‘　　　‘2841　　　333‘番：‘325‘1641305a47

2
7
4
　
・
3
0
0

2
9
8
　
・
2
9
9

2
6
9
　
・
3
1
4

分
の
町

　．
3
1
5
　
．
3
1
8
　
．

　．　　1　　　　‘　・　　‘　　　　1

2791　13321　1　．　　1　　　　‘　．　　1　　　　1

　・

338
　恒
2
7
0
　
・
2
7
1

董
’
フ

3
1
9
　
．

102iii288i　i326i331i3Z・i3ぞ2i
2801　‘1MI　’　　　1　　　　‘　　　　‘　　　　1　・　　　「　　　　‘　　　　l　　　　l

2
7
2
　
．

3
2
0
　
・
3
3
0
　
・

2
9
5
　
．
2
9
7
　
．2

9
2
　
．
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欄
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日
に
成
立
し
、
同
三
十
日
に
法

律
第
一
二
七
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
」
に
よ
る

「
遺
族
年
金
」
「
弔
慰
金
」
に
か
か
わ
る
名
簿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
法
に
よ
る
と
、

「
遺
族
年
金
」
は
、
軍
人
軍
属
が
公
務
上
の
負
傷
、
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
そ

の

遺
族
に
支
給
さ
れ
、
遺
族
の
範
囲
は
⑦
配
偶
者
（
事
実
婚
を
含
む
）
、
②
卜
八
歳
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未
満
の
子
、
③
六
十
歳
以
上
の
父
母
、
④
十
八
未
満
の
孫
、
⑤
六
十
歳
以
上
の
祖
父

母
で
あ
っ
た
。
「
弔
慰
金
」
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
の
在
職
期
間
内
に
（
太

平
洋
戦
争
に
よ
る
）
公
務
上
の
負
傷
、
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
軍
人
軍
属
の
遺
族
ま

た

は

準
軍
属
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
、
遺
族
の
範
囲
は
①
配
偶
者
（
事
実
婚
を
含
む
）
、

②
子
、
③
父
母
、
④
孫
、
⑤
祖
父
母
、
⑥
兄
弟
姉
妹
な
ど
で
あ
り
、
子
・
孫
や
祖
父

母
の

年
齢
制
限
が
な
い
こ
と
と
、
兄
弟
姉
妹
ま
で
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
遺
族
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

金
と
異
な
り
、
両
者
を
併
せ
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
こ
で
、
本
「
戦
破
者
整
理
名
簿
」
を
見
る
と
、
「
説
明
会
」
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ

て

い

る
の
は
、
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
」
（
以
下
「
援
護
法
」
と
記
す
）

の

公
布
に
よ
り
、
葉
山
町
役
場
が
主
催
し
て
遺
族
を
集
め
、
同
法
の
趣
旨
と
今
後
の

手
続
き
を
説
明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
説
明
会
出
席
者
に
対
し
て
チ
ェ
ッ
ク
を

入
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
年
金
用
紙
」
欄
と
「
弔
慰
用
紙
」
欄
に
「
刀
」
「
η
」
な

ど
と
記
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
法
に
よ
る
「
遺
族
年
金
請
求
書
」
・
「
弔
慰
金
請
求
書
」

の
用
紙
を
配
布
し
た
日
付
で
あ
ろ
う
。
堀
内
第
一
～
第
三
地
区
の
「
溺
」
に
始
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

木
古
庭
・
上
山
口
地
区
の
「
η
」
ま
で
、
ほ
ぼ
地
区
で
ま
と
ま
っ
た
日
付
が
記
載
さ

れ
て

い

る
。
⑳
を
除
い
て
い
る
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
九
日
が
日
曜
日
で

　
　
　
　
　
6

あ
る
た
め
、
役
所
の
仕
事
と
し
て
説
明
会
を
休
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
同
日
を
除
く
六

月
二
十
六
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
連
日
、
地
区
ご
と
に
遺
族
に
対
す
る
説
明
会
を
開

催
し
、
請
求
書
用
紙
を
配
布
し
た
よ
う
で
あ
る
。
コ
戸
籍
」
欄
に
「
ス
ミ
」
「
手
済
」
「
交

付
済
」
と
あ
る
の
は
、
遺
族
年
金
・
弔
慰
金
と
も
に
請
求
に
必
要
な
書
類
と
し
て
戸

籍
謄
本

ま
た
は
戸
籍
抄
本
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
「
手
済
」
は
交
付
手
続
き
が
済

ん

だ

こ
と
、
「
交
付
済
」
は
謄
本
ま
た
は
抄
本
の
交
付
が
済
ん
だ
こ
と
を
示
す
も
の

で

あ
ろ
う
。
「
請
求
／
弔
・
年
」
欄
は
、
弔
慰
金
・
遺
族
年
金
の
請
求
書
が
提
出
さ

れ
た

日
付
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
番
右
の
欄
は
欄
見
出
し
が
な
い
が
、
「
脳
」

の
記
載
が
二
五
七
件
、
「
腿
」
が
三
三
件
、
「
悲
」
÷
2
8
・
1
0
・
8
」
各
一
件
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

全
て

数
字
の

右

に
チ
ェ
ッ
ク
の
印
「
〉
」
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
欄
の
記
載
は
、
す

ぐ
左
の
「
請
求
／
弔
・
年
」
欄
に
記
載
が
あ
る
者
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
傾
向
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
役
場
で
弔
慰
金
・
遺
族
年
金
の
請
求
書
提
出
状
況
を
整
理
し
、
県

知
事
へ
提
出
し
た
日
で
は
な
か
ろ
う
か
。
昭
和
二
十
七
年
八
月
十
四
日
に
ま
と
め
て

提
出
し
、
こ
れ
に
漏
れ
た
者
は
九
月
八
日
に
三
三
名
分
を
提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
請
求
書
は
、
請
求
者
↓
住
所
地
の
市
区
町
村
長
↓
都
道
府
県
知
事
↓
死
没
者
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

籍
当
時
の
本
籍
地
都
道
府
県
知
事
↓
厚
生
大
臣
と
い
う
提
出
経
路
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「
戦
残
者
整
理
名
簿
」
は
「
援
護
法
」
に
よ
る
遺
族
年
金
・

弔
慰
金
請
求
の
た
め
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
頃
に
町
役
場
が
作
成
し
た
戦
没
者
遺
族

名
簿
と
判
断
さ
れ
る
。
同
名
簿
に
よ
る
弔
慰
金
・
遺
族
年
金
の
請
求
状
況
を
一
覧
表

で
示
す
と
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

表3　「戦襲者整理名簿」による
　　　弔慰金・遺族年金請求者数

合
　
計

長
柄
　
地
区

堀
内
地
区

亘
地
区

下

山
晃
区

上

山
量
区

木
古
庭
地
区

地
区
名

407 46 175 74 50 47 15 △掲暑薯

293 27 131 53 34 35 13
請　弔
求　慰者　金

250 21 115 54 26 24 10

請　遺
求　族
者　年

　金

216 16 100 46 23 21 10

両
方
請
求

77 11 31 7 11 14 3

の　弔
み　慰
請　金
求

34 5 15 8 3 3 0

の　年

謹金
粟

　
「
戦
残
者
整
理
名
簿
」
の
掲
載
者
は
追
加
掲
載
を
含
め
て
四
〇
七
名
で
あ
る
が
、

弔
慰
金
あ
る
い
は
遺
族
年
金
を
請
求
し
た
人
の
合
計
は
三
二
七
名
で
あ
る
。
こ
の
数

字

は
、
後
掲
の
遺
族
台
帳
が
三
六
九
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
族
数
と
し
て
は
そ
れ

よ
り
多
く
、
請
求
者
数
は
少
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
移
動
の
激
し
い
時
期
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
「
援
護
法
」
は
軍
人
の
場
合
に
期
間
を
一
切
問
わ
ず
日
清
・
日
露

戦
争
で
も
対
象
に
な
っ
た
が
、
軍
属
の
場
合
は
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
降
に
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
限
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
遺
族
台
帳
と
の
違
い
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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（
4
）
葉
山
町
戦
没
者
名
簿
（
遺
族
台
帳
）

　

B
5
判
縦
（
タ
テ
2
6
㎝
×

ヨ
コ
ー
8
㎝
）
黒
ク
ロ
ス
張
り

綴
込
表
紙
の
中
央
に
縦
長
の

紙
を
貼
り
、
「
（
戊
辰
、
日
清
、

日
露
、
支
那
、
大
東
亜
各
戦

役
関
係
）
葉
山
町
戦
残
者
名

簿
」
と
墨
書
し
、
右
に
黒
綴

紐
二
本
で
二
箇
所
綴
じ
て
い

る
。
表
紙
の
次
に
、
B
4
判
横

葉山町戦殼者名簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
海
軍
」
赤
縦
罫
紙
を
袋
綴
じ
に
し
た
、
「
遺
家
族
者
」

の
表
題
が
あ
る
ペ
ン
書
き
の
名
簿
が
五
枚
あ
る
。
名
簿
に
は
、
「
住
所
」
「
遺
族
者
氏

名
」
「
備
考
」
の
欄
を
設
け
、
備
考
は
末
尾
の
二
人
に
「
2
4
・
2
・
3
」
の
記
載
が

あ
る
の
み
で
あ
る
。
地
区
別
に
遺
族
者
氏
名
を
記
し
、
掲
載
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
木
古
庭
　
一
四
名
　
上
山
口
　
二
八
名
　
下
山
口
　
二
八
名

　

　
一
　
色
　
五
二
名
堀
内
一
〇
五
名
長
柄
　
二
七
名
（
合
計
二
五
四
名
）

　
後
述
の
よ
う
に
、
本
戦
没
者
名
簿
に
載
せ
る
戦
没
者
の
総
数
は
三
六
九
名
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
二
五
四
名
の
遺
族
者
氏
名
は
何
時
の
時
点
の
も
の
か
明
記
さ
れ
て

い

な
い
が
、
末
尾
の
遺
族
者
氏
名
の
ド
に
鉛
筆
で
「
5
2
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

ら
、
「
2
4
・
2
・
3
」
（
昭
和
二
十
四
年
二
月
三
日
）
に
二
人
が
遺
族
と
し
て
追
加
さ

れ

る
以
前
に
こ
の
名
簿
一
覧
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
二
五
二
名
で
あ
っ
た
こ
と
、

昭
和
二
十
四
年
二
月
に
二
五
四
名
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
本
文
を
な
す
遺
族
台
帳
は
、
ざ
ら
紙
に
ガ
リ
版
刷
り
し
た
B
4
判
横
の
用
紙
を
袋

綴
じ
に
し
て
あ
る
。
台
帳
は
三
八
七
名
分
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
生
死
不
明
」
者
が
「
戦

死
」
者
と
し
て
書
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
一
五
名
分
が
斜
線
抹
消
さ
れ
て
残
っ

て

い

る
の
で
重
複
し
て
い
る
。
ま
た
「
生
還
者
」
が
斜
線
抹
消
さ
れ
て
三
名
分
残
っ

て

い

る
の
で
、
台
帳
に
載
せ
ら
れ
た
戦
没
者
の
数
は
三
六
九
名
で
あ
る
。

　
戦
没
者
の
死
亡
年
月
口
は
、
昭
和
十
二
年
十
月
一
日
の
中
国
江
蘇
省
で
の
「
戦
死
」

か

ら
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
五
口
の
ソ
連
カ
ザ
ッ
ク
共
和
国
タ
ン
ケ
ン
ト
収
容
所
で

の

「
戦
病
死
」
ま
で
で
あ
り
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
の
戦
没
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。

表
紙
に

「
（戊
辰
、
日
清
、
日
露
、
支
那
、
大
東
亜
各
戦
役
関
係
）
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」

と
あ
る
戊
辰
・
日
清
・
日
露
戦
役
に
つ
い
て
は
、
「
海
軍
」
罫
紙
を
使
用
し
た
二
枚

の
紙
に

「戊
申
、
日
清
、
日
露
戦
死
者
名
簿
」
と
し
て
十
九
名
を
一
覧
表
形
式
で
記

載
し
綴
じ
て
い
る
の
み
で
、
個
別
の
台
帳
は
存
在
し
な
い
。

　

個
々
の
台
帳
の
右
上
に
表
題
が
あ
り
、
「
支
那
事
変
大
束
亜
戦
争
戦
残
者
遺
族
墓

帳
」
「
大
東
亜
戦
箏
死
残
者
遺
族
台
帳
」
「
大
東
亜
戦
争
戦
残
者
遺
族
台
帳
」
「
戦
残

者
遺
族
台
帳
」
「
生
死
不
明
者
墓
帳
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
台
帳
の
種
類
と
し

て

は
遺
族
台
帳
と
生
死
不
明
者
台
帳
か
ら
な
り
、
生
死
不
明
者
台
帳
は
同
一
の
書
式

で
あ
る
が
、
遺
族
台
帳
は
書
式
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
遺
族
台
帳
を
掲
載
事
項
に
よ
っ

て

分

類
す
る
と
、
六
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
を
仮
に
書
式
1
～
6
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の

書
式
と
掲
載
事
項
を
比
較
し
た
対
照
表
を
表
4
に
掲
げ
た
。

　
掲
載
事
項
の
違
い
は
作
成
年
代
の
違
い
と
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
式
の

記
載
人
数

と
と
も
に
、
公
葬
と
英
霊
帰
還
の
記
載
数
を
表
5
に
掲
げ
た
。

　
〈
書
式
1
＞
は
、
日
中
戦
争
以
降
の
戦
没
者
の
公
葬
に
つ
い
て
細
か
に
記
載
し
て

あ
り
、
軍
事
援
護
が
鄭
重
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
時
代
を
う
か
が
わ
せ
る
、
最
古
の

書
式
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
公
葬
場
所
が
「
葉
山
國
民
学
校
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
で
、

勅
令
第
一
四
八
号
「
国
民
学
校
令
」
に
よ
っ
て
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
降
小
学
校

を
国
民
学
校
と
称
し
た
、
そ
れ
以
降
の
作
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
〈
書
式
2
＞
は
、
「
大

東
亜
戦
争
死
没
者
行
賞
賜
金
」
欄
が
加
わ
っ
て
い
る
。
同
行
賞
は
、
支
那
事
変
死
没

者
行
賞
に
続
い
て
昭
和
十
七
年
九
月
二
十
⊥
ハ
日
に
裁
定
さ
れ
、
同
年
十
月
に
第
一
回

死
没

者
論
功
行
賞
が
上
奏
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
降
の
作
成
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
但
し
、
書
式
1
で
公
葬
場
所
を
「
葉
山
國
民
学
校
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
た
の
が

無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
述
の
よ
う
に
公
葬
場
所
が
葉
山
国
民
学
校
で
行
わ

れ

な
く
な
る
昭
和
二
十
年
四
月
以
降
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
書
式
と
思
わ
れ
る
。

〈書
式
3
＞
と
〈
書
式
4
＞
は
、
記
載
事
項
に
違
い
が
少
な
い
。
と
も
に
〈
書
式
1
＞
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表4「葉山町戦残者名簿」の書式対照表（1）

書式1 書式2 書式3

記號 記號

戦残者 官等級位勲功氏名生年月日 戦残者 官等級位勲功氏名生年月日 戦残者 官等勲位勲功氏名生年月日

戦残場所 戦残場所 戦残場所

戦残年月日（戦死・戦病死・戦傷死・死亡） 戦残年月日（戦死・戦病死・戦傷死・死亡） 戦残年月日（戦死・戦傷病死）

入営癒召年月日（入営・鷹召） 入管団鷹召年月日（入管・慮召） 入営慮召年月日（入営・麿召）

原隊又ハ鎮守府名 原隊又ハ鎮守府名

大
東
亜
戦
宇
死
残
者
遺
族
台
帳

原隊又ハ鎮守府名

入管団慮召前 住居地

支
那
変
大
東
亜
戦
争
戦
残
者
遺
族
憂
帳

入管団懸召前 住居地 入管団慮召前 住居地

支
那
事
変
大
東
亜
戦
争
戟
残
者
遺
族
憂
帳

職業 職業 職業

年月収 年月収 年月収

遺族 本籍地 遺族 本籍地 遺族 本籍地

現住地 現住所 現住所

戦残者トノ績柄 戦残者トノ績柄 戦残者トノ績柄

氏名 氏名 氏名

生年月日 生年月日 生年月日

職業又ハ学校名 職業又ハ学校名 職業又ハ学校名

備考 備考 備考

行賞金名 金額 賜與年月日 請求書提出年月日 虞理状況 行賞金名 金額 賜與年月日 請求書提出年月日 庭理状況 行賞金名 金額 賜与年月日 請求書提出年月日 虞理状況

特別賜金 特別賜金 特別賜金

扶助料 扶助料 扶助料

金鶏勲章年金 金鶏勲章・年金 金鶏勲章年金

大東亜戦季死没者行賞賜金
生計 資産 生計 資産 生計 資産

負債 負債 負債

入収年月額 入収年月額 入収年月額

支出年月額 支出年月額 支出年月額

生活程度（上中下） 生活程度（上中下） 生活程度（上中下）

援護 授職補導 援護 授職補導 援護 授職補導

育英 育英 育英

種別 年月日 金額 種別 年月日 金額 種別 年月日 金額

部隊葬年月日 部隊葬年月日 部隊葬年月日

靖國神社合祀年月日 靖國神社合祀年月日 靖國神社合祀年月日

御府献納烏眞進達年月日 御府献納烏眞進達年月日 御府献納篤眞進達年月日

祭棄料傳達年月日 祭棄料傳達年月日 祭楽料傳達年月日

陸軍大臣代理慰問年月日 陸軍大臣代理慰問年月日 陸軍大臣代理慰問年月日

初盆香花料交付年月日 初盆香花料交付年月日 初盆香花料交付年月日

皇后陛下御下賜品伝達年月日 皇后陛下御下賜品伝達年月日 皇后陛下御下賜品伝達年月日

肖像画交付年月日 肖像画交付年月日 肖像画交付年月日

三長官供物料 三長官供物料 三長官供物料
公葬年月日 場所　葉山國民学校 公葬年月日 公葬年月日 場所

金額 摘要 金額 摘要 金額 摘要

秩父宮 秩父宮 秩父宮

北白川宮 北白川宮 北白川宮

高松宮 高松宮 高松宮

東伏見宮 東伏見宮 東伏見宮
軍人援護會 軍人援護会 軍人援護会神奈川県支部
〃神奈川縣支部 〃神奈川縣支部

日本赤十字社 日本赤十字社

聯合分會 聯合分会
葉山町分會 葉山町 葉山町

三井別荘 三井別荘

銃後奉公會 銃後奉公会 銃後奉公会

婦人會 婦人会

神奈川縣知事 神奈川縣知事 神奈川縣知事
其ノ他 其ノ他 其ノ他

＊公葬は、13．9～21．5 ＊公葬は、13年1例、他は20、5～21．4 ＊英霊帰還は、21．5～22．4
め
ト
寸
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書式4

表4　「葉山町戦殼者名簿」の書式対照表（2）

書式5 書式6

戦残者 官等級位勲功氏名生年月日 戦残者 官等級位勲功氏名生年月日 戦残者 戦残者官等氏名生年月日

戦残場所 戦残場所 戦残場所
戦殼年月日（戦死・戦　　　） 戦残年月日（戦死・戦病死）

戦
残
者
遺
族
台
帳

戦残年月日（戦死・戦病死）

入営磨召年月日 入管慮召年月日（入螢・磨召）

原隊又ハ鎮守府名

大
東
亜
戦
争
戦
残
者
遺
族
台
帳

原隊又ハ鎮守府名 原隊又ハ鎮守府名

入管団慮召前 住居地 入菅団懸召前 住居地 入営団懸召年月日

支
那
事
変
大
東
亜
戦
争
戦
残
者
遺
族
墓
帳

職業 職業 公報発令年月日

年月収 年月収 英露帰還年月日

遺族 本籍地 遺族 本籍地 遺族 本籍地

現住地 現住所 現住所

戦残者トノ績柄 戦残者トノ績柄 戦残者トノ績柄

氏名 氏名 氏名

生年月日 生年月日 生年月日

職業又ハ学校名 職業又ハ学校名 職業又ハ学校名

備考 備考 備考

行賞金名 金額 賜与年月日 請求書提出年月日 虚理状況 行賞金名 金額 賜與年月日 請求書提出年月日 虚理状況 記事

特別賜金 特別賜金

扶助料 扶助料

金鶏勲章年金 金鶏勲章ノ年金

大東亜戦争死没者行賞賜金

生計 資産 生計 資産

負債 負債

入収年月額 入収年月額

支出年月額 支出年月額

生活程度 生活程度

援護 授職補導 援護 授職補導
育英 育英

種別 年月日 金額 種別 年月日 金額

部隊葬年月日 部隊葬年月日

靖國神社合祀年月日 靖國神社合祀年月日

御府献納烏眞進達年月日 御府献納鳥眞進達年月日

祭棄料傳達年月日 祭棄料傳達年月日

陸軍大臣代理慰問年月日 陸軍大臣代理慰問年月日

初盆香花料交付年月日 初盆香花料交付年月日

皇后陛下御下賜品伝達年月日

肖像画交付年月日

三長官供物料

公葬年月日 場所

金額 摘要

秩父宮

北白川宮

高松宮

東伏見宮

軍人援護會

〃神奈川縣支部

葉山町分會

銃後奉公會

神奈川縣知事

＊英≡霊帰還1ま、　21．6～25．5 ＊英霊帰還は、21．9～23．3 ＊英霊帰還は、22．7～26．6
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坂井久能［三浦郡葉山町における戦没者の記録］

表5「葉山町戦殼者名簿」各書式ごとの公葬・英霊帰還の記載数

計 6 5 4 3 2 1 書
式

370 75 57 45 51 37 105 人

数

英1公霊1葬1771104 英1公霊・葬6610 英1公霊1葬4312

英1公
諺i麹

英1公霊・葬2614

英1公
警i琵
英1公
聾i藁

記
載
数

16
： ：
1

：
ハ

：
」 ：
1

11
：
15
：

13

年

16
： ：
1

：
‖ ：
1

：
‘ ：
1

16
：

14

年

18
： ：
1
：
1
：
1
：
1
：
1

18
：

15

年

14
： ：
1
：
1
：
1
：
1
：
1

14
：

16
年

13
： ：
1
：
1
：
1
：
1
：
1

13
：

17

年

110
： ：
1
：
1
：
1
：
1
：
1

110
：

18
年

　　116
11

　
　
：
1
1

1
‘
：
1
：
1
：
1

116
：

19

年

131
： ：
1
：
1
：
1
：
1

113
：

118
：

20
年

　　114
581 ：

1

　　12
231

　　12
71

　　14
211

　　12
41

　　14
31

21

年
　
　
：
8
2
1

　
　
：
3
6
1

　
　
：
1
9
1

　
　
：
1
9
1

　
　
：
5
　
1

　
　
：
2
1

　
　
：
1
1

22
年

　
　
：
2
9
1

　
　
：
2
4
1

　
　
：
1
1

　
　
：
4
1

：
1
：
1
：
1

23
年

　
　
：
7
　
1

　
　
：
5
　
1

：
‘

　
　
：
2
1

：
1

：
‘

：
‘
以24
降年

＊

「公
葬
」
に
つ
い
て
は
、
実
施
年
月
を
記
載
し
て
い
な
い
事
例
も
あ
り
、
合
計
数
は
合
わ
な
い
。

「人
数
」
は
各
書
式
を
使
用
し
た
枚
数
で
も
あ
る
。
但
し
他
府
県
の
台
帳
二
例
は
除
き
、
生
還
者
三
名
は
加
え
た
。

〈書
式
2
＞
と
大
き
く
違
う
点
は
、
公
葬
の
摘
要
欄
に
記
載
が
あ
っ
た
日
本
赤
十
字

社
’
聯
合
分
会
∴
二
井
別
荘
・
婦
人
会
の
記
載
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

〈書
式
3
＞
は
、
表
題
を
「
大
東
亜
戦
宇
死
残
者
遺
族
台
帳
」
と
し
、
「
大
東
亜
戦
争

死
没
者
行
賞
賜
金
」
が
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
〈
書
式
4
＞
は
、
そ
の
点
で
〈
書
式

2
＞
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、
書
式
と
し
て
は
〈
書
式
4
＞
の
方
が
古
い

よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
英
霊
帰
還
の
記
載
は
〈
書
式
3
＞
は
昭
和
二
十
二
年
で

終
わ

っ

て

お

り
、
公
報
に
つ
い
て
は
殆
ど
記
さ
な
い
が
、
〈
書
式
4
＞
は
公
報
交
付

年
月
日
を
備
考
に
相
当
す
る
末
尾
の
空
欄
に
殆
ど
記
し
て
お
り
、
英
霊
帰
還
の
記
載

は

昭
和
二
十
四
年
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
〈
書
式
4
＞
の
方
が
戦
後
長
く
使
用
し
た

書
式
と
い
え
る
。
〈
書
式
5
＞
は
、
公
葬
の
欄
が
消
え
た
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

後
述
の
よ
う
に
、
戦
没
者
の
公
葬
が
禁
止
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
一
年

　
　
　
　
　

十
一
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
降
で
、
ま
だ
「
金
鶏
勲
章
ノ
年
金
」

　
　
　
　
　
欄
が
あ
り
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
年
金
が
廃
止
さ
れ
た
昭
和

　
　
　
　
　

二
十
二
年
五
月
ま
で
の
期
間
の
作
成
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
〈
書
式
6
＞
は
、
行
賞
金
・
生
計
・
援
護
・
靖
國
神
社
合
祀
・
祭
棄
料
・

　
　
　
　
　
陸
軍
大
臣
代
理
慰
問
等
の
欄
が
無
く
な
り
、
か
わ
っ
て
「
公
報
発
令
年

　
　
　
　
　
月
日
」
と
「
英
霊
帰
還
年
月
日
」
が
欄
に
加
わ
り
、
従
前
と
比
べ
て
極

　
　
　
　
　
め

て
簡
略
な
記
載
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
新
し
い
書
式
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
以
上
の
結
果
か

ら
、
遺
族
台
帳
は
書
式
1
↓
書
式
2
↓
書
式
3
・
書

　
　
　
　
　
式

4
↓
書
式
5
↓
書
式
6
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ

　
　
　
　
　

る
。
但
し
戦
後
の
物
資
不
足
の
中
で
は
こ
の
区
分
は
必
ず
し
も
明
確
で

　
　
　
　
　

な
か
っ
た
よ
う
で
、
在
庫
の
あ
る
用
紙
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
式
の
使
用
の
幅
や
重
な
り
の
状
況
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
以
上
の
書
式
と
は
別
に
、
他
府
県
の
台
帳
も
二
件
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
一
件
は
「
深
川
逼
銃
後
奉
公
會
」
が
作
成
し
た
「
戦
残
者
遺
族
豪
帳
」
で
、

　
　
　
　
　
「
肖
像
」
欄
に
写
真
を
載
せ
活
字
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
實
地
調

　
　
　
　
　
査
」
の
欄
に
「
昭
和
十
五
年
九
月
十
二
日
　
本
喜
帳
調
製
且
調
査
未
了

事
項
」
と
し
て
調
査
員
「
中
島
」
の
押
印
が
あ
る
の
で
、
そ
の
時
台
帳
に
記
載
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
件
は
、
「
爲
」
印
が
押
さ
れ
「
韓
出
」
の
記
載
が
あ
る
「
戦

残
者
遺
族
毫
帳
」
で
あ
る
。
昭
和
十
七
年
に
戦
病
死
し
た
遺
族
に
「
府
弔
慰
金
支
沸

済
」
と
あ
る
の
で
、
東
京
府
（
昭
和
十
入
年
七
月
に
東
京
都
）
か
ら
「
韓
出
」
し
て

葉
山
を
現
住
所
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
書
帳
欄
外
右
下
に
「
昭
和
二
十
年
　
月

　
日
作
成
」
と
ガ
リ
版
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
遺
族
台
帳
作
成
の
根
拠
に
つ
い
て
、
東
京
市
の
銃
後
奉
公
会
設
置
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

か
か
わ

る
次
の
史
料
が
あ
る
。

　
　
厚
登
第
二
、
五
一
三
號
　
　
施
行
　
昭
和
十
四
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
銃
後
奉
公
會
虚
務
會
計
二
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
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嚢
二
訓
令
甲
第
百
九
十
三
号
拉
厚
登
第
二
、
〇
四
六
号
依
命
通
牒
ヲ
以
テ
指
示

致
候
標
記
奉
公
會
虞
務
會
計
取
扱
方
東
京
府
學
務
部
長
通
牒
二
基
キ
別
紙
ノ
通

決
定
候
條
御
了
知
相
成
度
候
也

別
紙

⊥ノ、

　
銃
後
奉
公
會
庭
務
會
計
取
扱
方
二
関
ス
ル
件

銃
後
奉
公
會
ヲ
設
立
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
左
記
事
項
ヲ
具
シ
市
長
二
届
出
ヅ
ベ

シ　
（
中
略
）

銃
後
奉
公
會
ニ
ハ
遺
族
、
傷
痩
軍
人
及
家
族
台
帳
（
様
式
第
三
号
、
第
四

号
及
第
五
号
）
ヲ
備
付
ケ
区
域
内
遺
族
、
傷
疲
軍
人
及
現
役
又
ハ
雁
召
軍

人
家
族
二
付
洩
レ
ナ
ク
調
査
整
備
シ
置
ク
ベ
シ
（
下
略
）

　
右
の
文
書
に
続
い
て
「
戦
残
者
遺
族
台
帳
」
「
傷
痩
軍
人
台
帳
」
「
軍
人
家
族
豪
帳
」

な
ど
の
「
別
記
様
式
」
が
添
付
さ
れ
、
「
戦
残
者
遺
族
台
帳
」
と
し
て
下
掲
の
資
料

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
東
京
市
の
史
料
か
ら
、
戦
没
者
遺
族
台
帳
は
銃
後
奉
公
会
が
備
え
付
け
て
お
く
台

帳
で

あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
台
帳
の
書
式
は
葉
山
町
の
も
の
と
近
似
し
て
い

る
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
る
。
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
に
綴
じ
ら
れ
た
「
戦
残
者
遺

族
台
帳
」
は
、
葉
山
町
銃
後
奉
公
会
の
台
帳
と
し
て
葉
山
町
役
場
に
常
置
さ
れ
、
戦

残
者
遺
族
の
援
護
に
あ
た
る
基
本
台
帳
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
葉
山
町
銃
後
奉
公
会
の
結
成
に
つ
い
て
は
、
関
係
資
料
を
見
い
だ
し
得
な
か
っ

た
が
、
昭
和
十
五
年
八
月
に
は
神
奈
川
県
内
の
全
市
町
村
で
銃
後
奉
公
会
が
結
成
さ

　
　
　
　
　
（
8
）

れ
て

い

る
の
で
、
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
遺
族
台
帳
も
い
つ
作
成
を
開
始

し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
最
古
の
書
式
に
公
葬
場
所
を
「
葉
山
國

民
學
校
」
と
あ
る
の
で
、
昭
和
十
六
年
四
月
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
日
中
戦
争

以

降
の
戦
没
者
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
記
載
し
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
成
後
も
記
載

東京市の「載残者遺族台帳」

▲鋳　　す　ま
一棚’翼精磯 麓1’

萎
上
中
†

賢禽
戯
…
1
｛

櫨

聾
量
『

衣

助

円
穎
‖
4

特
恥
賄
金
ド
‘
　
9
　
誓
　
4
　
召
垣

c

檀ノ伶’ 戚

ふ．‥．

1
｝
増
i
賦
’
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内
容
に
変
更
や
追
加
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
記
入
し
て
き
た
台
帳
で
あ
る
。
個
々
の
台

帳
の
殆
ど
に
「
成
井
」
の
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
戦
中
戦
後
に
役
場
吏
員
で
あ
っ
た

成
井
氏
の
印
で
あ
る
。
成
井
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ご
子
息
を

通

し
て
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
昭
和
十
四
年
か
ら
三
十
三
年
間
葉
山
町
役
場
に

勤
務
し
、
終
戦
時
に
は
聯
隊
区
司
令
部
の
指
示
で
兵
に
関
係
す
る
資
料
を
焼
い
た
と

の

こ
と
で
あ
る
。

3
、
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
か
ら
み
た
葉
山
町
の
戦
没
者
の
実
態
ー
さ
ま
ざ
ま

　

な
兵
士
の
死

（
1
）
戦
没
者
の
数

　

葉
山
町
の
戦
没
者
に
つ
い
て
、
そ
の
全
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
資

料
が
な
く
、
ま
た
本
籍
・
現
住
所
の
移
動
等
に
よ
り
そ
の
都
度
変
動
す
る
か
ら
で
あ

る
。
昭
和
四
〇
年
の
県
の
調
査
に
よ
る
と
、
葉
山
町
の
戦
没
者
は
八
四
四
名
（
陸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

六
九
三
名
・
海
軍
一
五
一
名
）
で
、
戦
没
地
別
の
人
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

満
州
三
六
　
ソ
連
地
区
三
五
　
朝
鮮
十
七
　
北
方
地
区
十
五

　
　

中
国
一
五
七
　
比
島
七
五
　
仏
印
・
タ
イ
・
ビ
ル
マ
五
六

　
　
ニ

ュ

ー
ギ
ニ
ヤ
方
面
一
六
二
　
南
洋
諸
島
二
〇
八
　
　
台
湾
九

　
　

沖
縄
十
一
硫
黄
島
十
七
内
地
三
十
地
域
不
明
十
六

　
昭
和
四
〇

年
に
葉
山
町
が
建
立
し
た
葉
山
町
慰
霊
塔
の
名
板
に
刻
ま
れ
た
戦
没
者

は

四

三
一
柱
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
葉
山
町
役
場
所
蔵
の
「
葉
山
町
戦
獲

者
名
簿
」
は
、
昭
和
十
二
年
か
ら
戦
後
ま
で
の
戦
没
者
及
び
遺
族
の
台
帳
で
あ
り
、

三
六
九

名
載
せ
て
い
る
。
台
帳
に
は
、
転
出
者
・
転
入
者
を
含
む
葉
山
町
に
本
籍
・

現
住
所
が
あ
る
戦
没
者
を
載
せ
て
お
り
、
日
中
・
太
平
洋
戦
争
期
の
戦
没
者
を
ほ
ぼ

網
羅
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
但
し
、
既
述
の
よ
う
に
「
戦
没
者
履
歴
簿
」
に

は

遺
族
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
戦
没
者
が
戦
前
三
十
四
名
・
戦
後
十
八
名
、
合

計
五
十

二
名
に
及
び
、
特
に
終
戦
前
後
の
戦
没
者
で
台
帳
に
漏
れ
て
い
る
事
例
が
多

い
。
こ
の
数
を
加
え
る
と
戦
没
者
は
四
二
一
名
と
な
る
。

　

な
お
、
既
述
の
よ
う
に
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
に
は
、
「
戊
申
、
日
清
、
日
露

戦
死
者
名
簿
」
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
十
九
名
の
「
戦
争
別
」
「
現
住
所
」
「
戦
死
者

氏
名
」
「
遺
族
氏
名
」
「
戦
死
者
ト
ノ
績
柄
」
を
一
覧
表
に
し
て
載
せ
て
お
り
、
個
別

の

台
帳
は
な
い
。
戦
争
別
の
内
訳
は
、
「
戊
申
」
一
名
、
「
日
清
」
二
名
、
「
日
露
」

十
四
名
、
「
明
治
四
十
一
年
韓
国
ニ
テ
戦
死
」
一
名
、
「
連
合
戦
争
」
一
名
で
あ
る
。
「
連

合
戦
争
」
の
戦
死
者
は
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
十
二
月
に
亡
く
な
っ
た
憲
兵
上

等
兵
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
没
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
十
九
名
の
戦
没
者
は
葉
山

町
慰
霊
塔
の
名
板
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
同
名
板
の
戦
没
者
数
は
戊
辰
戦
争
以
降
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
「
戊
申
、
日
清
、
日
露
戦
死
者
名
簿
」
に
「
戊
申
」
戦
争

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
一
名
は
、
仙
元
山
の
招
魂
碑
に
西
南
之
役
で
の
戦
死
と
刻
ま

れ
て

い

る
の
で
、
名
簿
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
戊
辰
戦
争
の
戦
没
者
は
確
認
で
き
な

い
。
同
招
魂
碑
に
は
、
名
簿
に
な
い
西
南
之
役
戦
死
者
が
も
う
一
名
刻
ま
れ
て
い
る

の

で
、
西
南
戦
争
戦
死
者
二
名
が
記
録
で
確
認
で
き
た
最
も
古
い
戦
没
者
で
あ
る
。

（
2
）
戦
没
地

　

「
葉

山
町
戦
残
者
名
簿
」
か
ら
、
年
別
の
戦
没
地
を
］
覧
表
に
示
す
と
次
表
の
通

り
で
あ
る
。
（
表
6
）

　
戦
没
地
の

合
計
数
で
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
番
多
く
、
次
い
で
中
国
と
太
平
洋
地
域

で

あ
る
。
特
に
ブ
イ
リ
ッ
ピ
ン
は
、
殆
ど
戦
死
で
あ
り
、
昭
和
十
九
年
と
二
十
年
の

終
戦
前
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
県
の
徴
集
・
召
集
兵
が
第
四
十
九
聯
隊
（
甲

府
）
や
第
一
聯
隊
（
東
京
）
な
ど
、
第
一
師
団
隷
下
の
聯
隊
に
入
営
す
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
第
一
師
団
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
・
セ
ブ
島
で
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と
な
っ

た
こ
と
と
か
か
わ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
師
団
は
、
昭
和
十
九
年
七
月
に
南
方
転
出
の

動
員
下
令
に
よ
り
、
同
年
十
月
の
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
日
本
海
軍
が
完
敗
し
て
連
合
艦

隊
が
事
実
上
壊
滅
し
た
レ
イ
テ
島
に
十
一
月
上
陸
し
、
米
軍
と
の
激
し
い
戦
闘
で
全

滅

に
近
い
状
態
と
な
り
、
セ
ブ
島
に
転
進
し
て
、
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
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表6　「葉山町載残者名簿」による年別戦没地一覧表

12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年

死没場所 　　1戦死：戦病死　　：
　　，戦死i戦病死　　1 　　1戦死畑病死　　‘

　　1　　　　　　　　　　　「
戦死i戦病死i他　　1　　　　　　　　　　　1

　　，　　　　　　　　　　　1
戦死i戦病死i他　　‘　　　　　　　　　　　1

　　I　　　　　　　　　　　I
戦死i戦病死i他　　1　　　　　　　　　　　，

　　‘　　　　　　　　　　　1
戦死i戦病死i他　　I　　　　　　　　　　　　I

内地 ： ： 1　1　2 l　　　ll l　　　l1 1　1　1 1　1　11
日本近海 ： ： ： 1　　　： l　　　l l　　　l ：　　　11

朝鮮 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

中国 51 3　1　1 2　1 51　1　1 41　　　1 ll　2　1 41　2　11
満州 ： l　l 1： 11　　　1 l　　　l l　　　l 1　1　1

外蒙古 ： ： ll l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

ソ連 ： 1 ： l　　　l l　　　l l　　　l ；　　　1

台湾 ： ： ： ：　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l

バシー海峡 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

南支那海 ： ： ： l　　　l ；　　　1 l　　　l l　　　l

印度洋方面 1 ： 1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

ビルマ ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l 1　1　1

タイ ： ： 1 l　　　l l　　　l 1　　　： l　　　l

マレー ： ： ： l　　　l l　　　l 21　1　1 l　　　l

ボルネオ ： ： 1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

ニユージーランド ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　ll

濠州 ： ： ： l　　　l l　　　l ：　　　1 ll　　　l

サイパン ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

テニアン ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

グアム ： ： ： l　　　l l　　　l 1　　　； l　　　l

トラック ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l 1　1　：

マリアナ諸島 ： ： ： ：　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l

パラオ本島 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l 1　　　：

南洋群島・内南洋方面 ： 1 ： l　　　l l　　　l ll　l　l 31　　　1
外南洋方面 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l 1　1　1

セレベス島 ： ： ： 1　　　： l　　　l l　　　l l　　　l

モロタイ島 ： ： ： 1　　　： ：　　　： l　　　l l　　　l

モルッカ諸島 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l ll　　　l

ニユーギニア ： ： ： l　　　l 1　　　： l　　　l 2　1　　　1

ニューブリテン ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　l　l

太
　
平
　
洋
　
の
　
島
　
々

ガダルカナル … … …
l　　　l‘　　　　　　　　　　　‘ l　　　lI　　　　　　　　　　　’ 2　1　　　1　1　　　　　　　　　　　　　1 l　　　　l‘　　　　　　　　　　　　‘

ソロモン ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l 3　1　　　1

ラバウル ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

ビスマルク諸島 ： ： ： l　　　l l　　　l 11　　　1 l　　　l

ナウル島 ： ： 1 l　　　l l　　　l ：　　　1 l　　　l

ウェーキ島 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

ニューブライズ諸島 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l 11　　　：

クェゼリン ： ： ： ：　　　1 l　　　l ：　　　1 l　　　l

マーシャル諸島 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

北太平洋方面 ： 1 ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

中部太平洋方面 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

南太平洋方面 ： ： ： l　　　l l　　　l 11　　　1 3　1　　　1

南方方面 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

西南太平洋方面 ： 1 ： l　　　l ：　　　1 1　　　： l　　　l

南方13陸軍病院 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

フィリピン ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

硫黄島方面 ： ： ： 1　　　： l　　　l l　　　l l　　　l

父島 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

沖縄 ： ： ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

病院船 ： 1　1 ： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l

場所不明 ： ： ： l　　　l l　　　l1 1　　　： 11　　　：1

合　　　　　　計 51　0 31　3 51　2 61　1　11 41　0　｝2 81　5　10 191　8　15
＊内地の死没場所は、東京第二陸軍病院、国府台陸軍病院、第一陸軍病院、横須賀海軍病院、神奈川療養所、東京臨時第一陸軍病院、相武台陸軍
　病院、豊橋陸軍病院、本籍地3、館山航空隊、舞鶴海兵団、横須賀海兵団、宮古島、呉方面、高知県手結山

48ユ
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＊「戦傷死」は「戦死」欄、「死亡」「公務死」「非公務死」と原因の記載のないものは「他」欄に記載した。

19年 20年終戦前 20年終戦後 21年 22年 年

　　‘　　　　　　　　　　　‘
戦死i戦病死i他　　1　　　　　　　　　　　，

　　1　　　　　　　　　　　‘
戦死i戦病死池　　1　　　　　　　　　　　‘

　　‘　　　　　　　　　　　1
戦死i戦病死i他　　’　　　　　　　　　　　1

　　l　　　　　　　　　　　I
戦死i戦病死畑　　l　　　　　　　　　　　I

　　1　　　　　　　　　　　’
戦死i戦病死i他　　l　　　　　　　　　　　I

不詳

合
計 備考

1：　4　12 1　1　　　11 1　1　1 1　1　1 l　　　l 19 15・19年各1殉職、19年自殺1

l　　　l 11　　　1 l　　　l ；　　　1 l　　　l 2 20年殉職1。本邦西方海面・南方方面

l　　　l 1　1　　　1 1　1　； 1　1　1 l　　　l 3 黄海道、済州島北東、興南縁岡病院

41　8　； 101　4　11 41　8　11 1　5　1 l　　　l 76

l　　　l 1　2　1 1　1　11 11　3　1 l　　　l 12

1　　　： l　　　l l　　　l 1　1　1 l　　　l 2 ノモンハン、外蒙古アムラルト病院

l　　　l l　　　l l　　　l 1　3　1 1　1　1 4

1：　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 1

4　1　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l 1　　　： 4

31　　　1 3　1　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l 6

l　　　l 11　　　1 ：　　　1 l　　　l l　　　l 1

11　3　1 5　1　3　1 l　　　l l　　　l l　　　l 13

l　　　l l　l　l l　　　l l　　　l l　　　l 1

l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 3

11　　　1 l　　　l l　　　l 1　　　ほ l　　　l 2

l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 1 ニュージランドフェゼストン俘虜収容所にて非公務死亡

2　1　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 3

31　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 3

11　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 1

2：　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 2

1　1　1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 2

81　　　1 l　　　l l　　　l 1　　　； l　　　l 8

l　　　l l　　　l 1　1　1 l　　　l l　　　l 1

7　1　　　1 1　1　1 l　　　l l　　　l l　　　l 13

l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 1

ll　　　： l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 1

l　　　l l　　　l l　　　l 1　　　： l　　　l 0

ll　　　l l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 2

91　7　1 7　：　7　： 1　2　1 l　　　l l　　　l 34

l　　　l ：　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l 1

l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 2

1　2　1 1　　　： l　　　l l　　　l l　　　l 5

1　1　1 1　　　： l　　　l l　　　l l　　　l 1

1　1　1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 2

l　　　l l　　　l1 l　　　l l　　　l l　　　l 1

l　　　l 1　1　1 ｝　　　1 l　　　l l　　　l 1

l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 1

11　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 1

ll　　　l l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 1

11　　　1 l　　　l ：　　　1 ；　　　1 l　　　l 1

31　　　1 l　　　l l　　　l ：　　　1 l　　　l 3

l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 4

4　1　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 4

l　　　l 11　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l 1

l　　　l ：　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l 1 1 戦病死、年記載なし

181　　　1 561　5　13 1　1　1 l　　　l 1　　　： 83 20年戦死欄死亡理由ないもの3

l　　　l 5　1　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l 5

l　　　l 1　1　1 l　　　l l　　　l l　　　l 1 父島陸軍病院

l　　　l 9　1　　　1 l　　　l l　　　l l　　　l 9

l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 1 特設病院船朝日丸

；　l　l4 l　　　l l　　　l l　　　l l　　　l 11 19

771　28　16 1001　25　16 4　1　15　12 1　1　14　11 O　l　l　lO 12 369
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昭
和
十
九
年
四
月
二
十
六
日
に
は
東
部
六
三
部
隊
（
甲
府
）
に
入
営
し
た
四
名
が
揃
っ

て

戦
死

し
て
お
り
、
台
帳
に
「
マ
ニ
ラ
西
方
洋
上
二
於
テ
戦
死
」
、
戦
没
者
履
歴
簿

に

も
「
南
支
派
遣
途
次
マ
ニ
ラ
西
方
洋
上
ニ
テ
戦
死
」
と
あ
る
の
で
、
南
支
派
遣
途

上
の
乗
船
中
に
轟
沈
し
て
四
名
と
も
に
戦
死
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
太
平
洋
地
域
で
は
、
神
奈
川
・
山
梨
の
初
年
兵
を
も
っ
て
編
成
し
た
歩
兵
第

二
百
二
十
聯
隊
の
八
名
が
、
全
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
病
死
し
て
い
る
。
昭
和
十
九

年
九
月
か
ら
二
十
年
十
月
ま
で
の
間
で
あ
る
。
同
隊
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ソ
ロ
ン
に

お
け
る
凄
惨
な
生
活
の
様
子
は
、
同
隊
の
戦
友
会
で
あ
る
二
二
〇
会
が
編
集
し
た
『
歩

兵
第
二
百
二
十
聯
隊
』
（
昭
和
五
十
七
年
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
年
別
戦
没
者
数

　
年
別
の
戦
没
者
数
は
、
表
7
の
通
り
で
あ
る
。

　
昭
和
十
二
～
十
六
年
は
年
間
数
名
で
あ
っ
た
が
、
十
七
年
～
十
八
年
と
増
加
し
、

十
九
年
に
急
増
し
た
。
表
6
と
一
緒
に
見
る
と
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・

マ

リ
ア
ナ
諸
島
と
い
う
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
で
の
死
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

昭
和
二
十
年
の
終
戦
前
は
一
三
一
名
死
没
し
、
そ
の
八
ヶ
月
間
で
年
不
明
を
除
く
全

戦
没
者
数
の

三
七

％
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
内
の
約
半
数
が
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
の
死

没
で

あ
る
。
戦
後
の
死
没
者
は
、
そ
の
殆
ど
が
戦
病
死
で
三
八
名
に
の
ぼ
る
が
、
な

お
も
「
戦
死
」
が
五
名
い
る
の
で
、
そ
の
記
録
を
見
て
み
よ
う
。

　
八
月
十
六
日
の
戦
死
者
は
、
戦
没
場
所
が
「
高
知
縣
香
美
郡
夜
須
町
手
結
山
」
と

記

さ
れ
て
い
る
。
同
地
は
、
海
軍
特
攻
艇
第
一
二
八
震
洋
隊
の
基
地
で
あ
り
、
終
戦

の

報
を
受
け
た
翌
日
の
十
六
日
に
出
撃
命
令
を
受
け
て
、
そ
の
準
備
中
ガ
ソ
リ
ン
に

引
火
し
て
二
五
隻
の
震
洋
特
攻
艇
の
う
ち
二
二
隻
が
爆
破
し
、
一
二
六
名
の
将
兵
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

死
没
し
た
と
い
う
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
戦
死
者
と
思
わ
れ
る
。

　
八
月
二
十
二
日
の
戦
死
者
は
、
遺
族
台
帳
に
戦
死
場
所
を
「
湖
南
省
永
與
県
」
と

記

す
の
み
で
あ
る
が
、
戦
没
者
履
歴
簿
に
「
中
華
民
国
湖
南
省
永
與
縣
高
亭
司
北
方

約
四
粁
ノ
戦
闘
二
於
テ
戦
死
」
と
あ
り
、
何
ら
か
の
「
戦
闘
」
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
但
し
同
履
歴
簿

は
、
こ
の
部
分
に
矢
印
を
引
い

て

「不
明
」
と
鉛
筆
書
き
し
て

い

る
。
町
役
場
に
は
報
告
さ
れ

て

い

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

彼
の
墓
標
が
町
内
の
寺
院
墓
地

に
あ
る
。
個
人
墓
で
、
正
面
に

軍
の
等
級
と
勲
位
「
勲
八
等
桐

葉
章
」
と
俗
名
が
刻
ま
れ
、
左

側
面
に
「
中
支
湖
南
省
方
面
の

戦

闘
に
於
て
戦
死
す
　
昭
和

二
十
二
年
八
月
二
十
二
日
付
連

隊
本
部
よ
り
通
報
あ
り
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
（
昭
和
五
十
一
年

八
月
建
碑
）
。
「
戦
死
」
二
年
後

の
命

日
に
、
既
に
解
散
し
て
い

る
は
ず
の
連
隊
本
部
か
ら
通
報

が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

復
員
し
た
戦
友
の
な
せ
る
も
の

で

あ
ろ
う
か
、
遺
族
や
戦
友
の

思

い

が
刻
ま
れ
て
い
る
墓
標
と

い
え
よ
う
。

　
九

月
七
日
の
戦
死
者
は
、
遺

族
台
帳
に
戦
没
場
所
「
湖
南
省

表7　「葉山町戦残者名簿」による年別戦没者数と死亡原因

年代（昭和） 戦死 戦病死 戦傷死 公務死 非公務死 死亡 死亡（自殺） 記載なし 合計

12年 4 1 5

13年 2 3 1 6

14年 4 2 1 7

15年 4 1 2 1 8

16年 4 1 1 6

17年 8 5 13

18年 19 8 1 1 1 1 1 32

19年 77 28 2 1 3 111

8／15まで 100 25 2 4 131
20年　　8／16以降

4 15 1 1 21

21年 1 14 1 16

22年 1 1

年不明 1 1 10 12

合　計 227 103 5 6 1 5 2 20 369

湘
潭
縣
草
家
河
」
と
記
す
の
み
で
、
戦
没
者
履
歴
簿
も
同
日
「
戦
死
」
と
し
か
記
さ

な
い
の
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
九

月
十
九
日
の
戦
死
者
は
、
こ
れ
も
遺
族
台
帳
に
「
河
北
省
玉
田
縣
八
里
鋪
」
と
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坂井久能［三浦郡葉山町における戦没者の記録］

表8　年齢別・妻帯別戦死者数
記
す
の

み

で
、
戦
没
者
履
歴
簿
も
同
日
「
死
亡
、
死
亡
場
所
北
支
」
と
の
み
し
か
記

さ
な
い
の
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
昭

和
二
十
一
年
一
月
九
日
の
戦
死
者
は
、
台
帳
の
戦
没
場
所
に
「
満
洲
奉
天
市
」

と
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
死
亡
区
分
と
し
て
「
戦
死
」
と
認
定
し
て
い
る
。
戦
没
者

履
歴
簿
に
は
、
「
昭
一
七
　
満
洲
関
東
軍
司
令
部
雁
召
」
「
昭
二
十
一
、
一
、
九
　
奉
天

に
て
死
亡
と
の
公
報
有
り
、
直
戦
死
し
て
兵
長
に
進
級
」
と
あ
る
。
終
戦
後
五
ヶ
月

経
っ
て
い
る
が
、
公
報
で
戦
死
と
認
定
し
進
級
の
措
置
を
取
る
よ
う
な
戦
闘
が
満
洲

で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
戦
死
」
は
終
戦
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
状
況
を
み

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

年齢 軍人 軍属 不明 妻無 妻有・子無 妻有・子有 合計 備考

17 1 2 3 3

18 1 1 1

19 5 5 5

20 11 1 12 12

21 17 2 1 20 20

22 27 26 1 27

23 15 1 16 16

24 21 4 25 25

25 22 18 3 1 22 内妻1を含む

26 11 1 10 1 1 12

27 12 8 4 12

28 13 1 5 1 8 14

29 19 2 8 3 10 21

30 10 5 2 3 10

31 6 1 1 2 4 7

32 13 2 3 8 13 内妻1を含む

33 9 2 2 2 7 11 内妻1を含む

34 3 1 1 3 4

35 6 1 5 6

36 9 2 7 9

37 7 1 1 7 8

38 4 1 1 4 5

39 2 1 1 2

40

41 1 1 1

42 1 1 1

43 4 1 3 4

44

45 1 1 1

46 2 1 3 3

47 1 1 2 2

48 1 1 1

49 2 1 1 2

50 1 1 1

51 1 1 1

52

53 1 1 1

54 1 1 1

年齢不詳 80 5 57 8 20 85

合　計 332 36 1 227 34 108 369

＊「葉山町戦没者名簿」に記す372名のうち生還者3名を除いた人数である。

（
4
）
死
亡
年
齢
と
妻
子

　
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
に
よ
り
、
死
亡
日
と
生
年
月
日
か
ら
死
亡
満
年
齢
を
算

出
し
た
も
の
が
、
次
表
8
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
死
亡
年
齢
は
十
七
歳
か
ら
五
十
四
歳
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
。

但

し
、
四
十
一
歳
以
上
は
将
校
か
軍
属
で
あ
る
。
十
七
歳
は
三
人
で
、
内
二
人
は
軍

属
で
あ
る
。
残
る
一
人
は
、
戦
没
者
履
歴
簿
に
「
昭
和
一
七
年
一
二
月
一
日
　
土
浦

海
軍
航
空
隊
二
入
隊
（
志
願
）
、
三
重
海
軍
航
空
隊
二
転
属
シ
、
四
国
特
攻
隊
基
地

転
属
」
「
昭
和
二
十
年
入
月
十
六
日
四
国
高
知
縣
ニ
テ
戦
死
ス
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

十
五
歳
に
な
っ
て
二
ヶ
月
余
で
土
浦
海
軍
航
空
隊
に
志
願
し
、
三
重
海
軍
航
空
隊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
て
四
国
特
攻
隊
基
地
に
転
属
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
っ
た
。
死
亡
日
時
か
ら
、
四
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
攻
基
地
は
既
述
し
た
高
知
県
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
郡
夜
須
町
手
結
山
の
震
洋
特
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

艇
基
地

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
年
八
月
十
六
日
の
特
攻
艇
爆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

破
事
故
で
死
亡
し
た
一
二
六
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
人
で
あ
ろ
う
。
十
八
歳
の
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
横
鎮
の
志
願
兵
で
あ
り
、
戦
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
少
年
兵
の
実
態
の
一
端
を
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
亡
年
齢
別
に
妻
帯
の
有
無
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

る
と
、
二
十
七
歳
ま
で
は
独
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
多
く
、
二
十
八
歳
以
上
は
妻
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
あ
る
い
は
妻
子
あ
る
場
合
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
多
く
な
る
。
年
齢
不
詳
を
除
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
二
十
八
歳
以
上
の
戦
死
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
の
四
十
五
％
を
占
め
る
。
妻
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子

あ
る
者
は
一
四
二
名
と
全
戦
死
者
の
約
四
十
％
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
妻
子
が
、
戦

後
の
経
済
混
乱
の
な
か
で
恩
給
等
の
停
止
も
あ
り
、
苦
難
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

　
妻
ま
た
は
妻
子
が
遺
族
台
帳
か
ら
抹
消
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
、
転
居
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
く
と
十
二
例
で
あ
る
。
一
例
は
戦
死
者
の
兄
弟
と
の
結
婚
と

思
わ

れ

る
の
で
、
こ
れ
を
除
い
た
十
一
例
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
「
結
婚
」
「
嫁
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
　
　
：
・
：
：
：

　
　

イ
．
子
ど
も
を
連
れ
て
の
結
婚
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
…

　
　
ロ
．
長
男
・
長
女
ま
た
は
長
男
・
長
女
・
二
女
を
残
し
て
嫁
す
・

　
②
子
が

な
く
、
妻
の
み
抹
消
さ
れ
て
い
る
　
　
・
・
・
・
・
…

　
③
子
が

あ
り
、
妻
の
み
抹
消
さ
れ
て
い
る
　
　
・
・
・
・
・
…

④
子
が
あ
り
妻
と
一
子
（
三
男
・
長
女
）
の
み
抹
消
さ
れ
て
い
る
・

　

こ
れ
ら
は
婚
家
か
ら
離
籍
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

順
位
の
第
一
は
妻
で
あ
り
、
妻
が
離
縁
か
離
籍
す
れ
ば
、

な
り
、
次
い
で
父
母
の
順
位
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
十
一
例
の
内
、

嫁

し
ま
た
は
離
籍
し
た
六
例
（
①
ロ
、
③
、
④
）
の
場
合
、

な
り
、
子
が
な
く
離
籍
し
た
二
例
（
②
）
の
場
合
は
夫
の
父
母
と
な
る
。

合
も
、
妻
は
扶
助
料
の
受
給
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

・
五
例

・

三
例

・
二
例

・
二
例

・

二
例

・

二
例

恩
給
法
に
よ
る
扶
助
料
受
給

　
受
給
者
は
未
成
年
の
子
と

　
　
　
　
　
　
子
を
残
し
て

　
　
受
給
者
は
残
し
た
子
に

　
　
　
　
　
　
　
何
れ
の

場

（
5
）
死
亡
原
因

①
死
亡
区
分

　
死
亡
原

因
に
つ
い
て
、
「
葉
山
町
戦
破
者
名
簿
」
に
は
「
戦
残
年
月
日
」
の
欄
に

死
亡
区
分
を
記
載
す
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
は
既
述
の
書
式
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。

〈書
式
1
＞
〈
書
式
2
＞
は
「
戦
死
・
戦
病
死
・
戦
傷
死
・
死
亡
」
の
四
種
類
か
ら
選

択
す
る
形
式
、
〈
書
式
3
＞
は
「
戦
死
・
戦
傷
病
死
」
の
二
種
類
か
ら
選
択
す
る
形

式
で

あ
る
。
〈
書
式
4
＞
は
「
戦
死
・
戦
　
　
　
」
の
二
種
類
で
、
戦
死
以
外
は
書

き
込
む
形
式
、
〈
書
式
5
＞
〈
書
式
6
＞
は
「
戦
死
・
戦
病
死
」
の
二
種
類
か
ら
選
択

す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
場
合
に
は
、
抹
消
し
て
右

や
欄
外
上
部
に
「
公
務
殉
職
」
「
死
亡
」
な
ど
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
死
亡
区
分
に
つ
い
て
、
陸
軍
の
規
定
で
は
戦
死
・
戦
傷
死
・
戦
病
死
の
定
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

を
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
り
、
行
政
文
書
で
あ
る
遺
族
台
帳
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
記

載
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　

二
、
戦
死
ト
ハ
戦
場
死
亡
及
隊
纐
帯
所
又
ハ
纐
帯
所
ヲ
経
タ
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ラ

　
　
　
ス

野
戦
病
院
又
ハ
之
二
準
ス
ル
機
關
（
例
ヘ
ハ
野
戦
病
院
ノ
如
キ
勤
務
ヲ
爲

　
　
　
ス

衛
生
班
）
二
収
容
セ
ラ
ル
ル
迄
二
戦
傷
二
因
リ
死
亡
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
謂
フ

　
　

三
、
戦
傷
死
ト
ハ
野
戦
病
院
又
ハ
之
二
準
ス
ル
機
關
（
之
ヲ
含
ム
）
ヨ
リ
後
方

　
　
　
（
内
地
ヲ
含
ム
）
二
於
テ
直
接
戦
傷
二
起
因
シ
死
亡
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
謂
フ

　
　

四
、
戦
病
ト
ハ
戦
地
又
ハ
事
愛
地
二
於
テ
公
務
二
因
リ
受
傷
若
ハ
罹
患
セ
ル
傷

　
　
　
痩
疾
病
（
戦
傷
ヲ
除
ク
）
ヲ
謂
フ

　
　

五
、
戦
病
死
ト
ハ
前
號
戦
病
二
起
因
シ
死
亡
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
謂
フ

　
ま
た
、
「
戦
死
」
と
「
戦
死
（
死
亡
）
確
認
」
に
つ
い
て
も
、
陸
軍
省
は
そ
の
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

別
を
厳
重
に
行
う
よ
う
、
次
の
よ
う
な
通
牒
を
発
し
て
い
る
。

　
　
一
、
戦
　
　
　
　
　
　
死
　
戦
闘
期
間
又
ハ
戦
闘
直
後
死
髄
収
容
二
依
リ
戦
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
現
認
シ
タ
ル
モ
ノ
（
生
死
不
明
ノ
期
間
ヲ
有
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ル

モ

ノ
ニ
限
ル
）

　
　
二

、
戦
死
（
死
亡
）
確
認
　
－
　
生
死
不
明
後
死
髄
襲
見
シ
其
ノ
人
名
ヲ
概
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
別
シ
得
且
認
識
票
、
被
服
及
當
時
ノ
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
二
依
リ
戦
死
（
死
亡
）
ヲ
確
認
シ
得
ル
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
　
其
ノ
他
戦
死
（
死
亡
）
確
認
二
關
ス
ル
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
条
項
二
吻
合
ス
ル
モ
ノ

②
年
代
別
死
亡
原
因

　
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
に
よ
り
、
死
亡
原
因
を
年
別
に
ま
と
め
た
の
が
、
既
に

掲
げ
た
表
7
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
戦
死
」
が
最
も
多
く
、
戦
傷
死
を
加
え

484



坂井久能［三浦郡葉山町における戦｝賭の記録］

る
と
二
三
二
名
で
、
全
体
の
六
四
％
を
占
め
る
。
但
し
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
一
名
・

ビ
ル
マ
一
名
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
十
一
名
の
「
生
死
不
明
」
は
、
戦
後
の
公
報
に
よ
り

「
戦

死
」
に
書
き
換
え
た
数
字
で
あ
る
。
「
戦
病
死
」
も
二
十
八
％
を
占
め
て
い
る
。

表

6
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
戦
病
死
は
ビ
ル
マ
で
十
三
名
中
七
名
（
五
十
四
％
）
、

ニ

ュ

ー
ギ
ニ
ア
は
三
十
五
名
中
十
六
名
（
四
十
六
％
）
、
満
州
地
域
は
十
二
名
中
八

名
（
六
十
七
％
）
、
中
国
で
は
七
十
六
名
中
三
十
一
名
（
四
十
四
％
）
で
あ
り
、
こ

れ

ら
の
地
で
は
戦
病
死
が
五
割
前
後
に
達
し
て
い
る
。
遺
族
台
帳
に
は
、
死
亡
理
由

を
具
体
的
に
記
す
欄
は
な
い
が
、
「
戦
病
死
　
栄
養
失
調
」
「
戦
病
死
　
マ
ラ
リ
ア
」

な
ど
の
書
き
込
み
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
、
戦
闘
の
み
で
な
い
兵
士
の
死
闘
の
生
活
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
6
）
さ
ま
ざ
ま
な
兵
士
の
死

①
「
戦
死
」
の
記
録

　
「
葉
山
町
戦
殼
者
名
簿
」
は
、
死
亡
区
分
を
選
択
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
僅
か
に
「
戦

死
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
録
し
た
事
例
が
あ
る
。
昭
和
十
五
年
の
中
華
民
国
安
徽

省
で
の
戦
死
者
（
兵
長
）
は
、
「
左
胸
部
貫
通
銃
創
」
、
昭
和
二
十
年
二
月
の
ル
ソ
ン

島
で
の
戦
死
者
（
兵
長
）
は
、
「
全
身
砲
弾
創
に
よ
る
」
と
括
弧
書
き
で
戦
死
理
由

を
記
し
て
い
る
。
昭
和
一
九
年
八
月
の
戦
死
者
（
上
等
兵
）
に
つ
い
て
は
「
死
亡
確

認
書
」
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
左
に
掲
げ
る
（
「
海
軍
」
縦
罫
紙
使
用
）
。

死
　
亡
　
確
　
認
　
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
方
面
軍
司
令
部

一

、
生
死
不
明
ト
ナ
リ
タ
ル
日
時
場
所

　
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
九
日
〇
六
、
一
五

　
北
緯
二
度
一
五
分
　
東
経
一
二
二
度
二
九
分
（
メ
ナ
ド
西
方
約
三
百
粁
洋
上
）

二
、
生
死
不
明
ト
ナ
リ
タ
ル
前
後
ノ
状
況
”
「
マ
ニ
ラ
」
二
於
テ
陸
軍
輸
送

船

「
め
き
し
こ
丸
」
二
乗
船
シ
陸
軍
中
佐
卜
部
豊
指
揮
ノ
下
二
八
月
十
五
日

〇

六
〇
〇

同
港
出
港
「
セ
レ
ベ
ス
」
島
「
メ
ナ
ド
」
二
向
フ
途
中
、
「
セ
レ
ベ
ス
」

海
二
於
テ
敵
潜
水
艦
ノ
魚
雷
攻
撃
ヲ
受
ケ
「
め
き
し
こ
丸
」
沈
没
シ
生
死
不

明
ト
爲
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
ノ
状
況
左
ノ
如
シ

ー
、
八
月
二
十
七
日
〇
六
〇
〇
護
衛
艇
二
隻
（
二
八
號
掃
海
艇
、
四
六
号
駆

　

潜
艇
）
ノ
護
衛
ヲ
以
テ
「
ポ
ロ
」
出
港

2
、
八
月
二
十
九
日
〇
二
四
八
「
メ
ナ
ド
」
西
方
約
三
百
粁
洋
上
二
於
テ
左

　
舷
後
六
〇
度
二
一
二
発
ノ
魚
雷
蕎
進
シ
來
ル
ヲ
発
見
シ
船
長
ハ
直
二
方
向
変

　
換
回
避
セ
ン
ト
シ
ラ
ル
モ
、
其
ノ
一
発
ハ
一
番
船
鎗
二
命
中
シ
同
船
鎗
二

　
積
載
シ
ア
リ
タ
ル
揮
発
油
二
引
火
爆
発
シ
火
焔
ハ
忽
チ
船
首
一
面
二
撞
大

　

更
二
海
中
二
引
火
一
面
火
ノ
海
ト
化
セ
リ
。
線
員
消
火
二
努
メ
タ
ル
モ
、

　
火
勢
ハ
益
々
撞
大
漸
次
船
橋
二
移
ラ
ン
ト
ス
。
間
モ
無
ク
火
焔
ハ
船
全
体

　

ヲ
覆
ヒ
、
被
害
後
約
三
時
間
ニ
テ
沈
没
ス

3
、
「
め
き
し
こ
丸
」
被
害
後
十
分
間
同
船
左
方
二
在
リ
シ
ニ
八
號
掃
海
艇

　
モ

被
雷
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
一
大
爆
発
音
起
リ
、
発
火
績
イ
テ
再
度
二
発
ノ

　
魚
雷
命
中
セ
ル
ガ
如
キ
爆
発
音
ヲ
聞
ク
。
該
船
ハ
沈
没
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如

　

ク
其
ノ
後
船
影
ヲ
認
メ
ズ
（
以
上
當
時
ノ
輸
送
指
揮
官
卜
部
中
佐
∠
言
二

　
操
ル
）

海
軍

第
二
十
三
特
別
根
擦
地
隊
司
令
官
ノ
通
牒
二
依
リ
ニ
八
號
海
艇
ハ
前
記

　

ノ
如
ク
ニ
シ
テ
沈
没
シ
タ
ル
コ
ト
判
明
ス

ー
、
四
六
號
駆
潜
艇
ハ
軍
船
ト
ナ
リ
敵
潜
掃
蕩
ノ
傍
ラ
「
ト
リ
ト
リ
」
水
上

　
機
隊
及
「
セ
レ
ベ
ス
」
海
上
二
在
リ
シ
三
一
號
駆
船
艇
及
一
〇
五
號
哨
戒

　
艇
二
救
難
作
業
ノ
協
同
ヲ
求
メ
タ
後
遭
難
人
員
救
助
二
任
ズ

2
、
三
一
號
駆
船
艇
及
一
〇
五
號
哨
戒
艇
ハ
四
六
號
駆
潜
艇
ヨ
リ
ノ
通
報
二

　
依

リ
直
チ
ニ
現
場
二
急
行
救
助
作
業
二
協
力
翌
三
十
日
夕
刻
迄
二
浮
上
シ

　
ア

ル
者
若
干
名
救
助
セ
リ

3
、
「
ト
リ
ト
リ
」
水
上
機
隊
二
在
リ
テ
ハ
ニ
十
九
日
前
後
二
回
二
一
旦
リ
遭

難
海
域
ヲ
偵
察
救
助
作
業
二
協
力
ス
（
以
上
海
軍
第
二
十
三
特
別
根
操
地
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司
令
官
ヨ
リ
ノ
通
牒
二
捕
ル
）

四

（三
の

誤
記
か
ー
筆
者
）
、
死
亡
確
認
ノ
理
由

　
遭
難
時
ノ
状
況
前
記
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
雷
撃
ヲ
受
ケ
シ
ヨ
リ
沈
没
迄
三
時
間
余

　
ニ
シ
テ
尚
當
時
ハ
天
候
青
天
ニ
シ
テ
風
浪
ナ
ク
退
二
充
分
余
裕
ア
リ
タ
ル

　

モ
、
附
近
海
上
一
面
火
焔
二
覆
ハ
レ
タ
ル
爲
退
船
命
令
二
依
リ
海
中
二
飛
込

　

ミ
タ
ル
者
ハ
大
部
分
ノ
火
傷
二
依
リ
身
髄
ノ
自
由
ヲ
失
ヒ
、
海
没
セ
シ
カ
又

　
ハ
雷
撃
ヲ
受
ケ
タ
ル
際
受
傷
戦
死
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
状
況
位
置
等
ヨ
リ
考
察

　

シ
、
附
近
二
漂
着
ス
ベ
キ
島
ナ
ク
被
雷
後
三
艇
約
四
〇
時
間
一
二
旦
リ
附
近
海

　
上

ヲ
捜
索
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
敵
潜
二
拉
致
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ナ
リ
　
尚
爾
後
八
ヶ

　
月
二
一
旦
リ
各
方
面
二
連
絡
シ
タ
ル
モ
何
等
手
懸
ナ
シ

　
　
生
死
不
明
ト
ナ
リ
タ
ル
日
時
、
場
所
二
於
テ
戦
死
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
確
認
ス

　
　
　
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
第
二
方
面
軍
参
謀
長
　
　
　
佐
　
久
　
間
　
亮
　
三

　
第
二
方
面
軍
参
謀
長
に
よ
る
戦
死
（
死
亡
）
確
認
書
で
あ
る
。
生
死
不
明
者
を
死

亡

と
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
魚
雷
攻
撃
や
捜
索
の
状
況
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
死

亡
確
認
の
理
由
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
後
掲
の
生
死
不
明
者
の
処
理
の
事
例
と
し

て

も
注
目
さ
れ
る
。
戦
後
の
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
十
九
年
七
月
の
戦
死
者
に
つ
い

て
、
左
の
文
書
が
遺
族
台
帳
に
添
付
さ
れ
て
い
る
（
△
は
氏
名
を
伏
せ
た
箇
所
）
。

死

を
遂
げ
ら
れ
し
事
確
認
せ
ら
れ
候

甚
の
弔
慰
を
表
し
候

　
　

昭
和
二
十
一
年
二
月
中
旬

慈
に
御
通
知
申
上
る
と
共
に
謹
み
て
深

横
須
賀
地
方
復
員
局
よ
り

　
海
軍
軍
属
と
し
て
天
応
丸
（
も
と
オ
ラ
ン
ダ
の
病
院
船
を
掌
捕
し
た
船
）
に
乗
船

し
て
サ
イ
パ
ン
に
上
陸
し
た
が
、
そ
の
後
は
消
息
不
明
で
、
サ
イ
パ
ン
・
パ
ラ
オ
間

の
航
行
船
は
全
て
沈
没
し
、
電
報
の
回
答
も
な
い
と
い
う
。
サ
イ
パ
ン
島
は
昭
和

十
九
年
六
月
十
三
日
に
米
軍
が
上
陸
を
開
始
し
、
同
年
七
月
七
日
に
玉
砕
し
て
い
る
。

軍
属
は
激
戦
の
三
週
間
ほ
ど
前
に
サ
イ
パ
ン
へ
渡
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
戦
死
確

認

は
、
復
帰
者
か
ら
の
軍
属
一
行
戦
死
と
い
う
情
報
の
み
に
頼
り
、
し
か
も
戦
死
か

ら
一
年
半
以
上
経
過
し
て
い
る
。
軍
は
、
遺
骨
の
還
送
ど
こ
ろ
か
戦
死
の
確
認
と
遺

族
へ
の
報
告
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
「
戦
病
死
」
の
記
録

　
戦
病
死
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
の
ビ
ル
マ
で
の
戦
病
死
に
「
病
名
マ
ラ

リ
ヤ
」
、
二
十
一
年
二
月
の
場
合
に
「
ソ
連
ア
ル
タ
イ
地
方
ロ
ス
ト
フ
カ
市
で
栄
養

失
調
症
に
依
り
」
と
記
し
て
い
る
。
二
十
年
一
月
の
軍
属
の
場
合
は
、
台
帳
左
側
の

「
記
事
」
欄
に
左
の
よ
う
な
死
亡
原
因
を
記
載
し
て
お
り
、
稀
少
な
事
例
で
あ
る
（
△

は
日
付
を
伏
せ
た
箇
所
）
。

故
海
軍
々
属
△
△
△
△
殿
は
同
君
以
下
七
十
一
名
と
共
に
昭
和
十
九
年
五
月

十
二
日
第
三
十
海
軍
建
設
部
（
在
パ
ラ
オ
）
に
転
用
被
命
　
便
船
天
雁
丸
（
パ

ラ
オ
直
行
予
定
）
横
須
賀
発
ノ
処
天
応
丸
豫
定
変
更
に
よ
り
五
月
二
十
二
日
サ

イ
パ
ン
上
陸
の
旨
判
明
せ
る
に
よ
り
同
日
以
後
「
サ
イ
パ
ン
」
「
パ
ラ
オ
」
間

を
航
行
せ
る
船
舶
に
便
乗
の
有
無
を
調
査
せ
る
に
穂
て
事
故
に
よ
り
沈
残
し
調

査
不
能
且
第
三
十
海
軍
建
設
部
に
電
報
照
會
せ
る
も
回
答
無
之
処
今
般
サ
イ
パ

ン

島
よ
り
の
一
復
帰
者
に
依
り
同
君
一
行
は
サ
イ
パ
ン
島
に
於
て
壮
烈
な
る
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

昭
和
一
七
年
一
二
月
一
五
日
第
四
海
軍
施
部
採
用

マ
ァ

ー
シ
ャ
ル
方
面
ウ
ェ
ー
キ
島
派
遣
員
と
し
て
入
島
以
来
暑
熱
と
闘
ひ
軍
事

施
設
工
事
に
従
事
中
昭
和
十
九
年
十
二
月
初
旬
栄
養
失
調
症
に
罹
り
、
病
室
に

於
て

加
療
中
昭
和
二
十
年
一
月
△
日
戦
病
死
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
ー
キ
（
ウ
ェ
ー
ク
）
島
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
領
土
で
、
開
戦
と
と
も
に
日

本
が
攻
撃

し
て
占
領
し
た
中
部
太
平
洋
の
島
で
あ
る
。
日
本
占
領
の
ほ
ぼ
一
年
後
の

486



［三浦郡葉山町における戦没者の記録］…　坂井久能

採
用

で

あ
り
、
そ
の
後
も
米
軍
の
攻
撃
が
行
わ
れ
た
中
で
軍
事
施
設
工
事
に
従
事
し

た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
生
活
は
、
栄
養
失
調
症
を
患
う
程
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
と

い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
右
の
記
事
に
続
い
て
「
昭
和
廿
六
年
六
月
拾
参
日
成

井
書
記
弔
問
公
報
付
達
済
」
と
あ
る
。
公
報
は
死
後
六
年
以
上
経
過
し
て
届
い
た
こ

と
に
な
り
、
そ
の
記
事
を
役
場
吏
員
成
井
氏
が
書
き
留
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
公
務
死
・
殉
職
の
記
録

　
公

務
死
あ
る
い
は
殉
職
者
は
、
下
記
A
～
F
の
六
名
で
あ
る
。
遺
族
台
帳
の
死
亡

区
分
欄
に
公
務
死
や
殉
職
は
な
い
の
で
、
記
載
の
仕
方
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

A
、
昭
和
十
五
年
　
戦
死
区
分
欄
の
戦
死
・
戦
病
死
・
戦
傷
死
を
抹
消
し
、
「
死
亡
」

　
　
　
を
選
択
し
て
い
る
。
戦
没
場
所
欄
に
「
舘
山
航
空
隊
二
於
テ
飛
行
訓
練
中
殉

　
　
　
職
」
、
欄
外
上
部
に
「
殉
職
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
海
軍
尉
官
。

B
、
昭
和
十
八
年
　
戦
死
区
分
を
抹
消
し
て
そ
の
右
に
「
公
務
殉
職
」
、
戦
没
場
所

　
　
　
欄
に
「
本
邦
西
方
海
面
」
と
記
す
。
「
戦
捜
者
履
歴
簿
」
に
、
昭
和
十
七
年

　
　
　
「
軍
艦
奥
陸
（
陸
奥
の
誤
ー
筆
者
）
に
乗
艦
」
、
昭
和
十
八
年
「
本
邦
西
方
海

　
　
　
面

に
於
て
殉
職
」
と
あ
る
の
で
、
乗
艦
中
の
死
没
と
思
わ
れ
る
。
兵
。

C
、
昭
和
十
九
年
戦
死
区
分
を
抹
消
せ
ず
、
右
に
「
公
務
傷
死
　
殉
職
」
、
欄
外

　
　
　
上
部
に
「
殉
職
」
と
記
す
。
戦
没
場
所
欄
に
何
も
記
載
が
な
い
の
で
、
何
の

　
　
　
公
務
傷
死
か
不
明
で
あ
る
。
軍
医
将
官
。

D
、
（
年
不
詳
）
　
戦
没
年
月
日
・
戦
没
場
所
と
も
に
記
載
が
な
く
不
明
で
あ
る
が
、

　
　
　
昭
和
十
九
年
三
月
に
公
葬
を
行
っ
て
い
る
。
欄
外
上
部
に
「
内
地
公
務
死
亡
」

　
　
　
と
あ
る
。
軍
属
。

E
、
昭
和
十
九
年
　
「
戦
死
・
戦
病
死
」
の
区
分
を
抹
消
し
て
そ
の
右
に
「
（
公
務
殉

　
　
　
職
）
」
、
戦
没
場
所
欄
に
「
舞
鶴
海
兵
団
」
、
右
欄
外
に
「
（
自
動
車
事
故
ニ
テ

　
　
　
殉
職
）
」
と
記
す
。
尉
官
。

F
、
昭
和
二
十
一
年
戦
死
区
分
欄
を
抹
消
せ
ず
そ
の
右
に
「
公
務
死
」
と
記
す
。
「
戦

　
　
　
殼
場
所
」
欄
に
「
「
北
ボ
ル
ネ
オ
」
ゼ
ツ
セ
ル
ト
ン
陸
軍
病
院
」
と
あ
る
。
軍
属
。

こ
れ
に
は
死
亡
讃
明
が
添
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
左
に
掲
げ
る

年
月
日
を
伏
せ
た
箇
所
。
以
下
同
じ
）
。

（
△
は
氏
名
・

横
人
軍
属
第
八
號
ノ
一
ノ
ニ
ニ
九

　
　
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
　
横
須
賀
地
方
復
員
局
人
事
部
長
後

　
　
藤
光
太
郎

　
　
　
　
葉
山
町
長
殿

左
記

に
依
り
死
亡
讃
明
候

一

、
本
籍
　
神
奈
川
縣
葉
山
町
△
△
△
△

　
　
発
病
時
の
住
所
　
「
ボ
ル
ネ
オ
」
島
　
北
「
ボ
ル
ネ
オ
」

　
　
死
亡
地
又
は

病
院
診
療
所
名
　
北
「
ボ
ル
ネ
オ
」
ゼ
ツ
セ
ル
ト
ン
陸
軍

　
　
病
院

　
　
死
亡
時
の
住
所
　
右
二
全
ジ

ニ
、
氏
名
及
出
生
年
月
日
官
職
階
　
第
四
天
海
丸
操
機
手
傭
人
△
△
△
△

　
　
明
治
三
十
五
年
△
月
△
△
日
生

三
、
死
亡
年
月
日
時
昭
和
二
十
一
年
△
月
△
日
午
后
七
時
二
十
分

　
　
死
亡
地
滞
在
期
間
　
一
年
一
ヶ
月

　
　
死
亡

時
住
所
居
住
期
間
　
四
ヶ
月

四
、
死
亡
の
事
由
　
熱
帯
性
マ
ラ
リ
ヤ
（
公
務
死
）

五
、
診
断
書
又
は
検
案
書
の
な
い
理
由
　
終
戦
後
英
軍
の
俘
虜
下
に
あ
っ
た

　
　
爲

　

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
公
務
死
の
実
態
が
あ
る
程
度
わ
か
る
の
は
、
A
と
E
の
公

務
に

よ
る
事
故
死
、
F
の
マ
ラ
リ
ア
で
あ
る
。
マ
ラ
リ
ア
は
、
恩
給
法
第
四
十
八
条

に
記
す
「
流
行
病
」
で
あ
る
。
航
空
機
に
よ
る
事
故
死
は
、
恩
給
法
第
四
十
九
条
に

記
す
「
戦
闘
二
準
ス
ヘ
キ
公
務
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
恩
給
法
施
行
令
第
二
十
三

条
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
恩
給
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
F
の
事
例
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は
、
公
葬
を
実
施
で
き
る
時
期
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
A
は
君
津
郡
で
、

D
は
葉
山
国
民
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
公
葬
を
行
っ
た
記
載
が
あ
る
。

B
～

④
「
死
亡
」
の
記
載

　
死
亡

区
分
欄
の
「
死
亡
」
を
選
択
し
、
ま
た
は
死
亡
と
記
載
し
て
あ
る
事
例
は
、

次
の

A
～
H
ま
で
の
八
名
で
あ
る
。
内
容
か
ら
病
死
・
非
公
務
死
・
自
殺
の
三
種
類

に
分
け
ら
れ
る
。

【
病

　
死
】

A
、
昭
和
十
六
年
：
「
死
亡
」
の
区
分
を
選
択
し
、
戦
没
場
所
欄
に
「
東
京
市
牛
込

　
　
　
　
　
　
　
　
区
第
一
陸
軍
病
院
二
於
テ
ニ
等
症
依
死
亡
」
と
あ
り
、
欄
外
上

　
　
　
　
　
　
　
　
部
に
も
「
二
等
症
死
亡
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
兵
。

B
、
昭
和
十
八
年
：
戦
死
区
分
欄
に
は
何
も
選
択
さ
れ
て
い
な
い
が
、
戦
没
場
所
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
に
「
本
籍
二
於
テ
死
亡
」
、
欄
外
上
部
に
「
死
亡
」
の
書
き
込

　
　
　
　
　
　
　
　
み
が
あ
る
。
兵
。

C
、
昭
和
二
十
年
：
「
死
亡
」
が
選
択
さ
れ
、
欄
外
上
部
に
「
死
亡
」
の
書
き
込
み

　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
。
戦
没
場
所
欄
に
「
相
武
台
陸
軍
病
院
」
と
記
載
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。
官
等
級
記
載
な
し
。

D
、
昭
和
二
十
年
：
戦
死
区
分
の
「
戦
死
・
戦
傷
病
死
」
を
抹
消
し
、
そ
の
右
に
「
死

　
　
　
　
　
　
　
　
亡
」
と
記
入
し
て
い
る
。
兵
。

　

A
に
つ
い
て
、
一
等
症
と
は
軍
人
が
公
務
あ
る
い
は
公
務
に
準
ず
る
こ
と
に
起
因

し
て
受
け
た
傷
や
か
か
っ
た
疾
病
を
い
い
、
二
等
症
は
公
務
に
起
因
し
な
い
傷
や
疾

病
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
場
合
、
二
等
症
で
「
死
亡
」
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

戦
没
者
履
歴
簿
に
よ
る
と
、
昭
和
十
四
年
に
現
役
で
第
一
陸
軍
病
院
に
入
営
し
た
衛

生
兵

で
、
上
等
兵
ま
で
進
級
し
て
い
る
。
公
葬
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
通
常
の
葉
山

小

学
校
で
な
く
「
部
落
民
葬
」
で
、
供
花
料
は
銃
後
奉
公
会
か
ら
の
み
で
あ
る
。
同

年
の
公
葬
は
葉
山
小
学
校
で
三
回
行
わ
れ
、
そ
の
全
て
に
北
白
川
宮
・
東
伏
見
宮
・

軍
人
援
護
会
・
同
神
奈
川
県
支
部
・
日
本
赤
十
字
社
・
聯
合
分
会
・
三
井
別
荘
・
婦

人

会
か
ら
の
供
花
料
等
が
あ
り
、
陸
軍
大
臣
代
理
慰
問
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
特

別
な
扱
い
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
特
別
賜
金
や
皇
后
陛
下
御
下
賜
品
伝
達

が
あ
っ
た
こ
と
は
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
援
護
法
に
か

か

わ
る
戦
没
者
整
理
名
簿
に
彼
の
名
は
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
該
当
な
し
」
の
書

き
込
み
が
あ
り
、
遺
族
年
金
や
弔
慰
金
の
請
求
も
さ
れ
て
い
な
い
。
公
務
に
依
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

い
死
亡
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　

B
は
、
戦
没
者
履
歴
簿
に
よ
る
と
、
昭
和
十
四
年
に
入
営
し
て
上
等
兵
ま
で
進
級

し
た
が
、
昭
和
十
六
年
に
「
兵
役
法
第
二
十
一
条
に
依
り
兵
役
免
除
」
と
あ
る
。
同

法
二
十
一
条
の
「
疾
病
其
ノ
他
身
体
又
ハ
精
神
ノ
異
常
二
因
リ
兵
役
二
堪
ヘ
ザ
ル
者

二
対

シ
テ
ハ
兵
役
ヲ
免
除
ス
」
の
規
定
に
よ
り
、
兵
役
を
免
除
さ
れ
て
自
宅
で
療
養

し
、
死
亡
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ

た

の

で

あ
ろ
う
か
。
上
等
兵
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
軍
は
進
級
を
認
め
ず
、
遺
族

台
帳
に
は
「
戦
病
死
」
と
し
て
処
理
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
公
葬
が
国
民
学
校
で

執
行
さ
れ
、
県
知
事
・
宮
家
・
援
護
団
体
か
ら
の
供
花
料
も
通
常
通
り
で
、
翌
年
に

扶
助
料
が
裁
定
さ
れ
て
い
る
。
戦
没
者
整
理
名
簿
で
遺
族
年
金
請
求
の
欄
の
記
載
は

削
除
さ
れ
て
い
る
が
弔
慰
金
を
請
求
し
て
お
り
、
戦
争
殉
難
者
名
簿
に
よ
る
と
父
が

扶
助
料
請
求
者
と
な
り
恩
給
が
請
求
さ
れ
、
そ
の
際
の
軍
歴
申
立
資
料
と
推
定
さ
れ

る
戦
没
者
履
歴
簿
に
遺
族
は
戦
病
死
と
し
て
申
し
立
て
て
い
る
。
遺
族
の
聞
き
取
り

に
よ
る
と
、
「
何
も
親
孝
行
で
き
な
か
っ
た
が
、
死
ね
ば
恩
給
が
も
ら
え
る
か
ら
」

と
母
親
に
言
い
残
し
て
亡
く
な
っ
た
と
い
い
、
実
際
に
恩
給
の
受
給
は
あ
っ
た
と
い

う
。
靖
国
神
社
合
祀
は
昭
和
四
十
二
年
と
い
い
、
す
ぐ
に
は
合
祀
さ
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
軍
の
規
定
で
は
戦
病
死
と
さ
れ
ず
進
級
や
靖
国
神
社
合
祀
も
な
か
っ
た

が
、
扶
助
料
が
裁
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恩
給
法
の
規
定
で
は
公
務
に
基
因
す

る
傷
痩
疾
病
に
よ
る
死
亡
と
認
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

C
は
、
戦
没
者
履
歴
簿
に
よ
る
と
、
現
役
で
東
部
六
十
四
部
隊
（
佐
倉
）
に
入
営
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し
、
翌
月
高
座
郡
に
演
習
に
行
き
、
入
院
し
て
死
亡
し
た
と
あ
る
。
入
営
後
三
ヶ
月

半
で
の
病
死
で
あ
る
。
台
帳
に
官
等
級
の
記
載
は
な
い
が
、
戦
没
者
履
歴
簿
に
陸
軍

一
等
兵
と
あ
る
の
で
、
進
級
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

D
は
、
「
死
亡
」
で
あ
る
が
、
遺
族
台
帳
に
は
翌
年
に
公
葬
が
行
わ
れ
、
「
遺
族
記

章
願
出
済
」
、
靖
國
神
社
欄
に
昭
和
二
十
一
年
十
月
十
八
日
合
祀
の
記
載
が
あ
る
の

で
、
戦
病
死
の
扱
い
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
戦
没
者
履
歴
簿
に
も
「
北
支
戦

線

に
於
い
て
戦
病
死
す
」
と
あ
る
。
な
ぜ
「
戦
傷
病
死
」
を
抹
消
し
て
「
死
亡
」
と

し
た
の
か
の
疑
問
が
残
る
。

　
以

上
の

う
ち
、
A
は
非
公
務
に
よ
る
病
死
の
扱
い
で
あ
る
が
、
B
～
D
は
、
扶
助

料
が
裁
定
さ
れ
、
あ
る
い
は
病
死
に
よ
る
進
級
が
あ
り
、
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
る

な
ど
、
戦
病
死
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
非
公
務
死
】

E
、
昭
和
十
八
年
：
死
亡
区
分
の
「
死
亡
」
以
外
を
抹
消
し
て
「
戦
地
死
亡
（
非
公
務
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
と
記
載
し
、
戦
没
場
所
欄
に
「
△
△
△
△
ム
フ
ェ
ゼ
ス
ト
ン
俘

　
　
　
　
　
　
　
　
虜
収
容
所
」
と
あ
る
。
海
軍
下
士
官
。

　
遺
族
台
帳
に
は
、
死
亡
に
か
か
わ
る
横
須
賀
地
方
復
員
局
人
事
部
履
歴
係
主
任
か

ら
の
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
九
日
付
文
書
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
「
情
報
に
依
り
ま

す
と
御
令
息
殿
に
は
「
△
△
△
△
△
、
フ
ェ
ゼ
ス
ト
ン
」
俘
虜
収
容
所
に
被
収
容
服

役
中
、
昭
和
十
八
年
△
月
△
△
日
、
作
業
上
の
こ
と
か
ら
同
所
職
員
と
俘
虜
代
表
者

と
の
間
に
感
情
的
衝
突
が
あ
り
、
同
所
職
員
の
登
砲
を
受
け
、
若
干
名
の
死
亡
者
を

出
し
ま
し
た
が
、
御
令
息
も
御
気
毒
な
が
ら
そ
の
犠
牲
者
の
一
員
と
な
ら
れ
た
の
で

御
座
い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
△
は
国
名
・
月
日
を
伏
せ
た
）
。
戦
没
者
履
歴

簿
は
、
同
日
に
「
戦
地
死
亡
」
と
記
す
一
方
で
、
部
隊
長
の
住
所
氏
名
を
記
し
「
右

の

通
信
で

は
昭
和
1
7
、
1
1
、
1
1
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
攻
撃
に
て
敵
前
に
自
爆
す
」

と
記
載
し
て
い
る
。
遺
族
台
帳
の
戦
没
年
月
日
も
当
初
は
こ
の
日
に
記
載
し
て
あ
っ

た
も
の
を
、
右
の
復
員
局
の
文
書
に
記
す
日
に
訂
正
し
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
を
遺
族

は

ど
う
受
け
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
墓
標
が
あ
る
。
代
々
墓
に
戒
名
・
俗
名

を
刻
む
と
と
も
に
、
死
亡
日
は
復
員
局
の
文
書
に
記
す
日
の
前
日
と
し
、
「
南
方
ソ

ロ

モ

ン
ニ
テ
戦
死
ス
」
と
刻
ん
で
い
る
。
そ
の
死
は
部
隊
長
の
通
信
に
従
っ
て
、
ソ

ロ

モ
ン

諸
島
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
戦
死
し
た
と
捉
え
、
死
亡
日
は
復
員
局
の
文
書
に

拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
葉
山
町
遺
族
会
が
昭
和
四
六
年
に
作
成
し
た
『
遺
族
会

二
五
年
の
あ
ゆ
み
』
に
は
、
日
付
・
場
所
と
も
に
復
員
局
の
文
書
が
記
す
通
り
に
な
っ

て

い

る
。
情
報
が
あ
ま
り
な
い
中
で
何
を
信
じ
る
べ
き
な
の
か
、
遺
族
の
揺
れ
動
く

思
い

を
み
る
よ
う
で
あ
る
。

【
自
殺
】

F
、
昭
和
十
八
年
：
死
亡
区
分
の
「
死
亡
」
以
外
を
抹
消
、
そ
の
下
に
「
自
サ
ツ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
と
記
す
。
戦
没
場
所
は
国
外
。
兵
。

G
、
昭
和
十
九
年
：
死
亡
区
分
の
「
死
亡
」
以
外
を
抹
消
、
そ
の
下
に
「
自
殺
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
記
す
。
戦
没
場
所
は
国
内
で
、
欄
外
上
部
に
「
死
亡
」
と
記
す
。
兵
。

H
、
昭
和
二
十
年
十
月
：
死
亡
区
分
の
「
死
亡
」
以
外
を
抹
消
。
戦
没
場
所
は
「
中

　
　
　
　
　
　
　
　
華
民
國
天
津
市
大
日
本
武
官
府
」
と
あ
る
。
佐
官
。

　

F
は
、
公
葬
が
通
常
に
行
わ
れ
て
県
知
事
や
宮
家
・
援
護
団
体
な
ど
の
香
華
料
も

あ
り
、
大
東
亜
戦
争
死
没
者
行
賞
賜
金
・
特
別
賜
金
も
下
付
さ
れ
、
陸
軍
大
臣
代
理

の
慰
問
も
行
わ
れ
て
い
る
。
但
し
、
遺
族
記
章
欄
に
「
下
附
セ
ラ
レ
ズ
」
と
記
さ
れ
、

靖
国
神
社
合
祀
欄
に
記
載
が
な
い
。
戦
没
者
整
理
名
簿
に
掲
載
さ
れ
、
遺
族
年
金
と

弔
慰
金
の
請
求
手
続
き
が
さ
れ
て
い
る
。

　
G
は
、
自
殺
当
日
付
の
「
死
体
検
案
書
」
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
死
亡
時
刻
は
「
午

前
五
時
（
推
定
）
」
と
い
う
。
応
召
に
よ
り
入
営
し
、
四
ヶ
月
半
で
自
殺
し
た
。
年

齢

は
三
十
二
歳
、
死
に
至
ら
し
め
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
公
葬
や
行
賞
・
遺
族
記
章
等
の
欄
に
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
H
は
、
公
葬
や
行
賞
金
名
等
の
欄
に
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
戦
没
者
履
歴
簿

に
も
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
北
京
駐
在
の
海
軍
武
官
で
、
兵
学
校
名
簿
に
「
自
決
」
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と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
こ
と
で
、
責
任
自
殺
と
思
わ
れ
る
。

⑤
「
生
死
不
明
」
の
記
載

　
生
死
不
明
に
つ
い
て
は
、
「
葉
山
町
戦
破
者
名
簿
」
に
「
遺
族
台
帳
」
と
は
別
の
「
生

死
不
明
者
毫
帳
」
が
あ
る
。
B
4
判
横
ガ
リ
版
刷
り
で
、
遺
族
台
帳
の
最
も
簡
略
な

形
式
で
あ
る
〈
書
式
6
＞
と
近
似
し
て
い
る
。
右
上
の
表
題
に
「
生
死
不
明
者
毫
帳
」

と
あ
り
、
そ
の
下
に
次
の
記
載
欄
が
あ
る
。
左
半
分
は
余
白
で
「
記
事
」
と
の
み
記

載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
生
死
不
明
者
官
等
氏
名
、
生
年
月
日

　
　
生
死
不
明
ノ
場
所

　
　
生
死
不
明
年
月
日

　
　
公
報
年
月
日

　
　
本
籍
地
、
現
住
所

　
　
原
隊
又
ハ
所
属
部
隊

　
　
不
明
者
ト
ノ
績
柄
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
備
考
（
遺
族
欄
、
八
名
分
の

　
　
余
白
が
あ
る
ー
筆
者
）

　
全
て

陸
軍
の
兵
で
十
五
名
分
の
台
帳
が
あ
り
、
一
覧
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

（表
9
）

　

「
生
死
不
明
ノ
場
所
」
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
十
三
名
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
ビ
ル
マ

が
各
一
名
で
あ
る
。
「
生
死
不
明
年
月
日
」
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
が
昭
和
十
九
年
四

月
で
一
番
早
く
、
ビ
ル
マ
は
二
十
年
三
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
十
九
年
十
一
月
～
二
十

年
七
月
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
台
帳
は
全
て
斜
線
で
抹
消
さ
れ
、
「
昭
和
二
十
二
年
○

月
○
日
付
公
報
二
依
リ
戦
死
確
認
」
「
遺
族
台
帳
移
記
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

公
報

に
よ
り
戦
死
確
認
し
、
遺
族
台
帳
に
移
記
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
報
の

日
付
は
、
下
の
表
の
よ
う
に
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
か
ら
二
十
二
年
十
二
月
ま
で
及

ん

で

い

る
。
戦
死
確
認
に
よ
り
、
生
死
不
明
と
戦
死
の
年
月
日
が
同
じ
と
い
う
の
は

十
五
名
中
に
七
例
あ
り
、
不
明
日
を
戦
死
の
日
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

表9生死不明者一覧

等
級

年
月

生
死
不
明
場
所

公
報
の
日
付

1

上
等
兵

19

4

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
島
「
ア
イ
タ
ベ
」
「
ボ
ル
ラ
ン
ヂ
ャ
」
間

昭
和
2
1
年
1
2
月
付

2

一等
兵

20

6

比
島
タ
ヤ
バ
ス
島

昭
和
2
2
年
1
2
月
1
0
日
付

3

上
等
兵

19

12

比
島
レ
イ
テ
島
西
海
岸
ア
ビ
バ
オ

昭
和
2
2
年
5
月
2
7
日
付

4

上
等
兵

20

4

比
島
ネ
グ
ロ
島
シ
ラ
イ
山
中

昭
和
2
2
年
7
月
1
5
日
付

5

一等
兵

19

12

比
島
レ
イ
テ
島
西
海
岸
ア
ビ
バ
オ

昭
和
2
2
年
5
月
2
7
日
付

6

一等
兵

20

6

北
部
ル
ソ
ン
山
岳
州
ア
ナ
オ

昭

和
2
2
年
6
月
2
6
日
付

7

一等
兵

20

1

レ
イ
テ
島
リ
モ
ン

昭
和
2
2
年
8
月
1
0
日
付

8

上
等
兵

20

4

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
マ
ラ
イ
ヤ
ル

昭
和
2
2
年
5
月
9
日
付

9

一等
兵

20

1

比
島
方
面
レ
イ
テ
島
リ
モ
ン

昭
和
2
2
年
8
月
1
0
日
付

10

一等
兵

20

1

レ
イ
テ
島
リ
モ
ン

昭

和
2
2
年
8
月
1
0
日
付

11

一等
兵

19

11

レ
イ
テ
島
リ
モ
ン

昭
和
2
2
年
6
月
9
日
付

12

上
等
兵

20

5

呂
宋
島
ボ
ソ
ボ
ソ
附
近

昭

和
2
2
年
7
月
2
5
日
付

13

上
等
兵

20

3

ビ
ル
マ
國
メ
イ
ク
デ
ー
ラ

（
「
戦
死
確
認
」
の
み
）

14

伍

長

20

7

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ワ
ロ
エ
附
近

昭
和
2
2
年
8
月
1
0
日
付

15

兵

長

20

1

レ
イ
テ
島
リ
モ
ン

昭

和
2
2
年
9
月
4
日
付

　

生
死
不

明
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
軍
の
規
定
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
詳
述
し

な
い
が
、
所
属
長
が
死
亡
と
認
定
す
る
場
合
に
、
「
恩
典
拝
受
後
萬
一
蹄
投
又
ハ
生

存
セ
ル
コ
ト
判
明
セ
バ
恐
催
ノ
事
態
ヲ
惹
起
ス
ベ
キ
ニ
依
リ
之
ガ
決
定
ハ
最
モ
慎
重

ヲ
要
ス
」
と
あ
り
、
恩
典
授
与
後
の
生
還
を
「
恐
催
ノ
事
態
」
と
し
て
、
死
亡
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

を
慎
重
に
行
う
よ
う
昭
和
十
四
年
十
一
月
の
陸
軍
省
副
官
通
牒
で
述
べ
て
い
る
。
こ

の

こ
と
が
、
生
死
不
明
の
状
態
を
長
引
か
せ
、
遺
族
の
苦
し
み
を
増
幅
さ
せ
た
よ
う

で
、
昭
和
二
十
年
三
月
の
陸
軍
次
官
通
牒
で
は
「
生
死
不
明
者
ノ
虞
理
二
付
テ
ハ
一

面
最
モ
慎
重
確
實
ヲ
期
ス
ル
ト
共
二
他
面
遺
族
及
國
民
一
般
二
及
ホ
ス
影
響
ヲ
考
慮

シ
迅
速
二
虚
理
ス
ル
ノ
要
ア
ル
ヲ
以
テ
」
他
業
務
に
忙
殺
さ
れ
て
こ
れ
を
放
置
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

こ
と
な
ど
の
な
い
よ
う
に
と
通
牒
し
て
い
る
。
し
か
し
上
記
に
み
る
よ
う
に
、
戦
死

確
認
は
既
に
軍
が
解
体
し
て
い
る
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
以
降
で
あ
り
、
通
牒
に
記

す
よ
う
な
迅
速
な
処
理
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑥
生
還
者
の
記
載

　
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」

に
、
斜
線
が
引
か
れ
て
「
生
還
者
」
と
記
載
さ
れ
た
人
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は
三
名
い
る
。
全
て
戦
死
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、

は
次
の
通
り
で
あ
る
（
A
B
は
下
士
官
、
C
は
兵
）
。
そ
の
内
容
と
、
生
還
の
記
載

戦
死
の

記
載

生
還
の
記
載

A
昭
和
一
九
年
八
月
二
五
日
戦
死
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
コ
ー
ル

昭
和
二
十
一
年
四
月
六
日
生
還
者

B
昭
和
二
〇
年
五
月
八
日
戦
死
モ
ロ
タ
イ
島
チ
ヨ
川
方
面

昭
和
二
十
一
年
四
月
四
日
生
還
、
（
生
還
者
）

C
昭
和
二
〇
年
八
月
七
日
戦
死
河
内
空

生
還
者
、
（
生
還
者
）

＊
生
還
の
記
載
に
つ
い
て
、
A
B
は
赤
鉛
筆
、
C
の
（
）
内
は
赤
ペ
ン
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

C
は
生
還
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
遺
族
台
帳
の
末
尾
余
白
に
「
昭

和
二
十
二
、
十
、
十
附
横
人
横
須
賀
地
方
復
員
局
人
事
部
長
よ
り
公
報
あ
り
。
同

二
十

二
、
五
、
二
十
一
日
弔
問
済
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
日

付
公
報
で
彼
の
戦
死
が
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
年
五
月
の
「
弔
問
」
と
は

誰
の

弔
問
か
不
明
で
あ
る
。
海
軍
大
臣
代
理
の
慰
問
は
二
十
一
年
十
月
三
日
～
十
一

日
に
集
中
し
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
の
記
録
は
な
い
。
役
場
の
成
井
吏
員
で
あ

ろ
う
か
。
な
お
、
三
名
と
も
台
帳
に
恩
典
に
該
当
す
る
記
載
が
な
い
の
で
、
右
の
陸

軍
省
副
官
が
通
牒
で
述
べ
た
「
恐
灌
ノ
事
態
」
は
免
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
7
）
公
葬

　
遺
跡
台
帳
に
は
、
六
種
類
の
書
式
が
あ
り
、
公
葬
の
記
載
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て

い

る
の
か
は
既
に
述
べ
た
。
公
葬
の
欄
が
あ
る
の
は
書
式
1
～
書
式
4
ま
で
で
、

そ
の
内
書
式
1
に
は
公
葬
場
所
を
「
葉
山
國
民
学
校
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
書

式

2
～
4
に
は
場
所
が
空
欄
に
な
り
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
国
民
学
校
で

行
わ

れ

な
く
な
っ
て
以
降
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
香
華
料
等
の
欄
に
も
変
化
が

み

ら
れ
て
い
る
。
香
華
料
を
含
め
た
公
葬
一
覧
は
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
す
る
が
、
公

葬
は
概
略
表
1
0
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
表
を
参
考
に
、
以
下
公
葬
の
実
態
を
探
っ

て

み
る
。

表10葉山町における公葬一覧
　　　（「葉山町戦残者名簿」による

一一 一一

1
3
年

0
一
〇
－
　
一
　
－

5
一
1
0

！
§
三
2
5

i
i
i
6

6
1
7

7
百
7
イ

元
元

口
え
1
3

i
2
1
6

τ
2
元
∫
7

！
6
1
2
1

i
2
i
7

i
i
三

万
i
ラ

三
1
5

星
日

1 1 2 1 1 2 1 2 1 3 1 2 1 1 1 1 3 人
数

葉
山
下
山
葉
山
D 〃 〃 〃 葉

山
C 〃 〃 葉

山
B A 〃 〃 葉

山 場
所

17竺
一
9
‥

一
8
‥

7
－
≡τ
2
z

τ
l
i

三
i
δ

言
『

2
9
三
6

i
2
2
i

ラ
2
6
7
G

！
9
三
2
6

i
2
1
；

！
8
1
1
5

7
2
；

一一 一一

30 10 11

三
1
3

三
1
1

月
日

1 3 1 1 2 6 1 1 2 7 1 6 7 3 1 1 1 人
数

自
宅
仙
光
院

玉
蔵
院

芝
増
上
寺

葉
分
相
福
寺

仙
光
院

自
宅
〃 葉
山
E 〃 〃 〃 〃 〃 葉

山 場
所

一
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
一

i
2
－
一

i
2 言
2
6

三
2
↓

言
1
6

元
ぢ
言
元

ぎ
i
；

ぞ
！
⊥
2
3
T
T

i
2
丁

i
l
；
6

i
l
2
i

i
6
2
；

弓
9
1
9
1
6

竺
星
日7 互

1 1 1 2 1 4 1 2 1 2 1 4 2 4 2 人
数

自
宅
自
宅
福
巖
寺

新
善
光
寺

本
円
寺

光
徳
寺

自
宅
本
円
寺

萬
福
寺

仙
光
院

相
福
寺

光
徳
寺

本
円
寺

萬
福
寺

新
善
光
寺

場
所

＊
葉
山
：
葉
山
国
民
学
校
、
下
山
：
下
山
口
部
落
民
葬
、
葉
分
：
上
山
口
分
教
場
、

　
A
：
有
馬
国
民
学
校
、
B
：
東
京
市
明
治
小
学
校
、
C
：
千
葉
県
清
川
村
、

　
D
：
渋
谷
区
役
所
、
E
：
大
阪
軍
人
会
館

①
祭
菜
料
・
香
華
料
等

　
公
葬
に
供
せ
ら
れ
る
供
物
・
香
華
料
な
ど
に
つ
い
て
、
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」

に
は
、
各
書
式
に
よ
り
異
な
る
も
の
の
、
天
皇
皇
后
陛
下
の
祭
粂
料
、
軍
関
係
で
は

三
長
官
と
横
須
賀
鎮
守
府
、
宮
家
別
邸
と
三
井
別
荘
、
各
種
団
体
、
県
知
事
な
ど
や

大
臣
慰
問
等
の
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
祭
粂
料
及
び
三
長
官
か
ら
の
供
物
は
、
戦

死
・
戦
傷
死
・
戦
病
死
し
た
軍
人
軍
属
や
航
空
機
搭
乗
勤
務
中
の
殉
職
者
な
ど
に
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

賜
さ
れ
供
え
ら
れ
た
も
の
で
、
部
隊
葬
の
際
に
霊
前
に
供
え
ら
れ
、
公
葬
で
も
祭
壇

を
飾
り
、
遺
族
に
渡
さ
れ
た
。
祭
粂
料
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
七
年
九
月
八
日
付
陸

亜
普
第
九
一
五
号
「
祭
粂
料
二
関
ス
ル
件
陸
軍
一
般
へ
通
牒
」
に
、
従
来
戦
時
死
亡

者
生
死
不
明
者
報
告
に
基
づ
い
て
祭
粂
料
下
賜
の
詮
議
を
し
て
い
た
が
、
報
告
の
遅
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延
が
あ
り
祭
粂
料
拝
受
も
ま
た
遅
延
し
て
遺
憾
で
あ
る
の
で
、
今
後
「
祭
棄
料
下
賜

二

関
ス
ル
報
告
要
領
」
に
基
づ
き
、
「
部
隊
慰
霊
祭
ノ
際
霊
前
二
供
ヘ
ラ
ル
如
ク
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ノ
都
度
機
ヲ
失
セ
ス
報
告
セ
ラ
レ
度
」
と
通
牒
し
て
い
る
。
三
長
官
供
物
と
は
、
陸

軍
大
臣
・
参
謀
総
長
・
教
育
総
監
か
ら
の
供
物
で
、
供
物
料
や
対
象
に
は
変
遷
が
あ
っ

た
。
昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十
八
日
付
陸
支
普
第
二
〇
二
九
号
で
、
従
来
将
校
、
准

士
官
・
下
士
官
、
兵
・
軍
属
に
分
け
ら
れ
て
い
た
供
物
料
を
一
律
各
＝
二
円
と
し
て
、

将
校
に
は
別
に
三
次
官
か
ら
の
供
物
が
各
一
〇
円
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
十
七
年
四
月
十
八
日
付
陸
亜
普
第
四
六
四
号
で
、
一
律
十
円
と
な
り
、
翌
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

年
一
月
十
五
日
付
陸
亜
普
第
七
五
号
で
さ
ら
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
軍
関
係
で
は
他

に
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
の
項
目
に
は
な
い
が
、
陸
軍
で
あ
れ
ば
師
団
長
・
旅
団

長
・
聯
隊
長
か
ら
の
花
輪
料
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
皇
族
か

ら
の
香
華
料
（
「
御
香
料
」
）
は
、
葉
山
町
に
別
邸
等
を
構
え
て
い
た
宮
家

か

ら
の
も
の
で
あ
る
。
御
用
邸
・
宮
家
別
邸
・
名
士
の
別
荘
が
多
い
葉
山
町
の
特
色

と
い
え
る
。
宮
家
か
ら
の
香
華
料
等
は
、
秩
父
宮
・
北
白
川
宮
・
高
松
宮
・
東
伏
見

宮
・
三
笠
宮
の
五
家
で
あ
る
。
宮
家
及
び
三
井
別
荘
に
つ
い
て
の
概
略
は
次
の
通
り

　
　
（
2
0
）

で
あ
る
。

　
　
秩
父
宮
別
邸
　
　
葉
山
町
一
色
二
二
三
三
番
地
。
昭
和
四
年
一
二
月
、
同
年
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
築
の
田
口
儀
三
郎
邸
を
買
上
。

　
　
北
白
川
宮
別
邸
　
葉
山
町
一
色
二
四
三
五
番
地
。
明
治
二
六
年
五
月
建
設

　
　
高
松
宮
別
邸
　
　
葉
山
町
一
色
二
二
〇
八
番
地
。
大
正
二
年
＝
月
に
有
栖
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
別
邸
（
明
治
二
三
年
建
設
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
継
承
。

　
　
東
伏
見
宮
別
邸
　
葉
山
町
堀
内
一
九
六
八
番
地
。
大
正
三
年
二
月
建
設

　
　

三

井
別
荘
　
　
　
葉
山
町
一
色
一
七
五
〇
番
地
。
昭
和
六
年
建
設

　
三
笠
宮

は
、
葉
山
に
別
邸
を
構
え
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
大
正
八
年
に
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

さ
れ
た
御
用
邸
付
属
邸
が
「
澄
宮
様
邸
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
三
笠
宮
崇

仁
親
王
（
澄
宮
）
は
幼
少
時
に
付
属
邸
に
お
住
ま
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和

十
六
年
に
結
婚
さ
れ
、
同
二
十
一
年
一
月
五
日
に
崇
仁
妃
は
葉
山
町
一
色
一
七
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

番
地
の
御
仮
寓
所
で
第
一
男
子
寛
仁
親
王
を
出
産
さ
れ
て
い
る
。
同
住
所
は
上
記
の

よ
う
に
三
井
別
荘
の
地
で
あ
り
、
そ
こ
を
仮
寓
所
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
笠

宮
の
香
華
料
は
昭
和
二
十
一
年
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
産
後
葉
山
に
と
ど
ま
っ

た
三
笠
宮
家
か
ら
香
華
料
が
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
各
種
団
体
と
し
て
、
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
・
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
神
奈
川
県

支
部
・
日
本
赤
十
字
社
・
帝
国
在
郷
軍
人
会
（
甲
府
支
部
三
浦
郡
聯
合
分
会
・
同
聯

合
分
会
葉
山
町
分
会
）
・
銃
後
奉
公
会
・
婦
人
会
な
ど
か
ら
香
華
料
等
が
あ
っ
た
。

神
奈
川
県
知
事
か
ら
は
、
県
の
規
定
に
よ
る
と
、
当
時
は
「
花
環
料
」
一
柱
十
五
円
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

「
慰
問
金
」
一
遺
族
十
円
で
あ
っ
た
。

　
大
臣
慰
問
に
つ
い
て
、
根
岸
家
文
書
を
例
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
（
役
場
封
筒
・
役
場
罫
紙
使
用
）
。

　
　
葉
収
第
五
三
六
四
號

　
　
昭
和
拾
参
年
九
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
葉
山
町
長
固
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
岸
シ
ュ
ン
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
戦
没
者
遺
族
慰
問
ノ
件

　
　
左
記
ノ
通
陸
軍
大
臣
代
理
官
御
宅
御
慰
問
ノ
旨
通
牒
有

　
　
之

候
二
付
御
承
知
相
成
度
及
移
牒
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
記

　
　
　
　
　
慰
問
日
時
　
九
月
二
十
八
日
午
前
八
時
三
十
分
頃
役
場
到
着

　
　
　
　
　
慰

問
者
　
陸
軍
歩
兵
中
佐
村
上
廉
平

　

葉
山
町
役
場
か
ら
町
長
名
の
文
書
で
、
慰
問
の
日
時
と
訪
問
者
が
遺
族
宛
に
知
ら

さ
れ
る
。
遺
族
台
帳
に
よ
る
と
、
慰
問
金
は
三
十
円
で
あ
っ
た
。

②
公
葬
の
場
所

　
先
掲
の
表
1
0
に
よ
る
と
、
公
葬
の
場
所
は
、
昭
和
十
三
年
か
ら
十
九
年
ま
で
は
、
「
下

山
口
部
落
民
葬
」
の
一
例
を
除
い
て
「
葉
山
国
民
学
校
」
で
あ
っ
た
。
国
民
学
校
の
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名
称
は
、
国
民
学
校
令
に
よ
る
昭
和
十
六
年
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
名
称
は
葉

山
尋
常
高
等
小
学
校
で
あ
る
。
葉
山
町
に
は
、
明
治
六
年
に
遡
る
山
口
学
校
と
堀
内

学
校
、
明
治
十
四
年
に
山
口
学
校
分
教
場
を
独
立
さ
せ
た
一
色
学
校
の
三
校
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
変
遷
を
経
て
、
大
正
一
五
年
に
教
育
の
向
上
を
期
し
て
小
学
校
を
一
校
に

統
合

し
、
葉
山
尋
常
高
等
小
学
校
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
山
口
学
校
（
第
一
葉
山

尋
常
高
等
小
学
校
分
教
場
）
は
上
山
口
分
教
場
と
な
っ
た
。
公
葬
は
、
そ
の
葉
山
町

唯
一
の
小
学
校
で
あ
る
葉
山
尋
常
高
等
小
学
校
（
の
ち
葉
山
国
民
学
校
）
の
講
堂
で

主

に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
講
堂
は
、
「
味
の
素
」
の
創
業
者
鈴
木
三
郎
助
（
二
代
目
）

が
、
葉
山
町
へ
の
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
二
年
に
建
設
費
三
万
円
を
寄
付

し
て
で
き
た
施
設
で
あ
る
。
当
時
の
地
方
に
あ
っ
て
は
、
小
学
校
は
一
般
に
公
会
堂

的
役
割
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
葉
山
小
学
校
の
講
堂
は
、
鈴
木
三
郎
助

が
町

に
寄
贈
し
て
建
設
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
死
者
以
外
の
町
葬
も
含

め

て

利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
年
に
な
る
と
、
公
葬
の
場
所
が
葉
山
国
民
学
校
か
ら
上
山

口

分
教
場
や

寺
院
・
自
宅
な
ど
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
葉
山
国
民
学
校
の
本

校
を
使
用
し
な
か
っ
た
理
由
は
明
確
で
は
な
い
が
、
戦
時
下
で
講
堂
を
使
用
で
き
な

い
事
情
が
生

じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
は
基
本
的
に
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る
。
特

に
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日
の
神
道
指
令
は
、
戦
死
者
の
公
葬
を
禁
じ
て
は
い
な

い

が
、
学
校
と
い
う
公
的
な
機
関
で
宗
教
行
事
を
行
う
こ
と
は
こ
れ
に
よ
り
で
き
な

い

状
態
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
公
葬
は
い
つ
ま
で
行
わ
れ
た
か

　
戦
没
者
の
公
葬
禁
止
に
つ
い
て
は
、
戦
後
一
年
以
上
経
過
し
て
、
昭
和
二
十
一
年

十
一
月
一
日
付
内
務
・
文
部
次
官
通
牒
「
公
葬
等
に
つ
い
て
」
（
発
宗
第
5
1
号
地
方

長
官
へ
）
が
発
せ
ら
れ
、
「
政
教
分
離
の
見
地
か
ら
」
と
し
て
、
第
三
項
に
「
戦
残

者
に
対
す
る
葬
儀
そ
の
他
の
儀
式
及
び
行
事
を
、
（
中
略
）
地
方
官
衙
又
は
地
方
公

共
団
体
が
、
こ
れ
を
主
宰
若
し
く
は
援
助
し
、
又
は
そ
の
名
に
お
い
て
敬
弔
の
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

表
明
す
る
や
う
な
こ
と
は
、
避
く
べ
き
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

遺
骨
の
出
迎
え
や
公
葬
、
お
よ
び
そ
の
際
の
民
衆
動
員
等
が
全
て
禁
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
戦
後
の
公
葬
は
い
つ
頃
ま
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
葉
山
町
戦

残
者
名
簿
」
に
よ
る
と
、
戦
後
の
町
葬
は
先
掲
の
表
の
よ
う
に
十
五
件
（
他
に
二
十

年
と
し
か
記
さ
な
い
事
例
が
二
件
）
行
わ
れ
た
。
昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日
の
光

徳
寺
に
お
け
る
公
葬
を
事
例
と
し
て
み
る
と
、
天
皇
皇
后
か
ら
の
祭
粂
料
伝
達
に
つ

い

て

「
昭
和
二
十
一
、
二
、
二
十
五
、
一
〇
（
円
）
」
の
記
載
が
あ
り
、
軍
人
援
護

会
・
同
神
奈
川
県
支
部
・
葉
山
町
・
銃
後
奉
公
会
・
神
奈
川
県
知
事
か
ら
弔
慰
金
等

が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
葉
山
町
や
県
知
事
な
ど
公
的
な
機
関
か
ら
の
弔
慰

金

は
、
上
記
戦
後
の
事
例
の
全
て
に
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
町
葬
」
で
あ
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
公
葬
等
に
つ
い
て
」
の
通
牒
が
出
さ
れ
て
以
降
は
、
昭

和
二
十
一
年
十
二
月
に
「
自
宅
葬
」
が
二
件
あ
る
が
、
公
的
機
関
か
ら
の
弔
慰
金
の

記
載
が

な
い
。
通
牒
以
降
は
町
葬
を
行
わ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
葉

山
町
で
は
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
二
十
六
日
（
福
巌
寺
）
ま
で
は
、
場
所
を
寺
院
な

ど
に
変
え
て
い
る
が
、
公
葬
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
な
お
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
調
査
し
た
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す

る
資
料
調
査
2
』
に
よ
る
と
、
岐
阜
県
土
岐
市
の
夫
が
戦
死
し
た
妻
の
聞
き
取
り
調

査
の
結
果
と
し
て
、
遺
骨
引
き
取
り
の
翌
月
で
あ
る
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
二

日
に
「
町
葬
」
が
行
わ
れ
、
「
町
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

日
付
が
正
し
け
れ
ば
、
通
牒
後
の
公
葬
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

②
戦
没
者
を
表
象
し
た
記
念
碑
等

　
葉
山
町
は
、
既
述
の
よ
う
に
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
の
町
村
制
実
施
で
、

木
古
庭
・
上
山
口
・
下
山
口
・
一
色
・
堀
内
・
長
柄
の
六
村
が
合
併
し
て
葉
山
村
と

な
り
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
町
制
を
施
行
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
旧

六
村
は
、
現
在
で
も
大
字
と
し
て
町
内
の
六
つ
の
地
区
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
う

493



国立歴史民俗博物館研究報告

　第147集2008年12月

ち
、
戦
没
者
を
表
象
す
る
記
念
碑
等
は
、
堀
内
に
招
魂
碑
、
長
柄
に
忠
魂
碑
、
ヒ
山

U
に
日
露
戦
役
紀
念
碑
が
あ
り
、
寺
社
の
境
内
に
は
、
光
徳
寺
に
日
露
戦
病
妓
英
霊

碑
、
新
孟
n
光
寺
に
報
魂
碑
、
森
．
戸
神
社
に
総
霊
社
が
あ
り
、
戦
後
葉
山
町
が
建
設
し

た
葉
山
町
慰
霊
塔
も
、
堀
内
の
役
場
前
に
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
を
そ
の
形
態
か
ら

記

念
碑
等
・
総
霊
社
・
慰
霊
塔
に
分
け
、
概
要
を
記
す
と
と
も
に
、
地
域
で
戦
没
者

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
戦
没
者
が
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い
る
の
か
を
探
る
．
。

1
、
忠
魂
碑
・
招
魂
碑
・
慰
霊
碑
等
の
記
念
碑

（
1
）
仙
一
兀
山
頂
の
招
魂
碑
1
葉
山
町
堀
内
六
九
四
番
地

　
標
高
一
．
六
メ
ー
ト
ル
の
仙
元
山
の
山
頂
部
に
あ
る
．
、
頂
部
に
は
、
「
不
二
仙
元

大
菩
薩
」
と
刻
ま
れ
た
文
政
九
（
一
八
．
一
六
）
年
の
石
碑
が
建
ち
、
相
模
湾
か
ら
江

の

島
・
富
上
山
を
望
む
眺
望
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
．
招
魂
碑
は
、
そ
の
石
碑
の
西

側
、
頂
部
西
端
に
建
っ
て
い
る
，
自
然
石
板
碑
形
で
、
碑
身
の
高
さ
二
二
八
セ
ン
チ
、

幅
一
〇
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
一
七
セ
ン
チ
，
台
座
を
含
め
た
総
高
は
三
〇
八
セ
ン
チ
で

あ
る
．
正
面
に
「
招
魂
碑
」
と
あ
り
、
裏
に
次
の
銘
を
刻
む
．

西
南
之
役
　
明
治
卜
年
五
月
卜
κ
日
熊
本
縣
肥
後
國
玉
名
郡
横
平
山
二
於
テ
戦

　
　
　
　

　
死
ス
　
守
屋
半
治
郎

同
　
同
　
　
同
年
同
月
廿
日
同
縣
同
國
山
本
郡
向
坂
二
於
テ
戦
死
ス
　
小
峯
留

　
　
　
　
　
治
郎

明
治
冊
七
八
年
役
明
治
計
七
年
八
月
十
六
H
出
征
中
発
病
還
送
途
次
於
朝
鮮
海

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
死
亡
一
等
卒
…
犀
名
春
吉

同
　
　
　
　
　
　
同
年
九
月
八
日
清
国
奉
天
省
費
馬
集
於
兵
姑
病
院
死
亡
輸
卒

　
　
　
　
　
　

小
峰
伊
之
占

同
　
　
　
　
　
　
同
年
川
八
年
．
．
．
月
八
日
清
国
盛
京
省
於
小
集
屯
戦
死
．
等
卒

　
　
　
　
　
　

鈴
木
浅
治
－
艮

同同同同

同
年
三
月
九
B
清
国
盛
京
省
於
川
義
屯
戦
死
ヒ
等
兵

角
川
吉
松

同
年
十
一
月
二
日
出
征
中
発
病
於
廣
島
豫
備
病
院
死
亡
輸
卒

福
谷
春
吉

同
年
計
九
年
二
月
八
日
出
征
中
発
病
於
白
宅
死
亡
　
　
同

齋
藤
徳
治
良

同
年
舟
九
年
二
、
月
十
．
一
日
出
征
巾
発
病
於
自
宅
死
亡
　
同

鈴
木
貞
治
良

　
　
同
四
卜
一
年
ヒ
月
十
H
［
川
川
］
韓
国
成
鏡
道
慶
源
郡
新
［
川
］
於
テ
戦
死
ス

　
　
陸
軍
歩
兵
一
等
高
梨
佐
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（［
］
部
分
は
摩
滅
し
て
判
読
困
難
）

　
ム
い
座
の
裏
手
左
に
石
製
銘
板
が
あ
り
、
「
明
治
，
、
一
十
六
年
」
「
堀
内
在
郷
軍
事
會
登

起

人
」
と
し
て
ト
六
名
の
氏
名
を
刻
ん
で
い
る
．
右
に
も
石
製
銘
板
が
あ
り
、
「
賛

成
員
」
と
し
て
ゴ
、
十
五
名
の
氏
名
を
刻
ん
で
い
る
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
招
魂
碑
は
明

治
、
．
一
十
六
年
に
発
起
し
た
こ
と
が
わ
か
る
・
．
竣
工
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
西
南
戦
役

の
死

者
二
名
に
対
し
て
、
日
露
戦
争
の
死
者
し
名
は
列
を
揃
え
て
刻
ん
で
い
る
こ
と

か

ら
、
発
起
の
年
に
建
て
ら
れ
て
西
南
之
役
の
．
一
名
を
刻
み
、
H
露
戦
争
の
ヒ
名
は

戦
後
に
刻
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、

　
碑
に
刻
ま
れ
た
戦
没
者
の
内
訳
は
、
西
南
戦
争
．
．
名
、
日
露
戦
争
七
名
、
韓
国
で

の
戦

死
一
名
で
あ
る
　
こ
れ
ら
の

う
ち
、
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」

所
載
「
戊
申
・
u
清
・
H
露
戦
死

者
名
簿
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
小
峰
留
次
郎
・
岸
名
春
吉
・

小
峯
伊
之
助
・
鈴
木
浅
治
郎
・
福

谷
4
5
吉
・
斉
藤
徳
次
郎
・
高
梨
佐

助
の
七
名
（
氏
名
の
表
記
は
「
名

仙元山招魂碑

494



坂井久能［三浦郡葉山町における戦没者の記録］

簿
」
に
よ
る
）
で
、
全
て
住
所
は
堀
内
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
堀
内
の
光
徳
寺

境
内
「
日
露
戦
死
病
残
之
英
霊
」
碑
に
、
角
田
吉
松
・
福
谷
春
吉
・
鈴
木
浅
次
郎
・

岸
名
春
吉
・
小
峯
伊
之
吉
・
鈴
木
貞
次
郎
の
六
名
（
氏
名
の
表
記
は
碑
の
銘
に
よ
る
）

が
記

さ
れ
て
お
り
、
全
て
招
魂
碑
に
刻
ま
れ
た
人
名
と
重
な
る
。
「
名
簿
」
に
記
載

が

な
い
角
田
吉
松
も
、
光
徳
寺
過
去
帳
に
よ
る
と
堀
内
の
人
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
守
屋
半
治
郎
・
鈴
木
貞
次
郎
に
つ
い
て
は
住
所
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
が
、
招
魂
碑
の
発
起
人
は
「
堀
内
在
郷
軍
事
會
」
と
も
あ
る
の
で
、
こ

の

招
魂
碑
は
堀
内
地
区
の
戦
没
者
を
表
象
し
た
碑
表
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、

祭
祀
・
供
養
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
2
）
御
霊
神
社
の
忠
魂
碑
ー
葉
山
町
長
柄
六
六
二
番
地

　
旧
長
柄
村
の
鎮
守
御
霊
神
社
の
境
内
地
あ
り
、
社
殿
手
前
右
手
（
東
側
）
の
道
路

際
に
建
つ
。
砲
身
形
の
碑
は
高
さ
七
〇
セ
ン
チ
、
基
礎
と
三
段
の
台
座
の
上
に
乗

り
、
総
高
は
四
一
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
碑
に
「
忠
烈
　
伯
爵
東
郷
平
八
郎
書
」
と
あ

り
、
台
座
右
側
の
銅
板
に
「
日
露
戦
役
第
二
十
五
周
年
ヲ
記
念
之
ヲ
建
ツ
時
二
皇
紀

二
千
五

百
九
十
年
即
昭
和
五
年
也
　
登
起
　
帝
國
在
郷
軍
人
會
甲
府
支
部
葉
山
町

分
會
第
六
班
後
援
　
長
柄
固
設
計
　
綾
部
五
一
　
施
工
　
鈴
木
若
之
助
昭
和
⊥
ハ

年
十
一
月
竣
工
　
綾
部
　
粂
信
書
　
根
岸
次
郎
吉
刻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
か

ら
、
昭
和
六
年
十
一
月
に
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
葉
山
町
分
会
第
六
班
が
発
起
し
、
長

柄
区
が
後
援
し
て
竣
工
し
た
こ

と
カ
わ
カ
る
。
碑
に
は
死
者
の
氏

名
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
が
、
日

露
戦
争
二
十
五
周
年
を
記
念
し

て

建

立

し
て
い
る
の
で
、
長
柄

地
区
の
日
露
戦
争
戦
没
者
の
「
忠

烈
」
を
顕
彰
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
、
台
座
の
正
面
中
央
に
剥
が
し

御霊神社忠魂碑

た
跡
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
銅
板
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
現
在
、
碑
前
で
の
祭
祀
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（3
）
上
山
口
の
日
露
戦
役
紀
念
碑
－
葉
山
町
上
山
ロ
四
一
一
一
一
一
ノ
三

　
上

山
口
の
旧
道
際
の
私
有
地
に
あ
る
。
道
路
か
ら
北
に
四
段
の
石
階
段
を
敷
設

し
、
そ
の
上
の
僅
か
な
平
坦
部
分
に
建
つ
。
幅
一
五
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
一
〇
〇
セ
ン

チ
、
高
さ
二
七
セ
ン
チ
の
楕
円
形
自
然
石
の
基
礎
の
上
に
、
幅
一
一
一
・
五
セ
ン
チ
、

奥
行
三
六
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
三
．
、
一
セ
ン
チ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
方
形
台
座
が
あ
り
、

そ
の
上
に
幅
八
六
セ
ン
チ
、
奥
行
八
セ
ン
チ
、
高
さ
一
六
一
セ
ン
チ
の
白
然
石
板
碑

形
の

碑
を
乗
せ
る
。
碑
の
正
面
に
「
日
露
戦
役
紀
念
碑
」
と
刻
む
。
裏
に
は
「
出
征

軍
人
」
と
し
て
左
記
の
十
五
名
の
氏
名
を
刻
み
、
「
明
治
三
十
九
年
　
月
建
設
」
「
登

起
者

　
葉
山
消
防
組
第
五
部
員
葉
山
村
上
山
口
有
志
」
と
あ
る
。

　
　
岩
澤
　
市
松
・
岩
沢
　
長
吉
・
石
川
　
定
吉
・
福
原
　
重
助
・
戸
塚
　
友
吉

　
　
沼
田
　
福
松
・
岩
澤
　
勘
造
・
岩
澤
　
榮
吉
・
池
田
小
太
郎
・
岩
澤
　
三
造

　
　
石
川
慶
治
郎
・
岩
澤
　
駒
八
・
守
屋
　
　
一
・
齊
藤
　
倉
吉
・
鹿
島
　
甚
藏

　
銘
文
か
ら
、
明
治
三
十
九
年
、
葉
山
消
防
組
第
五
部
員
と
葉
山
村
上
山
口
の
有
志

が
発
起
し
て
建
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
碑
に
刻
む
十
五
名
の
「
出
征
軍
人
」
の
内
、

「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
所
載
「
戊
申
・
日
清
・
日
露
戦
死
者
名
簿
」
に
戸
塚
友
吉
．

岩
沢
勘
蔵
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
日
露
戦
争
の
戦
死
者
で
あ
る
（
氏
名
の
表
記
は

「名
簿
」
に
よ
る
）
。
沼
田
福
松
・

福

原
重
助
の
名
は
新
善
光
寺
の

報
魂
碑
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
お

そ
ら
く
日
露
戦
争
死
者
と
思
わ

れ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

当
碑
は
日
．
露
戦
争
の
戦
死
病
残

者

と
帰
還
兵
上
を
並
記
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、
祭

日露戦役紀念碑
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祀
・
供
養
は
行
わ
れ
て
い
な
い
．
、

（
4
）
光
徳
寺
門
前
の
日
露
戦
死
病
残
英
霊
碑
ー
葉
山
町
堀
内
一
三
四
九
番
地

　
浄
十
宗
光
徳
寺
の
境
内
地
に
あ
り
、
逗
子
道
か
ら
光
徳
寺
に
入
る
石
段
の
左
手
に

建

つ
．
幅
二
五
セ
ン
チ
・
奥
行
八
〇
セ
ン
チ
⊥
局
さ
八
ニ
セ
ン
チ
の
凝
灰
岩
に

よ
る
四
段
積
み
基
礎
と
、
幅
八
〇
セ
ン
チ
・
高
さ
四
六
セ
ン
チ
の
台
座
の
上
に
、
幅

七
三
セ
ン
チ
・
高
さ
八
一
セ
ン
チ
の
自
然
石
の
石
碑
が
建
つ
。
総
高
二
〇
九
セ
ン
チ
．

　
碑
に
は
、
正
面
に
左
記
の
銘
が
あ
り
、
裏
に
「
當
山
十
四
世
　
敬
警
澄
心
代
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
，

　
　
　

H
露
戦
死
病
残
之
英
蜜

　
　

南
無
阿
彌
陀
佛
規
與
（
花
押
）

　
　
　
　
角
田
　
吉
松
　
　
福
谷
　
春
吉

　
　
　
　
鈴
木
浅
次
郎
　
　
岸
名
　
春
吉

　
　
　
　
小

峯
伊
之
吉
　
　
鈴
木
貞
次
郎

　
碑
に
建
立
年
の
記
載
が
な
い
。
碑
に
隣
接
し
て
道
標
が
建
ち
、
「
逗
子
道
　
壼
里
」

「従
是
光
徳
寺
行
」
「
明
治
四
十
三
年
七
月
　
敬
與
代
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
と
道

標
は
と
も
に
十
四
世
敬
與
の
建
立
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
標
と
同
じ
頃
に
碑
も
建
て

ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
碑
に
刻
ま
れ
た
六
名
は
、
仙
元
山
の
招
魂
碑
に
も
刻

ま
れ
て
い
る
の
で
、
堀
内
の
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
光
徳
寺
の
檀
家
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
過
去
帳
で
確
認
で
き
た
の
は
三
人
の
み
で
あ
る
。
光
徳
寺
墓
地
で

彼

ら
の
墓
標
を
見
い
だ
せ
な
か
っ

た
，
、
堀
内
の
町
有
共
同
墓
地
海
宝

寺
に
一
人
、
．
兀
町
第
一
共
同
墓
地

に
．
一
人
の
墓
標
が
あ
り
、
こ
の
三

人
が
過
去
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
。

他
の
、
、
一
人
は
檀
家
で
な
い
可
能
性

も
あ
る
が
、
光
徳
寺
で
堀
内
の
戦

日露戦病殼英霊碑

死

者
六
名
（
仙
元
山
招
魂
碑
に
は
七
名
記
し
て
い
る
）
を
供
養
し
慰
霊
碑
を
建
て
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
昭
和
十
年
に
入
寺
し
た
現
住
、
十
九
世
清
水
嚴
矩

氏
の
談
に

よ
る
と
、
碑
前
で
の
供
養
を
行
っ
た
記
憶
は
な
い
と
い
う
。

（
5
）
新
善
光
寺
の
報
魂
碑
ー
葉
山
町
上
山
ロ
一
三
六
八
番
地

　
浄
土
宗
新
善
光
寺
の
境
内
地
、
庫
裡
の
東
側
に
あ
る
。
台
座
・
碑
と
も
に
自
然
石
で
、

碑
は
底
辺
一
五
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
二
〇
三
セ
ン
チ
の
略
三
角
形
．
台
座
を
含
め
た
総

高
は
二
五
三
セ
ン
チ
で
あ
る
，
碑
の
正
面
に
「
報
魂
碑
」
と
刻
ま
れ
、
裏
に
は
「
護

國
戦
没
者
英
名
」
と
し
て
左
記
の
地
区
別
に
合
計
＝
．
十
九
名
の
氏
名
が
石
製
銘
板
に

刻
ま
れ
て
い
る
．
、

　
　
唐
木
作
（
六
名
）
　
正
　
吟
（
七
名
）
　
新
　
沢
（
九
名
）
　
間
　
門
（
三
名
）

　
　

栗
　
坪
（
四
名
）
下
山
［
（
二
名
）
寺
前
（
三
名
）
　
一
　
色
（
四
名
）

　
　
戸
　
塚
（
一
名
）

　
碑
に
建
碑
年
月
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
が
、
昭
和
五
十
年
頃
と
い
う
，
地
区
名
の
う

ち
、
唐
木
作
・
正
吟
・
新
沢
・
間
門
・
栗
坪
・
寺
前
は
上
山
口
の
小
字
名
で
、
上
山

［

が
全
体
の
八
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
．
、
三
十
九
名
は
、
左
記
の
「
報
魂
碑
観

世
音
地
蔵
尊
供
養
会
」
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
当
山
関
係
の
英
霊
」
と
あ
る
の
で
、

新
善
光
寺
を
檀
家
と
す
る
「
護
國
戦
没
者
」

で

あ
る
。
三
十
九
名
の
う
ち
新
善
光
寺
墓

地

で

墓

標
を
確
認
で
き
た
の
は
十
四
名

で
、
死
亡
年
の
内
訳
は
、
昭
和
卜
三
年
一

名
、
十
四
年
一
名
、
卜
九
年
五
名
、
二
十

年
七
名
で
あ
る
。
そ
の
他
に
沼
田
福
松
・

福
原
重
助
の
二
名
は
既
述
の
よ
う
に
上
山

［

の

「
日
露
戦
役
紀
念
碑
」
に
も
刻
ま
れ

て

い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
碑
に
は

戦
役
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
確
認
で
き

報魂碑
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［三浦郡葉山町における戦没者の記録］ 坂井久能

る
の
は
、
口
露
戦
争
二
名
、
口
中
戦
争
二
名
（
内
一
名
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
）
、
太

．

平
洋
戦
争
十
．
一
名
で
あ
る
。

　
毎
年
五
月
十
八
日
に
「
，
報
魂
碑
観
世
音
地
蔵
尊
供
養
会
」
を
行
っ
て
お
り
、
当
寺

発
行
の
供
養
会
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

報
魂
碑
観
世
音
地
蔵
尊
供
養
会

　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

今
在
る
自
分
に
感
謝
と
反
省
の
気
持
を
持
っ
て

当
山
関
係
の
英
霊
御
霊
と
共
に
諸
尊
塔
の
供
養
会
を

奉
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様

に
お
詣
り
し
て
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
致
し
ま
す
。

日
時
　
五
月
十
八
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り

本
堂

　
観
音
堂
　
地
蔵
堂
　
報
魂
碑
と
参
拝
致
し
ま
す

講
演
　
岩
沢
直
捷
氏
　
元
県
行
政
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

平
成
十
三
年

檀
信

徒
各
位
　
　
　
　
　
　
　
　
新
善
光
寺

　
上

記
は
平
成
十
三
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
十
八
年
も
同
様
の
供
養
会
を
行
っ

た
由
で
あ
る
。
報
魂
碑
に
よ
る
英
霊
供
養
を
、
観
音
堂
・
地
蔵
堂
・
報
魂
碑
参
拝
の

供
養
会
に
位
置
づ
け
て
行
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
供
養
会
・
建
碑
年
に
つ

い
て

は
、
住
職
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
）
。

2
、
森
戸
神
社
の
総
霊
社
ー
葉
山
町
堀
内
一
〇
二
五
番
地

　
森
戸

神
社
の
境
内
に
あ
る
。
森
戸
神
社
（
森
戸
大
明
神
）
は
、
一
一
八
〇
年
に
源

頼

朝
が
三
島
明
神
を
勧
請
し
て
創
建
し
た
と
伝
え
る
古
社
で
、
事
代
主
命
・
大
山
祇

命
を
祭
神
と
す
る
。
「
葉
山
の
総
鎮
守
」
と
い
わ
れ
、
葉
山
町
堀
内
を
氏
子
区
域
と

し
て
き
た
。
総
霊
社
は
森
戸
神
社
の
境
内
社
で
、
瓦
葺
向
拝
付
社
殿
と
鳥
居
一
基
（
靖

国
鳥
居
）
、
「
総
霊
社
」
と
刻
ん
だ
石
製
社
号
標
、
下
掲
の
案
内
板
な
ど
が
あ
る
。

　
総
霊

社
は
、
昭
和
二
卜
一
年
に
境
内
の
社
殿
を
移
し
て
創
建
し
、
二
〇
年
程
前
に

今
の
祓
所
の
場
所
か
ら
移
し
て
再
建
し
た
と
い
う
，
昭
和
五
十
六
年
に
神
奈
川
県
神

社
庁

が
編
集
・
発
行
し
た
『
神
奈
川
県
神
社
誌
』
に
は
「
祖
霊
社
」
と
記
さ
れ
て
い

る
、
地
区
の
英
霊
を
祀
る
た
め
に
創
建
し
た
と
い
う
神
社
形
式
の
慰
霊
施
設
で
、
堀

内
地
区
を
氏
子
区
域
と
す
る
こ
と
か
ら
、
堀
内
の
氏
了
で
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦

争
ま
で
の
戦
死
病
没
者
を
祀
っ
た
社
で
あ
る
。
現
在
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
祖
霊
や
水

子
の
霊
も
祀
っ
て
い
る
。
社
殿
内
に
霊
璽
簿
が
奉
安
さ
れ
、
春
彼
岸
（
三
月
一
、
十
。

口
）
に
神
社
役
員
の
み
で
例
祭
を
執
行
し
て
い
る
と
い
う
（
以
ト
は
宮
司
か
ら
の
聞

き
取
り
に
よ
る
）
。

　
　
　
総
　
霊
　
社

　

英
霊
、
祖
霊
を
始
め
水
子
の
霊
な

ど
、
こ
の
社
に
は
多
く
の
霊
が
ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ど
な
た
の
霊
で
も
「
お
ま
つ
り
」
い

　
た
し
ま
す
の
で
お
申
し
出
て
下
さ
い
、

3
、
葉
山
町
慰
霊
塔
ー
葉
山
町
堀
内
二
一
四
五
番
地

葉
山
町
役
場
前
の
花
ノ
木
公
園
内
に
建
つ
。
慰
霊
塔
前
は
広
場
を
な
し
、
「
慰
霊

総霊社

総霊社案内板
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塔
広
場
」
と
い
わ
れ
る
。
慰
霊
塔
は
、
四
角
柱
の
塔
と
塔
舎
・
表
示
板
か
ら
な
る
。

塔
は
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
、
塔
舎
は
平
面
一
辺
四
・
八
メ
ー
ト
ル
の
方
形
で
、
前
方

を
吹
き
抜
け
に
し
、
中
央
部
に
塔
の
基
部
、
奥
正
面
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
「
銘
鑑
ボ
ッ

ク
ス
」
が
あ
る
。
ケ
ー
ス
内
に
は
布
を
被
せ
た
箱
が
あ
り
、
銘
鑑
が
入
っ
て
い
る
も

の

と
思
わ
れ
る
。
他
に
靖
国
神
社
神
璽
や
沖
縄
霊
石
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
三

方
の
内
壁
に
は
、
戦
死
者
の
名
板
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
表
示
板
は
塔
舎
の
前
方
に
あ

り
、
高
さ
一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
表
に
「
慰
霊
塔
」
、
裏
に
「
田
中

富
　
昭
和
四
拾
年
拾
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
（
以
上
は
葉
山
町
役
場
所
蔵
「
葉
山

町
慰
霊
塔
新
築
工
事
、
平
面
図
・
立
面
図
・
断
面
図
」
を
参
照
し
た
）
。

　
慰
霊
塔
は
、
葉
山
町
が
町
内
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
昭
和
四
十
年
十
月
に
建

立

し
た
も
の
で
、
『
遺
族
会
二
十
五
年
の
あ
ゆ
み
』
に
「
四
〇
・
一
〇
・
九
　
葉
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

町
戦
没
者
慰
霊
塔
除
幕
式
、
招
魂
式
、
慰
霊
祭
」
と
あ
る
。
塔
舎
内
部
の
内
壁
三
面

の

名
板
に
は
、
「
葉
山
町
戦
残
者
氏
名
」
と
し
て
、
地
区
別
に
あ
い
う
え
お
順
で
氏

名
を
刻
ん
で
あ
る
。
総
計
四
三
一
柱
で
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
氏
名
省

略
）
。

　
　
木
古
庭
　
二
一
柱
、
　
上
山
口
　
五
一
柱
、
　
　
下
山
口
　
四
一
柱
、

　

　
一
色
八
〇
柱
、
堀
内
一
六
一
柱
、
長
柄
五
九
柱

　
葉
山
町
が
昭
和
十
二
年
か
ら
戦
後
ま
で
の
戦
没
者
と
し
て
把
握
し
て
い
た
の
は
、

葉
山
町
役
場
所
蔵
の
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
の
登
載
者
で
、
三
六
九
名
で
あ
る
。

名
簿
に
脱
漏
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
が
、
慰
霊
塔
に
刻
ま
れ
た
数
が
多

い
の

は
、
昭
和
十
一
年
以
前
の
戦
死
病
没
者
と
転
出
・
転
入
者
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
「
戊
申
、
日
清
、
日
露
戦
死
者
名
簿
」

に

載
せ

る
一
九
名
は
、
全
て
慰
霊
塔
の
名
板
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
戊
辰
戦
争
戦

死
者
は
、
既
述
の
よ
う
に
西
南
戦
争
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
の
で
、
慰
霊
塔
名
板
に
刻

ま
れ
た
人
名
は
、
確
認
で
き
る
限
り
で
は
西
南
戦
争
以
降
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
葉
山

町
の
戦
死
病
没
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
慰
霊
塔
前
で
、
毎
年
十
一
月
に
葉
山
町
主
催
の
「
葉
山
町
戦
残
者
慰
霊
祭
」
、
八

月
に
は
遺
族
会
主
催
の
「
献
燈
会
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
十
七
年
に
執
行
さ
れ

た
慰
霊
祭
の
式
次
第
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
原
資
料
は
横
書
き
。
葉
山
町
役
場
福
祉

環
境
部
福
祉
課
提
供
）
。
「
慰
霊
祭
」
と
称
し
て
い
る
が
、
宗
教
行
事
を
伴
わ
な
い
い

わ
ゆ
る
追
悼
式
で
あ
る
。

　
献
燈
会
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
、
平
成
十
四
年
度
の
も
の
を
次
に
載
せ
る
（
原

資
料
は
横
書
き
。
葉
山
町
遺
族
会
長
提
供
）
。
献
燈
会
は
、
三
日
間
に
わ
た
り
慰
霊

塔
前
に
提
灯
を
並
べ
模
擬
店
が
出
て
盆
踊
り
が
あ
る
、
賑
や
か
な
夏
の
行
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
平
成
17

年
度
葉
山
町
戦
残
者
慰
霊
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
　
時
平
成
1
7
年
1
1
月
9
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午

後
1
時
0
0
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
所
　
葉
山
町
戦
没
者
慰
霊
塔
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
主
　
催
葉
　
山
　
町

開
　
　
　
式

黙
　
　
　
祷

追
悼
の
こ
と
ば

　
　
葉
山
町
長

　
　
葉
山
町
議
会
議
長

　
　
神
奈
川
県
知
事

　
　
神
奈
川
県
議
会
議
員

　
　
神
奈
川
県
遺
族
会
会
長

　
　
葉
山
町
遺
族
会
会
長

献
　
　
　
花
　
　
　
　
葉
山
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

来
　
　
賓
（
神
奈
川
県
知
事
他
）

表
　
　
　
彰
　
　
　
葉
山
町
長

閉
　
　
　
式
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一〔｝一

噺

嘗謬簿愁、子欝繧芸㌻

葉山町慰霊塔

　
　
　
　
　
　
　
　

第
1
8
回
献
燈
　
会

．

平
成
1
4
年
8
月
2
日
（
金
）
～
8
月
4
日
（
日
）
午
後
4
時
か
ら
9
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
雨
天
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

後　｝三

援催

祭
　
噺
　
し

盆
踊
り
大
会

楽
し
い
買
物

慰

　
霊

　
塔
　
広
　
場

（
一
色
上
山
口
祭
離
し
保
存
会
）

（葉
山
町
舞
踊
愛
好
会
有
志
）

模
擬
店
い
ろ
い
ろ
　
　
射
的
で
腕
試
し

葉
山
町
遺
族
会
（
お
問
い
合
わ
せ
〈
省
略
〉
）

葉
山
町
観
光
協
会

4
、
戦
没
者
に
対
す
る
重
層
的
な
慰
霊
・
供
養
の
体
系

　
以
上

に
、
戦
没
者
を
表
象
し
た
記
念
碑
等
に
つ
い
て
、
そ
の
形
態
別
に
戦
死
者
が

ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
表
象
す
る
対
象
の

範
囲
及
び
建
立
者
の
側
か
ら
記
念
碑
等
を
分
類
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
葉
山
町
全
体
の
戦
死
者
を
対
象
と
し
て
町
が
建
立
し
た
「
葉
山
町
慰
霊
塔
」
、

第
、
一
に
は
長
柄
・
堀
内
・
ヒ
山
日
の
地
区
（
旧
村
）
ご
と
に
地
区
団
体
が
地
．
区
の
戦

死
者
を
対
象
と
し
て
建
て
た
「
忠
魂
碑
」
「
招
魂
碑
」
「
U
露
戦
役
紀
念
碑
」
、
第
一
、
、

に
光
徳
寺
の
「
口
露
戦
死
病
殼
英
霊
碑
」
、
新
善
光
寺
の
「
報
魂
碑
」
、
森
．
戸
神
社
の

「
総
霊

社
」
に
見
る
よ
う
に
、
個
々
の
寺
社
が
檀
家
や
氏
子
崇
敬
者
を
対
象
と
し
て

建
て

た
碑
表
や
社
殿
形
式
の
慰
霊
施
設
で
あ
る
，
そ
し
て
、
例
え
ば
光
徳
苫
の
英
霊

碑
に
刻
ま
れ
た
戦
没
者
は
、
光
徳
寺
墓
地
に
墓
標
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
共
同

墓
地
等
に

墓

標
が
あ
り
、
六
名
の
内
三
名
は
光
徳
寺
の
檀
家
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
て
い
る
。
遺
族
に
よ
る
供
養
と
、
英
霊
碑
に
よ
る
供
養
を
受
け
る
と
と
も
に
、
六

名
全
員
が
堀
内
地
区
で
建
立
し
た
仙
元
山
招
魂
碑
に
刻
ま
れ
、
更
に
は
葉
山
町
の
慰

霊
塔

に
も
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
四
層
の
重
層
し
た
慰
霊
の
体
系
を
認

め

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
県
レ
ベ
ル
の
「
神
奈
川
県
戦
没
者
慰
霊
堂
」
（
神
奈

川
県
護
国
神
社
）
と
、
国
レ
ベ
ル
の
靖
国
神
社
を
加
え
る
と
、
六
層
の
慰
霊
体
系
と

な
る
，
す
な
わ
ち
、
墓
標
を
建
て
遺
族
に
よ
る
供
養
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
は
済
ま
ず

に
、
寺
社
や
地
域
や
町
が
戦
没
者
を
受
け
止
め
、
施
設
を
設
け
て
慰
霊
・
供
養
し
、

更
に

は

県
や
国
レ
ベ
ル
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
施
設
を
設
け
て
慰
霊
・
供
養
を
行
う
の
で

あ
る
．
、
こ
の
よ
う
な
重
層
的
な
慰
霊
・
供
養
の
体
系
は
、
戦
没
者
に
対
す
る
慰
霊
・

供
養
の
大
き
な
特
色
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
儀
式
も
仏
教
や
神
道
、
無
宗
教
な

ど
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遺
族
の
意
志
に
関
わ
り
な
く
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
特
色

　
　
　
　
　
　
　
（
が
）

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
慰
霊
施
設
が
建
立
さ
れ
、
祭
祀
が
行

わ
れ
た
時
期
が
異
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
慰
霊
体
系
が
全
て
同
時
期
に
亜
層
し
て
機

能
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
戦
前
期
に
お
け
る
神
奈
川
県
の
指
定
護
国
神
社
「
神

奈
川
県
護
国
神
社
」
は
、
造
営
途
中
の
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
九
口
に
横
浜
大
空
襲

で

社
殿
を
焼
失
し
て
お
り
、
完
成
し
て
い
な
い
。
県
内
の
戊
辰
戦
争
以
降
の
全
戦
没

者
の

祭
神
名
簿
を
整
え
、
遷
座
直
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
神
奈
川
県
戦
没
者
慰
霊
堂

は
、
昭
和
二
十
八
年
に
神
奈
川
県
が
建
設
し
た
護
国
神
社
に
か
わ
る
県
の
戦
没
者
慰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
7
）

霊

施
設
で
、
戦
災
死
者
を
も
含
め
た
県
内
の
戦
争
死
者
を
祀
っ
て
い
る
。
合
祀
者
数

は
五
ヒ
、
九
三
〇
柱
で
、
内
訳
は
軍
人
・
軍
属
五
二
、
七
九
二
柱
、
外
地
死
没
邦
人

二

八
↓
一
柱
、
戦
災
死
者
一
．
一
．
．
二
七
柱
で
あ
る
（
．
平
成
卜
四
年
五
月
現
在
）
。
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③
戦
没
者
の
墓
標

1
、
墓
標
調
査
の
概
要

　
葉
山
町
の
墓
標
調
査
は
、
二
〇
〇
三
年
八
月
五
日
～
八
日
の
四
日
間
に
集
中
し
て

行
い
、
別
に
事
前
調
査
や
事
後
の
再
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
員
は
、
筆
者
と
筆
者
が

勤
務
す
る
県
立
神
奈
川
総
合
高
等
学
校
の
生
徒
三
名
で
、
葉
山
町
遺
族
会
長
の
小
菅

寅
一
氏
に
同
行
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
調
査

に
あ
た
っ
て
は
、
葉
山
町
役
場
・
葉
山
町
遺
族
会
・
各
寺
院
・
共
同
墓
地
管

理
組
合

な
ど
の
協
力
を
え
て
、
葉
山
町
の
宗
教
法
人
名
簿
登
載
の
寺
院
十
七
カ
所
、

共
同
墓
地
五
カ
所
の
悉
皆
調
査
を
め
ざ
し
て
実
施
し
た
。
寺
院
墓
地
は
、
十
七
ヵ
所

の
寺
院
の
内
、
観
正
院
に
は
戦
没
者
墓
標
が
な
く
、
日
本
山
妙
法
寺
葉
山
小
僧
伽
に

は
墓
地
が
な
か
っ
た
。
本
円
寺
は
調
査
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
未
調
査
で
あ

る
。
共
同
墓
地
は
、
調
査
の
過
程
で
一
色
に
も
う
一
ヵ
所
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し

六
ヶ

所
と
な
っ
た
。
こ
の
他
に
一
族
の
墓
地
が
何
カ
所
か
あ
る
が
、
こ
れ
は
場
所
の

特
定
も
含
め
て
調
査
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
二
ヵ
所
の
み
調
査
デ
ー
タ
に
加
え
た
。

　
墓
標
調
査
の

方
法
は
、
墓
地
の
墓
標
を
全
て
見
て
回
り
、
墓
標
や
墓
誌
に
戦
没
者

と
判
断
で
き
る
記
載
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
銘
文
・
形
態
・
寸
法
等
を
カ
ー
ド
に

記
録
し
、
個
人
墓
の
場
合
は
、
家
墓
（
代
々
墓
）
の
銘
文
・
寸
法
も
記
録
し
た
。
住

職
や
管
理
者
、
墓
参
者
、
同
行
し
た
遺
族
会
長
な
ど
か
ら
の
聞
き
取
り
内
容
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
も
カ
ー
ド
に
記
載
し
た
。

　
調
査
結
果
と
し
て
は
、
寺
院
墓
地
が
一
箇
所
未
調
査
で
、
一
族
の
墓
地
も
十
分
に

調
査
し
得
な
か
っ
た
こ
と
と
、
戦
没
者
が
家
墓
（
代
々
墓
）
の
み
に
祀
ら
れ
て
い
る

場
合
は

見

落
と
し
も
考
え
ら
れ
る
が
、
調
査
で
得
ら
れ
た
の
は
左
記
の
寺
院
墓
地

十
四
ヵ
所
、
共
同
墓
地
六
ヵ
所
、
一
族
の
墓
地
二
ヵ
所
か
ら
、
戦
没
者
二
〇
〇
名
・

墓
標
一
八
四
基
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
で
あ
る
（
数
字
は
確
認
し
た
戦
没
者
数
）
。

長
柄
地
区

堀
内
地
区

一
色
地
区

上

山
口
地
区

下
山
口
地
区

木
古
庭
地
区

2
、
墓
標
の
建
立

長
運
寺
（
真
言
）
4

本
立
寺
（
日
蓮
）
8

清
浄
寺
（
浄
土
）
3
1

長
徳
寺
（
臨
済
）
1

元
町
第
二
墓
地
1
0

真
名
瀬
小
山
の
越
墓
地
4

玉
蔵
院
（
真
言
）
1
1

大
昌
寺
（
浄
土
）
1

西
光
寺
（
浄
土
）
1

万
福
寺
（
浄
土
）
4
3

本
円
寺
（
日
蓮
）
未
調
査 仙

光
院
（
真
言
）
7
　
福
厳
寺
（
臨
済
）
6

荒
井

家
墓
地
3

相
福
寺
（
浄
土
）
2
　
光
徳
寺
（
浄
土
）
2
3

海
宝
寺
墓
地
8
　
　
元
町
第
一
墓
地
7

風

早
墓
地
1

　
　
　
鈴
木
家
墓
地
－

実
教
寺
（
日
蓮
）
1
2
　
共
同
墓
地
3

新
善
光
寺
（
浄
土
宗
）
1
7

観
正
院
（
浄
土
）
0

日
本
山
妙
法
寺
葉
山
小
僧
伽
0

　
戦
没
者
の
墓
標

は
ど
の
よ
う
に
し
て
建
立
さ
れ
た
の
か
を
、
昭
和
十
三
年
四
月
に

中
国
戦
線
で
「
壮
烈
ナ
ル
戦
死
」
を
遂
げ
た
根
岸
房
良
氏
の
事
例
か
ら
探
っ
て
み
よ

う
。
同
氏
の
遺
族
宅
に
は
、
墓
標
建
設
の
資
料
を
含
む
戦
死
関
係
の
一
括
資
料
（
未

公
刊
）
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
近
く
の
寺
院
墓
地
に
墓
標
も
あ
る
。
遺
族
は
三
回
忌

の

秋
彼
岸
、
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
日
に
墓
標
を
建
設
し
た
。
墓
標
は
、
正
面
に
軍

階

級
・
勲
等
・
俗
名
を
刻
み
、
左
側
面
に
没
年
月
日
と
戒
名
、
高
野
山
管
長
か
ら
の

法
名
授
与
の
文
面
を
刻
み
、
右
側
面
に
略
歴
と
建
立
者
等
を
刻
ん
だ
。
そ
れ
ら
の
下

書
き
が
一
括
資
料
に
あ
り
、
略
歴
は
「
神
奈
川
縣
三
浦
郡
葉
山
町
役
場
」
の
罫
紙
を

使
用
し
て
い
る
。
墓
標
建
設
に
役
場
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
撰

文
は
「
陸
軍
歩
兵
中
佐
正
五
位
勲
三
等
功
五
級
鈴
木
國
松
」
で
、
帝
国
在
郷
軍
人
会

葉
山
町
分
会
長
で
あ
る
。
揮
毫
は
「
正
二
位
勲
一
等
伯
爵
金
子
堅
太
郎
謹
書
」
と
あ

る
。
一
括
資
料
に
は
、
昭
和
十
三
年
七
月
二
十
七
付
「
葉
収
第
二
二
九
五
号
　
戦
時

死
亡
者
墓
標
揮
毫
二
關
ス
ル
件
」
と
い
う
葉
山
町
役
場
文
書
が
あ
り
、
帝
国
書
道
報

国
会
が
「
戦
死
者
ノ
墓
標
ヲ
無
料
揮
毫
セ
ラ
ル
ル
」
の
で
希
望
者
は
役
場
が
斡
旋
す
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る
と
い
う
文
書
で
あ
る
が
、
根
岸
家
で
は
一
色
に
別
荘
を
構
え
て
い
た
金
子
堅
太
郎

伯
爵
に
揮
毫
を
依
頼
し
た
。
房
良
氏
の
戦
死
を
顕
彰
す
る
一
層
の
効
果
を
持
た
せ
る

た
め
で
あ
ろ
う
。
墓
の
規
模
は
、
石
材
店
が
示
し
た
「
墓
地
石
塔
設
計
図
」
に
よ
る

と
、
墓
地
を
大
谷
石
の
石
垣
で
三
尺
五
寸
の
高
さ
に
整
え
、
そ
の
上
に
高
さ
一
尺
一

寸
の
中
台
、
一
尺
の
上
台
、
そ
の
上
に
三
尺
五
寸
の
竿
石
を
乗
せ
る
と
い
う
も
の
で
、

竿
石
の
形
態
は
尖
頭
角
錐
台
で
あ
る
。
現
在
は
竿
石
の
み
同
じ
墓
域
内
に
残
し
て
い

る
が
、
か
つ
て
は
見
上
げ
る
程
の
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
見
積
書
に
よ
る

と
、
墓
地
整
備
代
二
〇
〇
円
、
石
塔
代
三
〇
〇
円
、
合
計
五
百
円
と
あ
る
。
軍
か
ら

支
給

さ
れ
た
埋
葬
料
は
四
二
円
五
〇
銭
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
十
倍
以
上
の
費
用
で

墓
標
を
建
て
た
こ
と
に
な
る
。
撰
文
・
揮
毫
を
名
士
に
依
頼
し
、
壮
大
な
墓
標
を
建

立

し
た
の
は
、
「
名
誉
の
戦
死
」
と
称
え
ら
れ
た
房
良
氏
の
死
に
相
応
し
い
墓
標
と

表11　建立年別墓標数

い

う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
墓
標
の
正
面
に
は
軍
の
階
級
・

勲
等
・
俗
名
を
刻
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
左
側
面
に
高
野
山

管
長
か
ら
法
名
を
授
与
さ
れ
た
文
書
と
戒
名
を
刻
み
、
仏
教
に
よ
り
供
養
を
行
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
根
岸
房
良
氏
の
墓
標
は
、
そ
の
建
設
経
緯
や
墓
標
建
設
の
意

味
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

3
、
墓
標
の
建
立
年

　
　
確
認
し
た
戦
没
者
の
墓
標
一
八
四
基

表
11

の
通
り
で
あ
る
。

（二
〇

〇

名
）
を
建
立
年
別
に
み
る
と
、

建碑年
葉山町

人数 墓標数

金沢区

墓標数

北本市

墓標数
備　　考

明治 30 1 1 1 日清戦争27～28
39 2 3

40 1 1 日露戦争37～38
41 2

43 1

44 1 1

大正 2 1 1

7 1

11 1 1

15 1 1 第一次世界大戦14～18
昭和 2 1 1

3 1 1

4 1 1

5

6 1 満州事変
7 2 1 1

8

9 1

10

11 1 1 1

12 1 1 1 日中戦争
13 1 1 1

14 1 1 1 2

15 3 3 7 1

16 1 1 2 1 太平洋戦争
17 1 1 2 1

18 1 1

19 2 2 5 1

20 1

21 1 1 軍人恩給停止2L2
22 1 1 1

23 2

24 1

25 1 1 3 1

26 2 3

27 1 1 3 3 援護法274
28 1 1 5 軍人恩給復活2＆8
29 1 1 5 1

30 5 5 8 3

31 9 7 24 3 19年戦没者13回忌
32 9 7 19 3 20年戦没者13回忌
33 3 2 5 3

34 5 4 5 6

35 12 10 9 3

36 5 5 8 9 戦地加算の復活366
37 3 3 3 4

38 3 3 11 5 戦没者妻給付金38．3
39 2 2 9 2 戦没者叙勲391
40 3 3 4 2 戦没者遺族弔慰金405
41 6 6 6 4 戦傷病者妻給付金417
42 3 3 3 5 戦没者父母給付金427
43 3 3 4 3 L勲章年金受給者一時金42．1
44 5 7

45 1 1 6 2 戦没者賜杯
46 6 5 8 6

47 3 1

48 4 5

49 3 3 8 6

50 1 12
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葉山町 金沢区

墓標数

北本市

墓標数
備　　考建碑年

人数 墓標数
51 3 3 4 1 19年戦没者33回忌
52 3 3 8 6 20年戦没者33回忌
53 1 1 1 4

54 3 3 4 3

55 2

56 2 2 3 1

57 1 1 4 1

58 1 1 1

59 2 2

60 2 2

61 2

62 2 2 3

63 1 1 3

平成 1

2 2 1 3

3 1 1 2

4 4

5 1 1 1 19年戦没者50回忌
6 1 1 3 20年戦没者50回忌
7

8 2 1

9 1 1 3

10 1

11

12 1

13 1 1

記載なし 64 60 14 4

合　計 200 184 266 146

　
二
〇

〇
名
の
墓
標
の
建
立
年
は
、
明
治
二
名
、
大
正
三
名
、
昭
和
戦
前
期
十
五
名
、

昭
和
戦
後
期
一
〇
七
名
、
平
成
九
名
、
建
立
年
の
記
載
な
し
六
四
名
で
、
戦
後
が
圧

倒
的
に
多
い
。
昭
和
期
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
十
二
年
か

ら
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
十
九
年
ま
で
は
ほ
ぼ
毎
年
一
～
三
基
建
て
ら
れ
て
い
る

が
、
昭
和
二
十
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
は
二
基
の
み
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年
か
ら

毎
年
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三
十
年
か
ら
急
増
し
て
、
三
十
一
・
三
十
二
年
に

多
く
、
三
十
五
年
に
ピ
ー
ク
と
な
る
。
そ
の
後
は
四
十
一
年
・
四
十
六
年
に
微
増
す

る
が
、
全
体
的
に
減
少
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
葉
山
町
の
傾
向
を
、
横
浜
市
金
沢
区
で
筆
者
が
調
査
し
た
墓
標
デ
ー
タ
、
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

び

埼
玉

県
北
本
市
の
下
山
忍
氏
が
調
査
し
た
墓
標
デ
ー
タ
を
表
H
に
並
記
し
た
の

で
、
比
較
し
て
み
よ
う
。
先
ず
、
昭
和
三
十
一
、
三
十
二
年
に
多
く
な
る
傾
向
は
金

沢
区
の
場
合
一
層
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
年
が
昭
和
十
九
、
二
十
年
の
戦
死
者
の
十
三

回
忌
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
と
と
も
に
、
昭
和
二
十
七
年
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
が
制
定
さ
れ
て
遺
族
年
金
等
が
支
給
さ
れ
、
翌
昭

和
二
十
八
年
に
軍
人
恩
給
が
復
活
し
て
軍
人
遺
族
に
扶
助
料
等
が
支
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
の
恩
給
停
止
以
来
の
生
活
苦
に
よ
う
や
く

ゆ
と
り
が
で
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
金
沢
区
で
は
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
既
に
増

加
の
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
。
葉
山
町
で
昭
和
三
十
五
年
に
最
多
の
十
二
人
を
数
え

る
が
、
三
兄
弟
を
一
基
に
供
養
し
た
墓
を
含
む
の
で
、
墓
標
数
は
十
基
で
あ
る
。
同

年
は
金
沢
区
も
若
干
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
北
本
市
で
は
減
少
し
て
お
り
、
特
な
る

傾
向
や
特
別
な
理
由
を
見
い
だ
せ
な
い
。
昭
和
三
十
年
か
ら
三
地
域
と
も
に
増
加
の

傾
向
が
見
ら
れ
、
昭
和
四
十
年
代
前
半
ま
で
続
く
墓
標
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
ピ
ー
ク
と

思
わ

れ

る
。
そ
の
間
、
昭
和
三
十
六
年
に
戦
地
加
算
が
復
活
し
て
恩
給
該
当
者
の
範

囲
が
拡
大
し
た
こ
と
、
昭
和
三
十
九
年
に
戦
没
者
叙
勲
が
復
活
し
、
四
十
二
年
に
金

鶏
勲
章
年
金
受
給
者
に
一
時
金
が
支
払
わ
れ
て
、
戦
没
者
の
名
誉
が
は
か
ら
れ
た
こ

と
、
昭
和
三
十
八
・
四
十
・
四
十
二
年
に
戦
没
者
の
妻
・
遺
族
・
父
母
へ
の
給
付
金
・

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
一
連
の
戦
没
者
に
対
す
る
優
遇
措
置
が
と
ら
れ

た
こ
と
も
、
墓
標
建
設
増
加
に
係
わ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
戦
没
者
の
墓
標
は
仏
教
の
回
忌
供
養
に
あ
わ
せ
て
、
ま
た
戦

没
者
の
名
誉
、
生
活
の
ゆ
と
り
な
ど
の
関
係
の
な
か
で
、
昭
和
三
十
一
年
以
降
建
設

が
急
増
し
た
と
思
わ
れ
る
。

4
、
墓
標
の
建
立
者

　
墓
標
に
建
立
者
の
記
載
が
あ
る
も
の
は
、
戦
死
者
二
〇
〇
名
中
一
三
五
名
に
つ
い

て

で

あ
る
が
、
建
立
者
と
戦
没
者
の
関
係
を
明
記
し
て
い
る
事
例
は
少
な
い
。
そ
こ

で
、
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
か
ら
関
係
を
調
査
し
た
。
判
明
し
た
も
の
は
八
十
四

名
（
戦
没
者
が
兄
弟
並
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
八
例
あ
り
、
墓
標
数
は
七
十
五
基
）
、

そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
表
1
2
は
そ
れ
を
建
立
年
別
に
表
に
し
た
も
の
で
あ
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る
。　

墓
標
の

建
立
者

は
、
戦
死
者
の
父
が
最
も
多
く
十
九
名
で
、
戦
前
か
ら
昭
和

三

十
五
年
頃
ま
で
続
い
て
い
る
。
戦
死
者
の
母
は
十
名
で
、
昭
和
三
十
年
代
に
集
中

し
て
見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
父
母
と
思
わ
れ
る
も
の
二
名
、
母

と
兄
の
連
名
は
二
件
あ
り
、
父
母
の
合
計
は
三
十
三
名
で
あ
る
。
次
い
で
兄
弟
が
多

建
立
者
の
記
載
が
あ
る
も
の

鰹
麟
－
綱
杣
ヨ
観
㌶

○
戦
没
者

と
の
関
係
が
わ
か
ら
な
い
も
の

一
三

五

母

と
兄
2
　
‥

弟
7
　
　
…

甥
・
姪
夫
3
…
八
四

本
人

1
　
　
一

五
一

建
立
者
の
記
載
が
な
い
も
の

六
五

M

坂井久能［三浦郡葉山町における戦没者の記録］

表12　戦没者墓標の建立者

建立年

か

父　　父　　母　　母　　兄　　姉　　義　　弟　　子　　妻　　甥　　村　　期　　本

　　1母　l　　l兄　l　　lか　　兄　　　　　　　　　　　　　　有　　友　　人l　　l　　l　　l　　l姪夫1

志
l　l

明治 30 1

昭和 13 1

14 1

15 2

16 1

17 1

18

19 1 1

20

21

22 1

23

24

25 1

26

27 1

28 1

29

30 3 1

31 2 3 1

32 3 1 3 1

33 1 2

34 1 2 1 1

35 4 3 1 1

36 1 2 1

37 1 1

38 2 1

39 1

40 1

41 1 1

42 1 1

43 1

44

45 1

46 2 1

47

48

49 2

50

51 1

52 1 1

53

54 1 1 1

55

56

57

58 1

59

60

61

62

63 1

平成 1

2 2

3

4

5 1

年不詳 1 2

合　計 19 2 10 2 17 1 1 7 7 12 3 1 1 1

＊戦没者との関係がわかるもの84名を載せた（墓標に建立者の記載があるのは135名）
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く
二
十
六
名
で
、
弟
は
昭
和
三
十
三
年
以
降
に
建
て
始
め
て
い
る
。

　
妻
が
建
立
者
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
戦
前
期
の
二
名
の
後
は
し
ば
ら
く
無
く
、
昭

和
三
十
一
年
か
ら
多
く
な
り
、
合
計
十
二
名
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
恩
給
の
復

活

に
よ
り
妻
が
公
務
扶
助
料
等
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
そ
の
生
活
の
ゆ
と
り

が
も
た
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
昭
和
二
十
七
年
に
長
男
の
名
で
建
立
さ

れ

た
墓
標
を
例
に
と
る
と
、
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
に
よ
れ
ば
そ
の
時
長
男
は
九

歳
で

あ
る
。
妻
が
生
存
し
て
お
り
、
幼
い
子
供
を
二
人
抱
え
た
妻
が
建
立
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
妻
が
い
て
も
建
立
者
を
子
に
し
た
事
例
は
他
に
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

あ
え
て
妻
の
名
で
建
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
妻
を

建
立
者

と
す
る
十
二
名
の
う
ち
四
名
が
個
人
墓
で
、
一
名
は
夫
婦
墓
で
あ
る
。
残
り

の
七

名
は
家
墓
（
代
々
墓
）
で
あ
る
が
、
う
ち
四
名
は
夫
及
び
夫
婦
の
名
を
刻
む
の

み

で

あ
る
。
妻
が
建
立
し
、
妻
の
名
を
建
立
者
と
し
て
刻
ん
だ
墓
は
、
他
の
建
立
者

に

比

し
て
個
人
墓
・
夫
婦
墓
の
割
合
が
高
い
。
夫
及
び
夫
婦
の
墓
と
い
う
性
格
が
強

く
で
て
お
り
、
夫
へ
の
強
い
思
い
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
戦
前
の
妻

が
建
立

し
た
二
名
（
二
基
）
の
墓
標
の
う
ち
、
昭
和
十
三
年
の
場
合
は
、
角
錐
台
形

の
墓
標
に
軍
歴
を
詳
細
に
記
し
「
功
績
ヲ
誌
ス
」
と
し
た
伯
爵
金
子
堅
太
郎
謹
書
の
、

戒
名
を
刻
ま
な
い
い
わ
ゆ
る
軍
人
墓
に
ふ
さ
わ
し
い
墓
標
で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
の

も
の
も
、
戒
名
を
刻
ま
な
い
尖
頭
角
柱
の
軍
人
墓
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
但

し
後
者
の
墓
標
は
寺
院
墓
地
に
あ
り
、
側
面
に
「
光
照
童
子
」
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て

い

る
こ
と
か
ら
、
戒
名
が
な
く
て
も
仏
式
で
供
養
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
「
光

照
童
子
」
は
二
人
の
間
の
子
と
思
わ
れ
、
夫
戦
死
の
翌
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、

夫
の
三
回
忌
に
墓
標
を
建
て
て
あ
わ
せ
供
養
し
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
墓
標
に
は
妻

の
名
は
建
立
者
と
し
か
刻
ま
れ
て
い
な
い
。
子
供
を
戦
没
者
の
墓
標
に
入
れ
る
こ
と
、

妻
は

入
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
は
、
戦
没
者
供
養
の
あ
り
方
と
し
て
興
味
深
い
事
例

で

あ
る
。
戦
後
の
十
名
は
、
一
名
が
横
長
の
洋
型
、
他
は
角
柱
で
、
全
て
戒
名
が
記

さ
れ
、
軍
の
階
級
等
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
四
名
で
あ
る
。
妻
は
夫
を
仏
式
で
供
養

し
、
軍
の
階
級
等
を
刻
ま
な
か
っ
た
事
例
が
多
い
と
い
え
る
。

5
、
墓
標
の
形
態

　
墓
標
の

形
態
に
つ
い
て
、
そ
の
分
類
の
仕
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
以
下
は
主
に
竿

石
の
形
態
に
よ
っ
て
大
き
く
分
け
、
さ
ら
に
頂
部
の
形
態
（
尖
頭
・
台
頭
・
平
頭
・

笠
付
）
と
、
竿
石
と
上
台
の
間
に
ス
リ
ン
型
や
蓮
華
型
の
加
工
が
あ
る
か
ど
う
か
で
、

次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。
戦
死
者
の
墓
標
を
、
そ
の
分
類
に
従
っ
て
建
立
年
代
別
に

ま
と
め
た
の
が
表
1
3
で
あ
る
。

12
、

3
、

4
、

5
、

6
、

　

こ
の
表
に
よ
る
と
、

見
ら
れ
た
。

に
類
似
す
る
形
態
で
あ
り
、

殆
ど
個
人
墓
で
、

下
部
に
猫
足
・
角
ス
リ
ン
・
丸
ス
リ
ン
な
ど
の
ス
リ
ン
台
や
、

も
明
治
期
か
ら
見
ら
れ
た
。

角
柱
の
頭
部
に
台
頭

和
三
十
年
代
半
ば
で
終
わ
っ
て
い
る
。

か

ら
角
柱
の
頭
部
に
突
起
を
つ
く
ら
な
い
平
頭
が
現
れ
、

め

る
よ
う
に
な
っ
た

型

墓
標
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

の
地
輪
を
長
大
に
し
て
角
柱
の
よ
う
に
し
た
形
態
も
戦
後
の
墓
標
に
見
ら
れ
る
。

　
軍
用
墓
地
に
見
ら
れ
る
墓
標
の
形
態
は
、
尖
頭
角
柱
で
竿
石
の
幅
が
狭
く
細
長
い
。

自
然
石
不
定
形

角
錐
台
形

角
柱
（
尖
頭
、
台
頭
ス
リ
ン
、
台
頭
蓮
華
、
台
頭
、
平
頭
ス
リ
ン
、
平
頭
、

笠
付
）

幅
広

横
長

（洋
型
）

そ
の
他
（
五
輪
塔
・
駒
形
な
ど
）

　
　
　
　
　
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
は
自
然
石
の
不
定
形
や
角
錐
台
が

　
細
長
い
尖
頭
角
柱
の
墓
標
も
、
陸
海
軍
墓
地
（
軍
用
墓
地
）
の
軍
人
墓

　
　
　
　
　
　
　
戦
前
期
に
特
徴
的
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
場
合
は

　
　
　
正
面

に
軍
の
階
級
・
勲
等
、
俗
名
を
刻
む
場
合
が
多
い
。
角
柱
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
華
台
を
置
く
形
態

　
　
　
　
　
　
　

位
牌
を
か
た
ど
っ
た
仏
教
色
の
強
い
形
態
と
い
え
る
。

　
　
　
　

（台
状
の
突
起
）
が
あ
る
形
態
は
、
大
正
期
か
ら
見
ら
れ
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
に
代
わ
る
よ
う
に
し
て
、
終
戦
前
後
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
後
の
墓
標
の
殆
ど
を
占

　
　
　
　
　
（
戦
前
は
三
基
の
み
）
。
昭
和
四
十
年
代
以
降
は
、
横
長
の
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少

な
い
事
例
な
が
ら
、
幅
広
や
駒
形
、
五
輪
塔
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表13　戦没者墓標の形態

不定形

自然石

角錐台 角柱 幅広

建立年 尖頭 台頭

スリン

台頭

蓮華

台頭 平頭

スリン

平頭 笠付

横長

洋型

その他

五輪塔

駒形

合

計

明治 30 1 1

40 1 1

大正 2 1 1

11 1 1

15 1 1

昭和 2 1 1

3 0

4 1 1

5 0

6 0

7 1 1

8 0

9 0

10 0

11 1 1

12 1 1

13 1 1

14 1 1

15 1 2 3

16 1 1

17 1 1

18 0

19 1 1 2

20 0

21 0

22 1 1

23 0

24 0

25 1 1

26 0

27 1 1

28 1 1

29 1 1

30 1 4 5

31 1 1 5 7

32 2 4 1 7

33 2 2

34 1 3 4

35 1 9 10

36 1 1 2 1 5

37 3 3

38 2 1 3

39 2 2

40 3 3

41 4 1 1 6

42 3 3

43 3 3

44 0

45 1 1

46 5 5

47 0

48 0

49 3 3

50 0

51 3 3

52 3 3

53 1 1

54 3 3
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角錐台 角柱 幅広 横長

洋型建立年

不定形

自然石 尖頭 台頭

スリン

台頭

蓮華

台頭 平頭

スリン

平頭 笠付

その他

五輪塔

駒形

合

計

55 o

56 1 1 2

57 1 1

58 1 1

59 1 1 2

60 2 2

61 0

62 2 2

63 1 1

平成 1 0

2 1 1

3 1 1

4 0

5 1 1

6 1 1

7 0

8 1 1

9 1 1

13 1 1

年不詳 2 5 13 2 11 4 21 1 1 60

合　　計 6 2 8 15 4 23 6 111 1 2 4 2 184

角錐台 角柱 幅広 横長

洋型

不定形

自然石 尖頭 台頭

スリン

台頭

蓮華

台頭 平頭

スリン

平頭 笠付

その他

五輪塔

駒形

合

計

個人墓 3 1 7 5 12 2 27 2 59

複数並記墓 2 1 1 3 1 1 1 10 1 21

家　　墓 1 7 3 10 3 74 4 2 104

合　　計 6 2 8 15 4 23 6 111 1 2 4 2 184

「陸
軍
埋
葬
規
則
」
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

竿
石
の
寸
法
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

方
（
幅
）

高
さ

頁 五尺

将
官
同
相
当
官

九
寸
四

尺
五
寸

上
長
官

八
寸
四

尺

士

官

七
寸
三
尺

准
士
官

六
寸
二
尺
五
寸

下

士

五
寸
二
尺

兵

卒

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
高
さ
／
幅
は
士
官
以
上
が
「
5
」
に
対
し
、
准
士
官
以
下
は

臼
・
⑫
・
ω
と
そ
の
比
値
が
下
が
り
、
階
級
が
上
位
ほ
ど
長
大
、
下
位
ほ
ど
寸
詰
ま

り
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
石
材
店
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
角
柱
の
竿
石
は
現
在

一
般
的
に
、
長
さ
／
幅
の
比
は
肪
程
度
と
い
う
。
建
立
年
代
が
明
確
な
墓
標
＝
二
六

基

に
つ
い
て
、
そ
の
比
を
建
立
年
代
別
に
ま
と
め
た
の
が
表
1
4
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
年
代
に
よ
り
高
さ
／
幅
の
比
率
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、

戦
前
の
墓
標
は
昭
、
3
9
、
路
な
ど
、
概
し
て
勾
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
く
、
軍
人
墓

の
規
定
に
近
い
数
値
の
も
の
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
数
値
は
昭
和
三
十

年
と
三
十
四
年
、
三
十
七
年
に
各
一
基
見
ら
れ
る
が
、
戦
後
は
概
ね
肪
～
％
と
な
っ

て

い

る
。
戦
没
者
の
墓
を
特
別
な
形
態
と
し
て
建
て
る
傾
向
は
、
戦
後
そ
の
比
値
が

肪
～
額
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
薄
れ
て
き
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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表14　竿石の高さと幅と比

No 建立年月 形態 墓 高／幅 No 建立年月 形態 墓 高／幅
1 明治 30 3 角柱 平頭 個人 3．1 55 昭和 34 10 角柱 平頭 二名 25
2 明治 40 8 角柱角スリン 平頭 個人 43 56 昭和 34 12 角柱 平頭 二名 2．6

3 大正 2 10 角柱丸猫足 角台頭 三名 27 57 昭和 35 1 角柱 平頭 家墓 27
4 大正 11 8 自然石 板碑型 個人 58 昭和 35 3 角柱 平頭 個人 24
5 大正 15 4 不定形 自然石板状 家墓 24 59 昭和 35 4 角柱 平頭 個人 2．4

6 昭和 2 9 角柱 角台頭 個人 2．6 60 昭和 35 5 角柱 角台頭 個人 26
7 昭和 4 4 不定形 自然石板状 個人 22 61 昭和 35 9 角柱 平頭 家墓 2．6

8 昭和 7 5 角錐台 丸台頭 二兄弟 25～37 62 昭和 35 10 角柱 平頭 三兄弟 25
9 昭和 7 5 角錐台 丸台頭 二兄弟 25～37 63 昭和 35 10 角柱 平頭 三兄弟 2．5

10 昭和 11 5 角柱 角台頭 家墓 2．4 64 昭和 35 10 角柱 平頭 三兄弟 25
11 昭和 12 5 角柱蓮華 角台頭 家墓 25 65 昭和 35 10 角柱 平頭 個人 26
12 昭和 13 12 角錐台 丸台頭 個人 2β～35 66 昭和 35 10 角柱 平頭 家墓 25
13 昭和 14 11 角柱 尖頭 個人 3．8 67 昭和 35 11 角柱 平頭 家墓 2．5

14 昭和 15 9 角柱 平頭 家墓 25 68 昭和 35 12 角柱 平頭 家墓 25
15 昭和 15 9 角柱 丸台頭 個人 4 69 昭和 36 1 駒形 家墓 19
16 昭和 15 12 角柱 平頭 個人 27 70 昭和 36 3 角柱 平頭 家墓 2．9

17 昭和 16 5 角柱 角台頭 家墓 2．5 71 昭和 36 3 角柱 丸台頭 個人 23
18 昭和 17 角柱 尖頭 個人 39 72 昭和 36 4 角柱 平頭 家墓 2．5

19 昭和 19 9 角柱 角台頭 個人 2．2 73 昭和 36 9 角柱丸スリン 平頭 家墓 24
20 昭和 19 角柱 尖頭 個人 37 74 昭和 37 3 角柱 平頭 家墓 2．5

21 昭和 22 9 角柱 平頭 家墓 28 75 昭和 37 4 角柱 平頭 家墓 26
22 昭和 25 9 角柱 平頭 複数 2．3 76 昭和 37 9 角柱 平頭 個人 31
23 昭和 27 3 角柱 平頭 家墓 25 77 昭和 38 9 幅広 個人 1．6

24 昭和 28 7 角柱 平頭 個人 2．6 78 昭和 38 9 角柱 平頭 個人 2．6

25 昭和 29 9 角柱 角台頭 家墓 28 79 昭和 38 12 角柱 平頭 家墓 2．4

26 昭和 30 3 角柱 平頭 個人 2．4 80 昭和 39 3 角柱 平頭 家墓 26
27 昭和 30 3 角柱丸スリン 丸台頭 個人 33 81 昭和 39 5 角柱 平頭 家墓 25
28 昭和 30 6 角柱 平頭 個人 2．7 82 昭和 40 8 角柱 平頭 家墓 2．5

29 昭和 30 9 角柱 平頭 個人 2．4 83 昭和 40 10 角柱 平頭 家墓 2．7

30 昭和 30 10 角柱 平頭 家墓 26 84 昭和 40 春 角柱 平頭 家墓 2．6

31 昭和 31 2 角柱 平頭 家墓 2．7 85 昭和 41 2 角柱 平頭 家墓 2β

32 昭和 31 6 角柱 平頭 家墓 26 86 昭和 41 7 角柱 平頭 家墓 2．6

33 昭和 31 8 角柱 平頭 個人 2．5 87 昭和 41 8 横長 家墓 α9

34 昭和 31 10 角柱 平頭 個人 27 88 昭和 41 8 角柱 平頭 家墓 2．6

35 昭和 31 10 角柱 角台頭 家墓 25 89 昭和 41 9 角柱 平頭 家墓 25
36 昭和 31 11 不定形 櫛形 個人 2 90 昭和 41 幅広 個人 1．5

37 昭和 31 11 不定形 櫛形 個人 2 91 昭和 42 4 角柱 平頭 家墓 28
38 昭和 31 11 不定形 櫛形 個人 2 92 昭和 42 8 角柱 平頭 家墓 2．5

39 昭和 31 11 角柱 平頭 家墓 25 93 昭和 42 8 角柱 平頭 家墓 2β

40 昭和 32 1 角柱 角台頭 家墓 26 94 昭和 43 3 角柱 平頭 家墓 2．5

41 昭和 32 1 角柱 角台頭 家墓 2．6 95 昭和 43 4 角柱 平頭 家墓 25
42 昭和 32 2 角柱 平頭 二兄弟 28 96 昭和 43 10 角柱 平頭 家墓 2．4

43 昭和 32 2 角柱 平頭 二兄弟 2．8 97 昭和 45 4 角柱 平頭 家墓 25
44 昭和 32 3 五輪塔 角柱状地輪 家墓 2．1 98 昭和 46 2 角柱 平頭 家墓 2．7

45 昭和 32 5 角柱 平頭 家墓 2．4 99 昭和 46 4 角柱 平頭 家墓 2．6

46 昭和 32 7 角柱 角台頭 個人 27 100 昭和 46 6 角柱 平頭 家墓 26
47 昭和 32 9 角柱 平頭 個人 2．6 101 昭和 46 7 角柱 平頭 二兄弟 2．5

48 昭和 32 角柱 平頭 家墓 2．5 102 昭和 46 7 角柱 平頭 二兄弟 25
49 昭和 33 2 角柱 平頭 家墓 25 103 昭和 46 7 角柱 平頭 二名 2．5

50 昭和 33 2 角柱 平頭 家墓 2．5 104 昭和 49 3 角柱 平頭 家墓 2．5

51 昭和 33 9 角柱 平頭 個人 26 105 昭和 49 8 角柱 平頭 家墓 26
52 昭和 34 3 角柱 角台頭 二兄弟 33 106 昭和 49 10 角柱 平頭 家墓 2．4

53 昭和 34 3 角柱 角台頭 二兄弟 3．3 107 昭和 51 8 角柱 平頭 個人 25
54 昭和 34 6 角柱 平頭 個人 2．4 108 昭和 51 8 角柱 平頭 家墓 2．6
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No 建立年月 形態 墓 高／幅 No 建立年月 形態 墓 高／幅

109 昭和 51 11 角柱 平頭 家墓 2．7 123 昭和 60 4 角柱 平頭 家墓 2．5’

110 昭和 52 3 角柱 平頭 家墓 2．6 124 昭和 60 10 角柱 平頭 家墓 26

111 昭和 52 5 角柱 平頭 家墓 2．5 125 昭和 62 11 角柱 平頭 四名 2．5

112 昭和 52 6 角柱 平頭 家墓 2．5 126 昭和 62 12 角柱 平頭 家墓 2．6

113 昭和 53 3 角柱 平頭 家墓 2．6 127 昭和 63 6 角柱 平頭 家墓 2β

114 昭和 54 3 角柱 平頭 家墓 2．6 128 平成 2 1 角柱 平頭 家墓 2．6

115 昭和 54 8 角柱 平頭 家墓 2β 129 平成 2 1 角柱 平頭 家墓 26

116 昭和 54 12 角柱 平頭 家墓 2．6 130 平成 3 8 横長 家墓 0．9

117 昭和 56 3 角柱 平頭 家墓 2．6 131 平成 5 4 角柱 平頭 家墓 2．6

1正8 昭和 56 3 角柱蓮華 角台頭 家墓 2．6 132 平成 6 10 角柱 平頭 家墓 26

119 昭和 57 9 角柱 平頭 家墓 27 133 平成 8 8 角柱 平頭 家墓 2．6

120 昭和 58 8 角柱 平頭 家墓 2．6 134 平成 8 8 角柱 平頭 家墓 26

121 昭和 59 3 角柱 平頭 家墓 2．6 135 平成 9 3 角柱 平頭 家墓 2．6

122 昭和 59 5 横長 家墓 0．8 136 平成 13 1 角柱 平頭 家墓 27

＊墓標の建立年代がわかる136基を対象とした。墓欄の記載は、家墓：代々墓、個人：個人墓、二名：二名並記の墓を示す。

6
、
個
人
墓
か
家
墓
（
代
々
墓
）
か

墓
標
に
は
、
個
人
墓
と
、
正
面
に
「
○
○
家
之
墓
」
「
先
祖
代
々
之
墓
」
「
○
○
家
」

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
墓
標
（
以
下
「
家
墓
」
と
記
す
）
、
複
数
並
記

の

墓
標
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
一
覧
表
に
し
た
の
が
表
1
5
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
全
墓
標
一
八
四
基
中
、
個
人
墓
は
五
十
九
基
で
全
体
の
約
三
分

の
一
で
あ
る
。
二
名
並
記
の
墓
は
九
基
あ
り
、
二
名
の
関
係
や
建
立
者
と
の
関
係
を

墓
碑
銘
や
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
（
遺
族
台
帳
）
で
調
べ
た
結
果
は
次
の
通
り
で

あ
る
（
「
資
料
」
欄
に
出
典
を
記
し
た
）
。

M

建
立
年

二
名
の
関
係

建
立
者

資
料

1

昭
和
　
七
年

と
も
に
戦
死
者
、
兄
弟
か

記
載
な
し

な
し

2

昭
和
三
二
年

と
も
に
戦
死
者
、
兄
弟

父

台
帳

3

昭
和
三
四
年

と
も
に
戦
死
者
、
兄
弟

兄

台
帳

4

昭
和
四
六
年

と
も
に
戦
死
者
、
兄
弟

母
と
兄

台
帳

5

昭
和
三
四
年

並
記
の
女
性
は
妻

長
男

台
帳

6

昭
和
三
四
年

並
記
の
女
性
は
妻

妻

台
帳

7

昭
和
四
六
年

並
記
の
女
性
は
妻
か

二
男

台
帳

8

記
載
な
し

並
記
の
女
性
は
妻
か

記
載
な
し

墓
碑
銘

9

記
載
な
し

並
記
の
女
性
は
母

記
載
な
し

墓
碑
銘

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
九
基
の
う
ち
M
1
～
4
は
戦
死
し
た
兄
弟
ま
た
は
兄
弟
と
思

わ

れ

る
も
の
で
、
残
り
の
五
基
は
女
性
と
の
合
葬
で
あ
る
。
そ
の
内
M
5
・
6
の

女
性
は
妻
で
あ
る
。
M
7
は
、
遺
族
台
帳
に
母
親
の
同
居
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、

合
葬
の
女
性
が
昭
和
四
十
六
年
死
亡
で
、
建
立
者
が
戦
没
者
の
二
男
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
妻
の
可
能
性
が
高
い
。
M
8
の
、
明
治
三
十
五
年
戦
没
者
に
並
記
さ
れ
た

女
性

は
、
享
年
か
ら
戦
没
者
よ
り
三
歳
下
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
妻
と
思
わ
れ
る
。

但
し
女
性
の
死
亡
は
昭
和
四
十
一
年
で
あ
り
、
戦
前
期
の
墓
標
に
追
祀
し
て
い
る
。

恥
9
の
、
明
治
三
十
七
年
日
露
戦
争
戦
没
者
に
並
記
さ
れ
た
女
性
は
、
墓
碑
に
母
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表15個人墓か家墓か

建立年 個人墓 2名 3名 4名以上 家墓 合計 建立年 個人墓 2名 3名 4名以上 家墓 合計
明治 30 1 1 昭和 34 1 3 4
37 0 35 4 1 5 10
38 0 36 1 4 5
39 0 37 1 2 3

40 1 1 38 2 1 3

大正 2 1 1 39 2 2
11 1 1 40 3 3
15 1 1 41 1 5 6

昭和 1 0 42 3 3
2 1 1 43 3 3
3 0 44 0
4 1 1 45 1 1

5 0 46 2 3 5
6 0 47 0
7 1 1 48 0
8 0 49 3 3
9 0 50 0
10 0 51 1 2 3
11 1 1 52 3 3
12 1 1 53 1 1

13 1 1 54 3 3
14 1 1 55 0
15 2 1 3 56 2 2
16 1 1 57 1 1

17 1 1 58 1 1

18 0 59 2 2
19 2 2 60 2 2
20 0 61 0
21 0 62 1 1 2
22 1 1 63 1 1

23 0 乎成 1 0
24 0 2 1 1

25 1 1 3 1 1

26 0 4 0
27 1 1 5 1 1

28 1 1 6 1 1

29 1 1 7 0
30 4 1 5 8 1 1

31 2 1 4 7 9 1 1

32 2 1 4 7 13 1 1

33 1 1 2 年不詳 26 2 2 5 25 60

合　計 59 9 5 7 104 184

と
明
記
し
て
あ
り
、
昭
和
四
年
に
亡
く
な
っ

て

い

る
。
三
名
以
上
並
記
の
墓
標
も
十
二

基
あ
る
。
昭
和
三
十
一
年
と
三
十
五
年
の

も
の
は
、
兄
弟
三
名
が
戦
死
し
三
名
並
記

さ
れ
て
い
る
墓
標
で
あ
る
。

　

時
代
の
変
遷
を
た
ど
る
と
、
戦
前
期

は

圧
倒
的
に
個
人
墓
が
多
い
。
戦
後
の
戦

没

者
墓
標
が
多
く
建
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
昭
和
三
十
年
代
は
、
個
人
墓
と

複
数
並
記

の

墓

を
加
え
る
と
家
墓
と
ほ

ぼ

同
数
に
な
る
が
、
そ
れ
以
降
は
個
人

墓
お

よ
び
複
数
並
記
の
墓
は
殆
ど
建
て
ら

れ

な
く
な
る
。
家
墓
は
、
大
正
十
五
年

四

月
に
建
て
ら
れ
た
自
然
石
の
「
益
田

家

累
代
之
墓
」
が
、
葉
山
で
確
認
し
た

最

古
の
戦
没
者
墓
標
で
、
昭
和
十
年
代

に

四

例
ほ

ど
散
見
す
る
が
、
昭
和
三
十

年
代
に
な
る
と
激
増
し
、
以
後
今
日
ま

で
主

流

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目

す
る
の
は
、
家
墓
が
あ
り
な
が
ら
個
人

墓
や

複
数
並
記

の

墓

を
建
て
た
事
例
で

あ
る
。
個
人
墓
の
単
独
は
十
二
基
の
み

で
、
四
十
七
基
は
家
墓
が
別
に
あ
る
。
そ

の
多
く
は
個
人
墓
を
建
て
て
以
後
に
家
墓

を
建
て
て
お
り
、
個
人
墓
の
死
者
を
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

込
ん

で
い

る
事
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
昭

和
十
四
・
十
九
・
二
十
八
・
三
十
七
・
三
十
八
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表16個人墓の家墓との総高比

No 建立年月日 形　態 墓碑 位置 総高 家墓総高 個／家墓

1 明治 30 3 角柱 平頭 個人 家墓の右 176．0 145．0 L2
2 明治 40 8 22 角柱角スリン 平頭 個人 家墓の左 293．0 153．0 1．9

3 昭和 2 9 角柱切出亀腹 角台頭 個人 家墓左隣 137．0 161．0 0．9

4 昭和 7 5 10 角錐台 丸台頭 二兄弟 家墓右隣 176．1 正43．0 1．2

5 昭和 14 11 6 角柱 尖頭 個人 家墓の左 164．0 96．0 1．7

6 昭和 15 9 20 角柱 丸台頭 個人 家墓の左 102．0 136．0 0．8

7 昭和 15 12 19 角柱 平頭 個人 家墓の右 102．7 157．0 0．7

8 昭和 17 角柱 尖頭 個人 家墓の左隣 189．3 143．0 1．3

9 昭和 19 9 9 角柱 角台頭 個人 家墓の左隣 62．4 145．0 0．4

10 昭和 19 角柱 尖頭 個人 家墓の右隣 171．4 150．6 1．1

11 昭和 28 7 25 角柱 平頭 個人 家墓の右 150．5 152．0 LO
12 昭和 30 3 彼岸 角柱 平頭 個人 家墓左隣 146．5 166．5 0．9

13 昭和 30 3 17 角柱丸スリン 丸台頭 個人 家墓の左 156．0 147．5 1．1

14 昭和 30 6 21 角柱 平頭 個人 家墓の左隣 142．0 122．0 1．2

15 昭和 30 9 吉日 角柱 平頭 個人 家墓の左隣 132．0 146．0 0．9

16 昭和 31 8 12 角柱 平頭 個人 集合碑の右 15LO 188．0 0．8

17 昭和 31 10 18 角柱 平頭 個人 家墓の右 132．0 153．0 09
18 昭和 31 11 15 不定形 櫛形 個人 家墓の右 137．0 144．0 1．0

19 昭和 32 2 22 角柱 平頭 二兄弟 家墓の左 148．5 180．0 0．8

20 昭和 32 9 29 角柱 平頭 個人 家墓の左 120．5 124．5 1．0

21 昭和 33 9 角柱 平頭 個人 家墓の右 114．5 141．5 0．8

22 昭和 34 3 21 角柱 角台頭 二兄弟 約5m離 176．0 146．5 L2
23 昭和 34 10 角柱 平頭 二名 家墓の右 165．0 154．5 1．1

24 昭和 34 12 吉日 角柱 平頭 二名 家墓の左 137．0 162．0 0．8

25 昭和 35 3 吉日 角柱 平頭 個人 家墓の右 151．5 153．0 1．0

26 昭和 35 4 角柱 平頭 個人 家墓の右 130．0 169．0 08
27 昭和 35 5 角柱 角台頭 個人 家墓の右手前 103．5 149．5 0．7

28 昭和 35 10 吉日 角柱 平頭 三兄弟 家墓の右 148．0 15LO 1．0

29 昭和 35 10 角柱 平頭 個人 家墓の左 141．3 170．0 0．8

30 昭和 36 3 角柱 丸台頭 個人 家墓の左 54．0 135．5 0．4

31 昭和 37 9 吉日 角柱 平頭 個人 家墓の右 168．5 188．0 0．9

32 昭和 38 9 幅広 個人 家墓の右 119．0 146．0 0．8

33 昭和 38 9 吉日 角柱 平頭 個人 家墓の左 138．5 145．0 LO
34 昭和 41 幅広 個人 家墓の右3番目 755 185．0 0．4

35 昭和 46 7 角柱 平頭 二兄弟 家墓の右隣 138．0 187．7 0．7

36 昭和 46 7 角柱 平頭 二名 家墓の右 146．0 166．0 0．9

37 大正 11 8 26 自然石 板碑型 個人 単独 270．0 一

38 昭和 4 4 12 不定形 自然石板状 個人 単独 259．0 一

39 昭和 13 12 23 角錐台 丸台頭 個人 単独 191．5 一

40 昭和 32 7 角柱 角台頭 個人 単独 152．5 一

41 昭和 34 6 角柱 平頭 個人 単独 143．5 一

42 昭和 51 8 角柱 平頭 個人 単独 137．0 一

＊建立年代が明確な個人墓と複数並記の墓について、家墓との総高比を示した。

　
一
方
、
個
人
墓
と
家
墓
の
高
さ
を
比

較
し
た
の
が
上
の
表
1
6
で
あ
る
。

山
町
で
も
右
に
述
べ
た
よ
う
に
戦
没
者

は
家
墓
に
入
れ
な
い
で
別
に
個
人
墓
を

建
て

た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
し
か
し

一
方
で
、
前
掲
の
女
性
と
の
並
祀
の

事
例
で
は
、
昭
和
四
年
に
亡
く
な
っ
た

母
を
並
祀
し
て
お
り
、
建
立
者
の
項
で

紹
介
し
た
昭
和
十
四
年
建
立
の
墓
標
に

は
、
前
年
に
亡
く
な
っ
た
戦
没
者
の
子

と
思
わ
れ
る
「
光
照
童
子
」
を
並
祀
し

て

い

る
事
例
が
あ
る
。
必
ず
し
も
戦
死

者
の
墓
に
他
の
人
は
入
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

れ

な
い
、
戦
死
者
の
墓
に
は
他
の
人
は

入
れ

な
い
、
と
い
う
風
習
は
各
地
で
報

　
　
　
　
（
3
2
）

告
さ
れ
て
い
る
。
聞
き
取
り
の
中
で
「
戦

死
者

は
靖
国
の
神
様
だ
か
ら
、
一
緒
に

で
き
な
い
の
だ
」
と
答
え
た
遺
族
が
い

た
。
戦
死
者
を
特
別
に
扱
う
風
習
が
各

地
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
葉

年
（
二
基
）
の
個
人
墓
は
、
家
墓
が
あ
り
な
が
ら
個
人
墓
を
建
て
た
事
例
で
あ

り
、
三
十
一
年
の
三
名
並
記
の
墓
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
内
十
九
年
・
三
十
七
年
と

三

十
八
年
の
一
基
は
、
家
墓
と
個
人
墓
を
同
時
に
建
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
戦
死

者
は

家
墓
が
あ
っ
て
も
そ
れ
に
は
入
れ
ず
、
別
に
個
人
墓
を
建
て
る
と
い
う
事
例
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
陸
軍
省
は
、
昭
和
十
八
年
十
月
三
十
日
付
「
戦
残
者
墓
碑

　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

建
設
指
導
二
関
ス
ル
件
」
で
、
戦
没
者
墓
標
は
質
素
な
も
の
を
建
設
す
る
よ
う
指
導

す
る
と
と
も
に
、
「
先
祖
代
々
ノ
墓
二
合
祀
ス
ル
ガ
如
キ
風
習
ア
ル
地
方
二
於
テ
ハ

之
二
依

ラ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
述
べ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
戦
死
者
は
家
墓
（
代
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

墓
）
に
入
れ
な
い
風
習
が
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
で
あ
る
。
戦
死
者
は
代
々
墓
に
入
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建
立
年
代
が
明
確
な
個
人
墓
（
兄
弟
・
二
名
並
記
の
墓
標
を
含
む
）
と
家
墓
の
総

高
を
、
個
人
墓
／
家
墓
の
比
で
見
る
と
、
個
人
墓
の
方
が
高
い
一
、
○
を
越
え
る
数

値
を
示
す
も
の
は
三
十
六
基
中
十
基
あ
り
、
う
ち
戦
前
が
六
基
で
あ
る
。
戦
後
の
四

基

は
昭
和
三
十
年
と
三
十
四
年
の
み
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
の
二
基
に
つ
い
て
は
、

う
ち
一
基
が
表
1
4
の
恥
2
7
の
事
例
で
あ
り
、
竿
石
の
高
さ
／
幅
が
三
・
三
と
い
う
長

大

な
も
の
で
あ
る
。
他
の
一
基
は
正
面
に
軍
階
級
・
勲
等
・
俗
名
を
刻
む
い
わ
ゆ
る

軍
人
墓
の

性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
四
年
の
一
基
も
表
1
4
の
M
5
2
・
5
3

（兄
弟
並
記
）
の
事
例
で
あ
り
、
竿
石
の
高
さ
／
幅
が
三
・
三
と
い
う
長
大
な
墓
と
し

て

は
最
後
の
事
例
で
あ
る
。
い
わ
ば
復
古
的
な
戦
前
の
墓
標
の
形
態
と
い
え
よ
う
。

今

日
、
個
人
墓
は
家
族
墓
よ
り
も
小
さ
く
つ
く
る
も
の
で
あ
る
と
石
材
店
の
人
は
言

う
。
し
か
し
、
戦
没
者
の
墓
は
一
際
そ
び
え
立
つ
よ
う
に
、
家
墓
よ
り
大
き
く
つ
く

ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
り
、
特
に
そ
れ
は
戦
前
に
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
表
か

ら
わ
か
る
。
そ
こ
に
、
通
常
の
個
人
墓
と
異
な
る
戦
没
者
墓
標
の
特
殊
性
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
戦
没
者
の
墓
標
は
、
家
墓
が
あ
っ
て
も
そ
こ
に
入
れ
な
い
で
個
人
墓
を
建
て
、
家

墓

よ
り
も
大
き
く
建
て
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
戦
没
者
を
特
別
視
す
る
観
念
は
、

昭
和
三
十
年
代
頃
か
ら
薄
れ
、
戦
死
者
を
家
墓
に
入
れ
た
り
、
戦
死
者
の
墓
に
妻
や

子

を
入
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

7
、
戒
名
か
俗
名
か

（
1
）
戦
没
者
戒
名
の
特
色

　
戦
没
者
の
戒
名
（
宗
派
に
よ
り
法
号
・
法
名
と
も
い
う
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
以

下
戒
名
と
記
す
）
に
は
、
院
号
や
居
士
、
忠
や
義
烈
な
ど
の
文
字
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
の
を
よ
く
目
に
す
る
。
二
〇
〇
名
の
墓
標
デ
ー
タ
か
ら
戒
名
の
状
況
を
み
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

戒 戒
名 名
な あ
し り

位 等院
号 号

な 善 信 居 な 軒 院 院
し 士 士 士 し 号 殿

一 一
一 七 八

一 一 九 一 六 二 二 二

一 一
九 九

八 二 二

　
こ
の
う
ち
、

る
。

院
号
と
居
士
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な

．

院
．
亨
な
し
田
一
繁
請
ト
鷲
“
　
聾

．
居
士
な
し
四
最
辞
鷲

　
院
殿
は
、
今
日
院
号
よ
り
も
上
位
と
見
ら
れ
て
い
る
。
院
殿
使
用
の
二
名
は
、
海

軍
少
将
と
陸
軍
歩
兵
中
尉
と
い
う
将
校
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
院
号
が
な
い
十
六
名
の
な

か

で
八
名
は
戒
名
も
な
い
。
そ
の
八
名
は
、
軍
階
級
・
勲
等
・
俗
名
を
記
し
、
そ
の

内
七
名
は
尖
頭
角
柱
・
自
然
石
・
角
錐
・
駒
形
の
形
態
の
墓
標
で
あ
る
。
軍
用
墓
地

の
墓
標
に

み

ら
れ
る
よ
う
な
軍
人
墓
の
特
色
の
強
い
、
ま
た
は
仏
教
色
の
薄
い
形
態

と
い
え
る
。
院
号
が
な
く
戒
名
が
あ
る
八
名
の
う
ち
、
院
号
に
次
ぐ
と
さ
れ
る
軒
号

の

使
用
は
二
名
で
あ
る
。

　
位
号
は
殆
ど
居
士
で
あ
る
が
、
居
士
を
使
用
し
な
い
二
十
九
名
の
内
八
名
は
戒
名

が
な
い
上
記
の
人
々
で
あ
り
、
二
十
一
名
が
信
士
・
善
士
・
稗
号
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
戒
名
に
使
用
さ
れ
る
文
字
の
主
な
も
の
を
次
の
表
1
7
に
掲
げ
た
。
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表17　戦没者墓標に刻まれた戒名と使用文字

戦死 戒名ナシ 戒名アリ 戒名の使用文字
死没年

者数 院号無 信士 響 忠 義 道 光 日 殉 勇 勲 國 誠 顯 浄 心 清 正 功 大 雄 良 烈 明 英 報 海 彰

明治 28 1 1 1 1 1 1 1

29

30

31

32

33

34

35 1 1 1 1 1 1 1

36

37 2 1 1 2

38 6 1 1 3 3 4 3 2 1 1 1 1

39 1 軒 1 1 1 1

40

41 1 1 1 1

42

43 1 1 1 1 1

44

大正 1

2

3

4

5 1 1 1

6

7

8

9 1 1 1 1

10

11

12

13 1 軒 1 1 1

14

昭和 1

2 1 1 1

3

4

5

6

7 2 2 1 1 1 1 1

8

9

10

11

12 6 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1

13 5 1 2 2 2 1 2 1 1 1 1 1 2 1

14 5 1 1 1 2 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

15 8 2 3 3 4 4 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 3 1

16 3 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1

17 6 1 2 2 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1

18 15 1 1 10 5 3 5 2 1 2 2 1 4 1 1 2 2 1 1 2 1 1 1 2

19 53 1 1 31 12 14 9 15 7 10 5 6 5 5 8 2 6 1 4 5 5 4 2 2 3 4 1 3

20 67 1 4 39 26 15 22 8 13 13 9 6 8 9 7 5 6 5 7 5 1 7 3 3 5 1 3 4 2

21 10 1 6 4 1 3 3 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1

22

23 1 1

24 1 1

記載なし 1 1 1 3 1 1 1 1 2 1 1 1

200 8 6 19 103 65 59 50 34 33 32 24 23 22 22 18 18 17 15 15 14 14 14 12 11 10 8 8 8 7
合　　計

○○軒2

＊「日」字使用の事例は、日蓮宗墓地19、浄土宗墓地9、共同墓地5である。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
碁
・
忠
・
義
・
道
な
ど
の
文
字
は
明
治
か
ら
継
続
し
て
多
く
使

わ
れ
て
い
る
。
勇
は
明
治
期
に
使
用
さ
れ
た
割
合
が
最
も
高
い
。
逆
に
、
殉
・
誠
・
顯
・

清

な
ど
は
昭
和
十
二
年
以
降
の
日
中
・
太
平
洋
戦
争
期
に
使
用
さ
れ
た
文
字
で
、
時

代
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
特
に
「
殉
」
に
つ
い
て
は
、
『
中
外
日
報
』
昭
和
十
三

年
九
月
十
日
付
記
事
の
見
出
し
に
、
「
勇
士
の
院
号
法
名
に
／
輝
く
「
殉
」
の
一
字

／
各
宗
派
代
表
懇
談
会
で
決
定
」
と
あ
り
、
仏
教
各
宗
派
代
表
懇
談
会
で
戒
名
に
「
殉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

の
一
字
を
使
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
る
か
の
よ

う
に
、
翌
昭
和
十
四
年
か
ら
「
殉
」
の
文
字
が
継
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
戒
名
を
与
え
る
側
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
戦
死
者
に
は
院

号
・
居
士
と
い
う
戒
名
と
し
て
は
特
別
に
高
い
ラ
ン
ク
と
さ
れ
る
も
の
を
与
え
て
い

る
。
そ
れ
が
全
国
的
な
傾
向
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
戒
名
を
檀
那
寺
の
問
題
と
ば

か
り
は
い
え
な
い
、
何
ら
か
の
指
導
や
風
潮
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

軍
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
文
書
類
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
「
戦
時
中
は
（
国
の
方
針
で
）
少
将
以
上
に
院
殿
号
が
つ
く
こ
と
に
な
っ

て
」
「
戦
時
中
、
軍
部
の
政
策
で
戦
死
者
に
院
号
を
付
け
る
よ
う
に
さ
れ
た
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

う
真
言
宗
僧
侶
や
本
門
法
華
宗
の
法
務
部
長
の
証
言
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら

か
の
指
導
が
あ
っ
て
そ
れ
を
仏
教
各
宗
派
本
山
が
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
仏
教
界
内
部
で
も
、
戦
死
者
の
戒
名
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
「
英
霊
に
階
級
な
し
／
斉
し
く
院
号
法
名
下
付
せ
よ
」
と
い
う
見
出
し
で
、
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
の

み

に
院
号
法
名
を
下
付
す
る
の

　
　
　

法
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
根
岸
房
良

一

、
義
　
　
孝

　
右
授
與
ス

昭

和
十
三
年
五
月
三
日

　
古
義
真
言
宗
管
長

　
大
僧
正

高
岡
隆
心
固
］

は
、
英
霊
を
差
別
す
る
も
の
で
不
穏

当
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
昭
和
十
三

　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

年
頃
に
み
ら
れ
た
。
戒
名
が
、
従
来

の
社
会
的
地
位
や
檀
那
寺
と
の
関
係
で

な
く
、
国
家
へ
の
貢
献
と
い
う
尺
度
で

み

ら
れ
、
英
霊
に
斉
し
く
院
号
法
名
を

つ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
仏

教
界
に
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
因
み
に
、
高
野
山
真
言
宗
で
は
、
戦
没
者
の
戒
名
は
す
べ
て
本
山
か
ら
管
長
名
で

授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
い
、
前
掲
の
根
岸
房
良
氏
の
場
合
上
記
の
文

書
が
あ
り
、
ま
さ
に
管
長
が
授
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
野
山
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
戦
死
者
に
つ
い
て
は
管
長
名
で
授
与
し
て
い
た
が
、
現
実
的
に
は
檀
那
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

で
付
け
ら
れ
、
本
山
名
で
授
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

（
2
）
戒
名
か
俗
名
か

　
墓
標
の
正
面

に
戒
名
を
刻
む
か
俗
名
か
、
と
い
う
こ
と
を
個
人
墓
や
複
数
並
記
の

墓
標

に
つ
い
て
調
べ
た
の
が
、
次
の
表
1
8
で
あ
り
、
家
墓
の
正
面
の
銘
を
あ
わ
せ
て

載
せ
て
お
い
た
。
合
計
柱
数
は
九
十
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
正
面
に
俗
名
（
軍
階
級
・
勲
等
を
含
む
）
を
刻
む
戦
没
者
は

二

十
二
名
で
、
う
ち
戒
名
を
墓
標
に
全
く
刻
ま
な
い
の
は
七
名
で
あ
る
。
但
し
昭
和

三

十
一
年
の
三
名
は
、
三
兄
弟
を
一
基
に
祀
っ
た
も
の
で
、
墓
標
数
と
し
て
は
五
基

で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
墓
標
の
正
面
の
銘
と
墓
標
の
形
態
、
竿
石
の
高
さ
／
幅
を
記
す

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

建
立
年

形
態

竿
石
高
さ
／
幅

碑
　
銘

A

昭
和
　
十
三
年

角
錐
台

鵠

陸
軍

工
兵
上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
△
△
之
墓

B

昭
和
　
十
四
年

尖
頭
角
柱

路

故
陸
軍
歩
兵
上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
△
△
之
墓

C

昭
和
三
十
一
年

自
然
石

ω

故
陸
軍
歩
兵
伍
長
△
△

D

記
載
な
し

平
頭
角
柱

30

勲
八
等
功
七
級
陸
軍
歩
兵
伍
長
△
△
之
墓

E

記
載
な
し

尖
頭
角
柱

訂

故
陸
軍
衛
生
兵
長
勲
八
等
功
七
級
△
△
之
墓

　
形
態
を
み
る
と
、
墓
標
の
数
と
し
て
最
も
多
い
平
頭
角
柱
は
一
基
の
み
で
、
他
は

自
然
石
・
尖
頭
角
柱
・
角
錐
台
な
ど
で
あ
る
。
竿
石
の
高
さ
／
幅
の
比
は
、
自
然
石

の

場
合

を
除
く
と
全
て
三
・
○
以
上
の
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
墓

標

に
は
全
て
「
戦
死
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
、
D
・
E
は
「
壮
烈
ナ
ル
戦
死
」
、
A
は
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表18墓標正面の銘健碑年別）

俗名 戒名 戒名 家墓の銘
建碑年 総数

戒名なし 戒名あり 個人 二名 三名以上 階級あり 階級なし 累代 代々 ○○家 その他

明治 30 1 1 1

40 1 1

大正 2 1 1 1

11 1 1

15 1 1

昭和 2 1 1

3

4 1 1 1

5

6

7 2 2 2

8

9

10

11 1 1

12 1 1

13 1 1

14 1 1

15 3 1 1 1 1

16 1 1

17 1 1

18

19 2 1 1 1

20

21

22 1 1

23

24

25 1 1 1

26

27 1 1

28 1 1 1

29 1 1

30 5 1 3 3 1

31 9 3 2 1 1 1 2 1

32 9 2 2 3 1 4 1

33 3 1 1 2

34 5 1 4 1 4

35 12 4 3 5 2 2 3

36 5 1 1 2 2

37 3 1 1 1 1

38 3 2 2 1

39 2 2

40 3 3

41 6 1 1 2 2 1

42 3 1 2

43 3 1 2

44

45 1 1

46 6 2 1 2 1 1 2

47

48

49 3 3

50

51 3 1 1 1

52 3 2 1

53 1 1

54 3 3

55
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俗名 戒名 戒名 家墓の銘
建碑年 総数

戒名なし 戒名あり 個人 二名 三名以上 階級あり 階級なし 累代 代々 ○○家 その他

56 2 2

57 1 1

58 1 1

59 2 2

60 2 2

61

62 2 1 1 1

63 1 1

平成 1

2 2 2

3 1 1

4

5 1 1

6 1 1

7

8 2 2

9 1 1

10

11

12

13 1 1

記載なし 64 2 7 18 2 8 16 12 2 21 3 1

200 7 15 43 11 14 42 26 7 48 51 4

合　計 22 68 68 110

＊俗名欄と戒名欄は、個人墓及び複数並記の墓標について、正面が俗名か戒名かで分類したものである。正面に俗名の場合は、他の部分や墓誌に戒名
　があるかないかで分類した。戒名欄は、個人墓か複数並記墓かで分類し、また軍の階級を刻むかどうかでも分類した。

伯
爵
金
子
堅
太
郎
の
謹
書
に
な
る
「
家
門
ノ
光
栄
ナ
リ
」
「
其
ノ
功
績
ヲ
誌
ス
」
と

記

さ
れ
て
お
り
、
軍
人
と
し
て
戦
死
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
墓
標
と
い
え
よ
う
。
但

し
、
戒
名
を
刻
ま
な
い
こ
と
で
仏
教
徒
で
は
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
。
B
は
妻
が

建
立

し
た
墓
標
で
、
既
述
の
よ
う
に
側
面
に
戦
死
者
の
子
と
思
わ
れ
る
「
光
照
童
子
」

の
戒
名
が
刻
ま
れ
、
A
～
D
は
寺
院
墓
地
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
が
横

浜
市
金
沢
区
で
調
査
し
た
な
か
に
は
、
尖
頭
角
錐
台
の
形
態
で
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い

な
い
墓
標
が
あ
り
、
聞
き
取
り
調
査
の
中
で
仏
壇
に
戒
名
を
記
し
た
位
牌
が
あ
り
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

式
で
供
養
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
。
残
り
の
十
五
名
（
基
）
は
、

正
面
以
外
の
場
所
に
戒
名
を
刻
ん
で
い
る
が
、
墓
標
の
形
態
は
う
ち
七
基
が
自
然
石
．

尖
頭
角
柱
・
角
錐
台
で
、
家
墓
が
あ
る
十
基
中
七
基
が
家
墓
よ
り
も
大
き
く
、
竿
石

の
高
さ
／
幅
の
比
も
全
て
二
・
五
以
上
で
、
三
・
七
以
上
が
自
然
石
を
除
く
十
四
基
中

八
基
を
占
め
る
な
ど
、
戒
名
を
刻
ま
な
い
墓
標
と
の
共
通
し
た
特
色
が
み
ら
れ
る
。

軍
人

と
し
て
戦
死
し
た
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
思
い
を
そ
こ
に
う
か
が
う
こ
と

が
で

き
る
。
一
方
、
正
面
に
戒
名
を
刻
む
こ
と
は
、
仏
教
で
供
養
し
た
こ
と
を
明
示

す
る
も
の
で
あ
る
。
年
代
が
判
明
す
る
も
の
と
し
て
は
、
戦
前
は
正
面
に
俗
名
を
刻

む
も
の
と
戒
名
を
刻
も
の
の
比
は
八
名
対
七
名
で
あ
る
が
、
戦
後
は
五
名
対
三
十
三

名
と
い
う
よ
う
に
圧
倒
的
に
戒
名
を
正
面
に
刻
む
事
例
が
多
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
正
面
に
俗
名
を
刻
む
事
例
は
戦
前
期
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
特
色
で
あ
り
、

そ
の
場
合
で
も
七
割
近
く
が
戒
名
を
別
な
場
所
に
刻
ん
で
い
る
。
昭
和
三
十
一
年
以

降
は
、
墓
標
に
軍
の
階
級
・
勲
等
を
刻
ま
な
い
事
例
も
多
く
な
っ
て
く
る
。
「
戦
残
者
」

と
し
て
で
な
く
、
一
家
族
と
し
て
供
養
し
よ
う
と
す
る
遺
族
の
意
志
の
あ
ら
わ
れ
と

み

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
以

上
、
三
浦
郡
葉
山
町
に
お
け
る
戦
没
者
の
記
録
と
し
て
、
役
場
文
書
・
碑
表
・

墓
標
等
を
調
査
し
、
戦
没
者
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
デ
ー
タ

515



国立歴史民俗博物館研究報告

　第147集2008年12月

か

ら
ど
の
よ
う
な
戦
没
者
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
を
探
っ
て
き
た
。
葉

山
町
役
場
所
蔵
の
「
戦
没
者
履
歴
簿
」
は
、
恩
給
復
活
に
よ
る
軍
歴
申
立
の
資
料
と

思

わ
れ
る
も
の
で
、
戦
没
者
の
出
征
か
ら
戦
没
ま
で
の
軍
歴
を
遺
族
が
そ
れ
ぞ
れ
自

筆
で
記
し
た
、
お
そ
ら
く
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
記
録
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に

よ
り
、
遺
族
台
帳
で
は
知
り
得
な
い
遺
族
か
ら
見
た
戦
争
の
実
態
や
、
戦
没
者
の
出

征
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
生
き
様
や
死
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

遺
族
台
帳
に
脱
落
し
て
い
た
戦
没
者
を
五
十
二
名
載
せ
る
な
ど
、
台
帳
を
補
完
す
る

デ

ー
タ
を
提
供
す
る
記
録
で
も
あ
る
。
「
戦
争
殉
難
者
名
簿
」
は
、
遺
族
名
簿
で
あ

る
と
と
も
に
、
恩
給
復
活
に
よ
る
扶
助
料
請
求
者
が
名
簿
に
記
さ
れ
て
お
り
、
戦
没

者
の
妻
が
請
求
者
に
な
り
得
な
い
状
況
や
、
父
母
が
請
求
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
が

多
い
実
態
な
ど
、
戦
没
者
を
取
り
巻
く
遺
族
の
状
況
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
「
戦
残
者
整
理
名
簿
」
は
、
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
」
に
基
づ
く
遺

族
年
金
・
弔
慰
金
の
請
求
に
か
か
わ
る
、
戦
没
者
遺
族
へ
の
説
明
会
の
月
日
、
資
料

の
配
付
、
請
求
書
の
提
出
状
況
、
県
へ
の
提
出
状
況
な
ど
を
記
録
し
た
名
簿
で
あ
る
。

こ
の
名
簿
を
通
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
当
時
の
遺
族
の
状
況
や
、
遺
族
年
金
・
弔
慰

金
の
請
求
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
（
遺
族
台
帳
）
は
、

銃
後
奉
公
会
常
置
の
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
戦
後
も
遺
族
援
護
の
基
本

台
帳
と
し
て
加
筆
訂
正
さ
れ
た
、
戦
没
者
の
記
録
と
し
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
提
供
し

て

く
れ
る
資
料
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
以
降
の
戦
没
者
が
遺
族
台
帳
に
三
六
九
名
記

録

さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
本
台
帳
は
、
町
役
場
及
び
銃
後
奉
公
会
が
恩
典
や
遺
族

援
護

に
必
要
な
デ
ー
タ
を
記
録
し
た
も
の
と
い
う
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

軍
事
行
政
上
の
資
料
と
し
て
公
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
広
く
葉
山
町
全
体
を

見
渡
せ
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
戦
没
者
の
記
録
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

戦
没
者
及
び
遺
族
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
戦
没
者
は
い
つ
、
ど
こ
で
亡

く
な
っ
た
の
か
の
傾
向
、
戦
後
な
お
「
戦
死
」
し
た
五
名
の
状
況
か
ら
戦
争
は
終
戦

で
は

終
わ

ら
な
か
っ
た
実
態
、
戦
没
者
の
年
齢
に
よ
る
少
年
兵
の
実
態
、
妻
帯
者
の

比

率
、
残
さ
れ
た
妻
の
処
遇
な
ど
。
さ
ら
に
死
亡
原
因
か
ら
み
た
戦
死
・
戦
傷
死
・

戦
病

死
・
死
亡
の
割
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
死
亡
の
状
況
を
記
録
し
た
生
々
し

い
添
付
資
料
、
成
井
書
記
に
よ
り
加
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
、
生
死
不
明

の
状
況

と
そ
の
対
応
と
し
て
の
戦
死
確
認
、
戦
病
死
に
見
る
兵
士
の
過
酷
な
軍
隊
生

活
、
非
公
務
死
及
び
そ
の
扱
い
に
対
す
る
遺
族
の
対
応
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
遺
族

台
帳
と
戦
没
者
履
歴
簿
と
墓
標
を
照
合
し
、
そ
の
記
載
が
異
な
る
こ
と
に
見
る
遺
族

の
思
い

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
自
殺
も
含
め
、
兵
士
の
さ
ま
ざ
ま
な
死
が
具

体
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
公
葬
の
記
録
か
ら
は
、
戦
没
者
を
軍
や
地
域
が

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年

五
月
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
実
態
も
把
握
で
き
た
。

　
戦
死
者
を
表
象
す
る
記
念
碑
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
形
態
か
ら
、
第
一
に
忠
魂
碑
・

招
魂
碑
・
慰
霊
碑
等
の
記
念
碑
類
、
第
二
に
森
戸
神
社
の
総
霊
社
に
み
る
神
社
形
式
、

第
三
に
葉
山
町
慰
霊
塔
に
み
る
塔
の
形
式
と
い
う
三
つ
に
分
け
ら
れ
た
。
ま
た
表
象

す
る
対
象
の
範
囲
や
建
立
者
に
よ
り
、
第
一
に
葉
山
町
が
町
全
体
の
戦
死
者
を
対
象

と
し
て
建
立
し
た
「
葉
山
町
慰
霊
塔
」
、
第
二
に
長
柄
・
堀
内
・
上
山
口
の
地
区
（
旧
村
）

ご

と
に
地
区
団
体
が
地
区
の
戦
死
者
を
対
象
と
し
て
建
て
た
「
忠
魂
碑
」
「
招
魂
碑
」

「
日
露
戦
役
紀
念
碑
」
、
第
三
に
個
々
の
寺
社
が
檀
家
や
氏
子
崇
敬
者
を
対
象
と
し
て

建
て
た
「
日
露
戦
病
残
英
霊
碑
」
、
「
報
魂
碑
」
、
「
総
霊
社
」
な
ど
の
慰
霊
施
設
が
存

在

し
た
。
そ
し
て
、
光
徳
寺
の
英
霊
碑
に
刻
ま
れ
た
六
名
に
み
る
よ
う
に
、
遺
族
が

墓
標

を
建
立
し
て
供
養
し
、
寺
で
英
霊
碑
に
よ
る
供
養
が
あ
り
、
更
に
は
六
名
全
員

が
堀
内
地
区
の
仙
元
山
招
魂
碑
に
刻
ま
れ
て
地
区
の
慰
霊
を
受
け
、
葉
山
町
の
慰
霊

塔

に
も
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
四
層
の
重
層
し
た
慰
霊
・
供
養
の
体
系
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
県
レ
ベ
ル
の
「
神
奈
川
県
戦
没
者
慰
霊
堂
」
（
神
奈
川
県

護

国
神
社
）
と
、
国
レ
ベ
ル
の
靖
国
神
社
を
加
え
る
と
、
六
層
の
体
系
と
な
る
。
遺

族

に
よ
る
供
養
だ
け
で
は
済
ま
ず
に
、
寺
社
や
地
域
・
町
が
戦
没
者
を
受
け
止
め
、

施
設
を
設
け
て
慰
霊
・
供
養
し
、
更
に
は
県
や
国
レ
ベ
ル
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
施
設
を

設

け
て
慰
霊
・
供
養
を
行
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
層
的
な
慰
霊
・
供
養
の
体

系
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
戦
没
者
に
対
す
る
慰
霊
・
供
養
の
大
き
な
特
色
と
い
え
る
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で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
の
儀
式
も
仏
教
や
神
道
、
無
宗
教
な
ど

統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
層
に
い
く
ほ
ど
に
戦
没
者
は
個
性
を
失
い
、
遺
族
の
意
志

や
宗
教
に
関
わ
り
な
く
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
特
色
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

戦
没
者
の
墓
標
か
ら
は
、
そ
の
形
態
や
刻
ま
れ
た
文
字
を
通
し
て
、
遺
族
が
ど
の

よ
う
に
死
を
受
け
止
め
、
慰
霊
・
供
養
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
戦

争
の
理
解
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
高
校
の
「
日
本
史
A
」
の
教
科
書
（
実
教

出
版
）
で
「
戦
死
者
の
墓
石
調
査
」
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
戦
争
体
験
を
語
れ
る
人

が
少

な
く
な
っ
た
現
在
、
身
近
で
戦
争
を
追
体
験
で
き
る
教
材
と
な
り
う
る
も
の
で

あ
る
。
葉
山
町
に
お
い
て
、
戦
没
者
の
墓
標
を
調
査
し
、
二
百
名
（
一
八
四
基
）
の

墓
標
デ

ー
タ
を
得
た
。
そ
れ
ら
を
分
析
す
る
な
か
で
、
「
葉
山
町
戦
残
者
名
簿
」
等

の

デ

ー
タ
と
照
合
し
て
デ
ー
タ
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
行
政
文
書
の
記
録
と
墓
標

の

記
録
の
差
異
を
み
る
こ
と
も
で
き
た
。
墓
標
の
建
立
年
か
ら
は
、
最
も
多
く
建
立

さ
れ
た
昭
和
三
十
年
代
の
場
合
に
、
遺
族
年
金
や
恩
給
復
活
に
よ
る
生
活
の
ゆ
と
り
、

戦
死
者
の
回
忌
、
名
誉
の
回
復
な
ど
が
建
立
の
背
景
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推

測
し
た
。
墓
標
の
建
立
者
か
ら
は
、
数
の
上
で
父
母
が
最
も
多
く
、
次
い
で
兄
弟
、

妻
は
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
時
代
に
よ
り
変
遷
が
あ
り
、
そ
の
変
遷
の
中
で

建
立
者
と
し
て
の
特
色
も
見
い
だ
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
戦
没
者
の
墓
標
の
形
態

は
、
尖
頭
角
柱
や
角
錐
台
・
自
然
石
な
ど
が
特
徴
的
で
、
竿
石
を
長
大
な
も
の
に
し

た

り
、
家
墓
よ
り
も
ひ
と
き
わ
高
く
し
た
り
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
家
墓
が
あ
っ

て

も
そ
れ
に
入
れ
な
い
で
個
人
墓
を
建
て
る
傾
向
も
み
ら
れ
た
。
戦
没
者
を
特
別
視

す
る
供
養
の
あ
り
方
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
昭
和
戦
前
期
で
も

戦
没
者
に

子
や
母

を
並
祀
（
合
葬
）
し
た
事
例
も
一
方
で
は
見
ら
れ
る
の
で
、
厳
格

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
、
特
に
昭
和
三
十
年
代
を
過
ぎ
る
と
、

個
人
墓
は
殆
ど
建
て
ら
れ
な
く
な
り
、
家
墓
に
合
祀
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
没

者

を
特
別
視
す
る
観
念
が
薄
れ
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
ま
た
、
戦
没
者
の
個
性
の
喪
失
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
靖
國
神
社
で
は
、
戦
没

者

は
「
英
霊
」
と
し
て
一
座
の
な
か
に
合
祀
さ
れ
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
で
も
「
戦

没
者
」
と
し
て
そ
の
個
性
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
戦
没
者
の
墓
標
は
実
に
個
性
的
で

あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
の
戦
没
者
墓
標
は
、
戦
没
者
個
人
を
表
象
し
た
墓
標

が
多
く
み
ら
れ
、
氏
名
や
没
年
ば
か
り
で
な
く
軍
等
級
や
戦
没
地
、
軍
歴
ま
で
記
し

た
も
の
も
あ
る
。
一
際
目
立
つ
所
に
、
一
際
目
立
つ
よ
う
に
墓
標
が
建
て
ら
れ
、
墓

標
の

前
に
立
つ
者
を
し
て
、
戦
没
者
の
記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
よ
う
な
特
色
を
供

え
て
い
る
の
が
戦
没
者
の
墓
標
で
あ
る
。
戒
名
を
刻
み
供
養
す
る
だ
け
で
は
済
ま
な

い
戦
没
者
墓
標
の
特
色
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
戦
没
者
の
戒
名
は
殆
ど
の
墓

標

に
刻
ま
れ
て
い
る
。
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
墓
標
は
五
基
あ
り
、
仏
教
色
の
薄

い
、
あ
る
い
は
軍
用
墓
地
の
軍
人
墓
に
み
る
よ
う
な
形
態
で
あ
る
が
、
そ
の
内
四
基

は
寺
院
墓
地
に
建
て
ら
れ
、
仏
式
の
供
養
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
名
誉

の
戦
死

を
し
た
軍
人
と
し
て
、
あ
る
い
は
靖
国
神
社
の
祭
神
と
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
墓
標
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以

上
、
葉
山
町
に
お
け
る
戦
死
者
の
記
録
と
し
て
、
若
干
の
分
析
を
試
み
た
。
調

査

に
あ
た
り
、
葉
山
町
役
場
に
は
役
場
資
料
の
閲
覧
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
の
提
供
も
い
た
だ
い
た
。
葉
山
町
遺
族
会
及
び
各
寺
院
・
共
同
墓
地
管

理
組
合

に
は
墓
標
調
査
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
小
峰
ミ

サ

さ
ん
や
根
岸
房
良
氏
ご
遺
族
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
に
は
葉
山
町
の
資
料
調
査
や

聞
き
取
り
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
関
沢
ま
ゆ
み

先
生

と
新
谷
尚
紀
先
生
及
び
共
同
研
究
員
の
皆
様
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
指
導
・
ご
助

言
を
い
た
だ
い
た
。
付
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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註（
1
）
　
『
二
〇
〇
〇
年
版
町
勢
要
覧
ー
町
制
施
行
七
五
周
年
記
念
ー
』
（
葉
山
町
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

　

参
照

（
2
）
　
高
梨
柄
『
葉
山
町
郷
土
史
』
↓
九
七
五
年

（
3
）
　
高
梨
嫡
前
掲
書

（
4
）
　
厚
生
省
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
厚
生
省
五
十
年
史
（
記
述
篇
）
』
厚
生
問
題
研
究
会
発
行
、

　
　
一
九
八
八
年

（
5
）
　
社
会
福
祉
法
人
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
『
戦
傷
病
者
戦
残
者
遺
族
等
援
護
法
手
引
』

　
　
一
九
五
二
年
六
月

（
6
）
　
厚
生
省
社
会
・
援
護
局
援
護
課
監
修
『
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
　
援
護
法
Q
＆
A

　

ー
仕
組
み
と
考
え
方
ー
』
新
日
本
法
規
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

（
7
）
　
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
文
書
。
な
お
資
料
中
の
「
訓
令
甲
第
百
九
十
三
号
」
と
は
、
昭
和

　
　
十
四
年
十
月
十
一
日
付
の
東
京
市
訓
令
「
銃
後
奉
公
會
二
關
ス
ル
件
」
と
い
う
市
民
局
長
・
厚

　
　
生
局
長
・
各
厘
役
所
宛
文
書
で
、
銃
後
奉
公
会
の
設
置
整
備
を
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同

　
　
じ
く
資
料
中
の
「
厚
獲
第
二
〇
四
六
號
」
は
、
右
と
同
日
付
で
東
京
市
助
役
橋
本
祐
幸
か
ら
市

　
　
民
局
長
・
厚
生
局
長
・
各
逼
長
に
宛
て
た
「
銃
後
奉
公
會
二
開
ス
ル
件
依
命
通
牒
」
と
い
う
文

　
　
書
で
、
「
銃
後
奉
公
會
設
置
要
綱
」
「
東
京
市
各
匿
銃
後
奉
公
會
々
則
準
則
」
「
東
京
市
銃
後
奉

　
　
公
會
聯
合
會
々
則
（
案
）
」
な
ど
を
載
せ
て
い
る
（
以
上
は
昭
和
十
四
年
十
月
十
四
日
（
土
曜
日
）

　
　
登
行
の
「
東
京
市
公
報
」
に
よ
る
。
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）
。

（
8
）
　
軍
事
保
護
院
「
昭
和
十
五
年
度
軍
人
援
護
事
業
概
要
』
昭
和
十
七
年
発
行

（
9
）
　
「
死
没
者
原
簿
」
等
を
資
料
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
に
県
が
調
査
し
た
と
い
う
。
神
奈
川
県

　
　
福
祉
部
生
活
援
護
課
『
平
成
九
年
度
生
活
援
護
業
務
関
係
資
料
集
』
　
一
九
九
七
年
所
収
。

（
1
0
）
　
戦
争
遺
跡
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
高
知
『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
高
知
の
戦
争
遺
跡
』
二
〇
〇
〇
年

（
1
1
）
　
J
A
C
A
R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）
国
0
8
0
一
〇
8
0
『
Φ
①
8
、
陸
密
、
昭
和
十
三
年

　
　
「
来
翰
綴
（
陸
普
）
第
1
部
」
。
陸
普
第
六
三
三
一
号
「
戦
傷
、
戦
病
等
ノ
定
義
二
開
ス
ル
件
陸

　
　
軍
一
般
へ
通
牒
」
昭
和
＝
二
年
一
〇
月
一
四
日
付
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）

（
1
2
）
問
o
〔
○
呂
8
ペ
ペ
ω
O
O
O
、
陸
満
機
密
・
密
・
普
大
日
記
、
陸
密
綴
昭
和
十
四
年
、
陸
密
第

　
　
三
五
五
三
号
「
戦
死
及
戦
死
（
死
亡
）
確
認
ノ
匿
別
二
關
ス
ル
件
陸
軍
一
般
へ
通
牒
」
昭
和

　
　
一
六
年
一
一
月
一
八
日
（
防
衛
研
究
所
）

（
1
3
）
　
「
戦
没
者
履
歴
簿
」
に
「
戦
病
死
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
復
活
し
た
軍
人
恩
給
を
申
請
し

　
　
た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
果
は
不
明
で
あ
る
。

（
1
4
）
勾
江
○
呂
8
ミ
Φ
謹
8
、
陸
満
機
密
・
密
・
普
大
日
記
、
陸
密
綴
昭
和
十
四
年
、
陸
密
第

　
　
一
九
一
七
号
「
生
死
不
明
者
取
扱
二
關
ス
ル
件
陸
軍
一
般
へ
通
牒
」
昭
和
一
四
年
＝
月
八
日

　
　
（
防
衛
研
究
所
）

（
1
5
）
　
問
o
h
O
O
声
O
O
べ
゜
。
Φ
」
O
O
O
、
陸
満
機
密
・
密
・
普
大
日
記
、
陸
密
綴
昭
和
二
十
年
、
陸
亜
密
第

　
　
一
九
二
四
号
「
生
死
不
明
者
ノ
取
扱
二
開
ス
ル
件
陸
軍
一
般
へ
通
牒
」
昭
和
二
〇
年
三
月
四
日

　
　
（
防
衛
研
究
所
）

（
1
6
）
　
問
Φ
［
O
O
《
O
弍
O
嵩
8
0
、
陸
亜
機
密
・
陸
亜
密
・
密
亜
普
大
日
記
、
昭
和
十
七
年
「
陸
亜
普
書

　
　
類
綴
　
秘
　
柿
部
隊
本
部
」
、
陸
亜
普
第
七
五
号
「
戦
死
者
戦
傷
病
死
者
等
ノ
告
別
式
葬
儀
執

　
　
行
ノ
際
供
物
代
拝
等
二
關
ス
ル
件
陸
軍
一
般
へ
通
牒
」
（
防
衛
研
究
所
）
な
ど
。

（
1
7
）
　
カ
o
〔
O
O
心
O
ミ
O
N
一
〇
8
、
陸
亜
機
密
・
陸
亜
密
・
陸
亜
普
大
日
記
、
昭
和
十
七
年
「
陸
亜
普
」
（
防

　
　
衛
研
究
所
）

（
1
8
）
　
国
江
O
O
台
」
ざ
ぱ
ω
O
O
、
陸
亜
機
密
・
陸
亜
密
・
陸
亜
普
大
日
記
、
昭
和
十
八
年
「
来
翰
綴
（
陸

　
　
亜
普
）
暦
年
未
整
理
第
一
陸
軍
技
術
研
究
所
」
（
防
衛
研
究
所
）
な
ど
。

（
1
9
）
　
根
岸
房
良
戦
死
文
書
に
よ
る
と
、
宮
家
四
家
か
ら
の
香
華
料
に
は
「
御
香
料
」
「
香
料
」
と

　
　
記
さ
れ
て
い
る
。

（
2
0
）
　
福
田
勝
之
『
葉
山
郷
土
誌
』
昭
和
五
年
、
高
梨
柄
『
葉
山
町
郷
土
史
』
昭
和
五
〇
年
を
参
照

（
2
1
）
高
梨
柄
「
葉
山
町
郷
土
史
』
昭
和
五
〇
年

（
2
2
）
　
昭
和
二
一
年
一
月
八
日
宮
内
省
告
示
第
一
号

（
2
3
）
　
「
昭
和
十
四
年
参
事
会
議
案
原
稿
　
財
務
課
」
「
昭
和
十
九
年
二
月
二
十
一
日
縣
参
事
会
議
案

　
　
原
稿
　
知
事
官
房
庶
務
課
」
な
ど
参
照
。
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
。

（
2
4
）
　
文
部
大
臣
官
房
総
務
課
『
終
戦
教
育
事
務
庭
理
提
要
第
四
集
』
（
一
九
五
〇
年
三
月
）
に
よ

　
　
る

（
2
5
）
葉
山
町
遺
族
会
『
遺
族
会
二
十
五
年
の
あ
ゆ
み
』
一
九
七
一
年

（
2
6
）
　
岩
田
重
則
氏
は
著
書
『
「
お
墓
」
の
誕
生
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
六
年
）
で
こ
れ
を
戦
死
者

　
　
多
重
祭
祀
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

（
2
7
）
拙
稿
「
神
奈
川
県
護
国
神
社
の
創
建
と
戦
没
者
慰
霊
堂
」
『
神
道
宗
教
』
第
一
七
四
・
一
七
五
号
、

　
　
一
九
九
九
年

（
2
8
）
　
北
本
市
の
事
例
は
、
下
山
忍
氏
が
埼
玉
県
立
北
本
高
校
郷
土
研
究
同
好
会
を
指
導
し
て
作
成

　
　

し
た
『
墓
石
が
語
る
庶
民
の
足
跡
ー
北
本
市
内
戦
没
者
墓
石
調
査
報
告
書
ー
』
第
1
～
5
集

　
　
（
一
九
八
三
～
八
七
年
）
に
よ
る
。
金
沢
区
の
調
査
は
、
筆
者
が
県
立
釜
利
谷
高
等
学
校
の
生

　
　
徒
と
と
も
に
二
〇
〇
一
年
に
調
査
し
た
も
の
で
、
未
発
表
で
あ
る
。

（
2
9
）
　
明
治
三
十
年
八
月
十
七
陸
軍
省
令
第
二
十
二
号
「
陸
軍
埋
葬
規
則
」
法
令
全
書
第
三
〇
巻
ノ

　
　
四

（
3
0
）
　
戦
前
の
家
墓
は
、
建
立
年
を
刻
ま
な
い
事
例
が
多
い
の
で
、
個
人
墓
と
家
墓
の
両
方
の
建
立

　
　
年
が
わ
か
る
事
例
は
少
な
い
。
ま
た
、
個
人
墓
や
複
数
並
記
の
墓
を
合
葬
し
た
家
墓
が
戦
後
に

　
　
建
て

ら
れ
た
事
例
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
そ
の
数
値
を
示
さ
な

　
　
か
っ
た
。

（
3
1
）
　
陸
亜
普
第
一
六
八
四
号
。
陸
軍
大
臣
官
房
編
纂
『
陸
軍
成
規
類
聚
』
昭
和
一
六
年
所
収

（
3
2
）
　
大
濱
徹
也
「
「
英
霊
」
崇
拝
と
天
皇
制
」
（
『
日
本
人
の
宗
教
　
第
三
巻
』
所
収
一
七
八
頁
、
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一
九
七
三
年
）
、
田
中
丸
勝
彦
『
さ
ま
よ
え
る
英
霊
た
ち
』
二
〇
〇
二
年
な
ど
。

（
3
3
）
　
矢
野
敬
一
「
戦
死
者
の
記
憶
／
戦
死
者
の
行
方
」
（
赤
坂
憲
雄
ら
『
神
々
の
い
る
風
景
』
岩

　
　
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
3
4
）
　
島
田
裕
巳
『
戒
名
ー
な
ぜ
死
後
に
名
前
を
変
え
る
の
か
ー
』
法
蔵
館
、
一
九
九
一
年

（
3
5
）
矢
野
敬
一
氏
前
掲
書
参
照

（
3
6
）
　
二
〇
〇
三
年
八
月
二
十
三
日
金
剛
峰
寺
W
e
b
ペ
ー
ジ
管
理
者
か
ら
の
回
答

（
3
7
）
　
拙
稿
『
名
誉
の
戦
死
ー
陸
軍
上
等
兵
黒
川
梅
吉
の
戦
死
資
料
ー
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年

〔追
記
〕
　
本
稿
で
し
ば
し
ば
引
用
し
た
葉
山
町
の
根
岸
房
良
氏
戦
死
資
料
に
つ
い
て
、
入
稿
後
筆
者
が

　
　
勤
務
す
る
神
奈
川
総
合
高
校
の
昭
和
史
研
究
会
で
生
徒
に
よ
っ
て
解
読
が
す
す
め
ら
れ
、
成
果
を

　
　
文
化
祭
に
展
示
し
た
。
そ
の
図
録
（
『
平
成
1
9
年
度
神
奈
川
総
合
高
等
学
校
研
究
紀
要
・
別
冊
』

　

筆
者
監
修
、
二
〇
〇
八
年
）
に
、
紙
幅
の
関
係
で
本
稿
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
図
や
文
字
資
料
を

　

載
せ
て
い
る
。

（神
奈
川
県
立
神
奈
川
総
合
高
等
学
校
教
諭
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
七
年
四
月
三
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
日
審
査
終
了
）
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Records　of　the　War　Dead　in　Hayama－machi，　Miura－gun

SAKAI　Hisayoshi

　　　This　paper　explores　records　of　the　war　dead　in　the　administrative　district　of　Hayama－machi，　Miura－gun，　and

the　killd　of　information　on　these　war　dead　that　these　records　provide．　Documents　from　the　Hayama　town　hall

include　lists　dating丘om　the　pre－war　period　of　those　who　died　in　wa葛as　well　as　documents　pertaining　to　support

for　their　families．　Besides　providing　information　about　their　families　and　the　support　given　to　them，　these

documents　also　tell　us　how　the　war　dead　were　recorded．　There　are　three　types　of　memorials　that　commemorate

the　war　dead：inscribed　memorials，　shrine　memorials　and　monuments，　There　are　fOur　systems　for　worshipping

the　war　dead，　as　in　addition　to　inscribed　memorials　fOr　the　war　dead　memorials　were　also　erected　by　shrines　and

temples，　local　communities　and　the　town．　This　number　is　increased　to　six　if，　on　a　prefectural　and　state　level，　we

add　the　Kanagawa　Prefectural　War　Memorial　Hall　and　Yasukuni　Shrine．　The　grave　markers　of　the　war　dead　tell

us　not　only　about　the　war　dead　themselves，　but　also　about　how　the　bereaved　took　their　deaths　and　worshipped

the　deceased．　Supplementary　information　was　obtained　by　studying　the　two　hundred　names　taken　from　grave

markers　and　checking　them　against　Hayama－machi’s　official　lists　and　new　information　came　to　light　as　a　result　of

checking　written　administrative　records　against　the　records　of　the　grave　markers．
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